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「……いったぁ…」

　どうして、俺がこんな目に遭あわなくちゃいけないんだよ…っ。

　道路の端はしに倒たおれ込むようにしてうずくまった俺、椎しい野の直なお広ひろはジンジンと痛み始めた足首を手で押さえた。

　さっきのバイクを避よけた弾はずみで体を地面にぶつけたらしく、身動きすると背中や腕うでがズキズキと痛む。

　一番酷ひどいのは、やっぱり捻ひねった足首で、時間の経過と共に腫はれ上がっていくのがわかった。

「くそ…っ」

　───最近、ツイてないことばっかりだ。

　今日は部活の練習試合で負けるし、このところ直なお純ずみにはかまってもらえてないし。その上、こんな事故に巻き込まれるなんて、いったい俺が何したっていうんだよ！

「おい、大だい丈じよう夫ぶか…っ!?」

　ムカムカしていると、事故の元げん凶きよう───バイクをスリップさせて突つっ込んできた男が、ヘルメットを被かぶったまま、ようやく俺のほうへと駆かけ寄ってきた。

　大丈夫か、だって…？

「…っざけんな！　どこ見て運転してんだよっ!?」

　俺は目の前に屈かがんだ男を思いきり怒ど鳴なりつけてやる。すると、その男は俺の剣けん幕まくに一いつ瞬しゆん息を飲んだようだった。

「…………っ」

　そりゃそうだろうな。

　俺の見み掛かけじゃ到とう底てい、人を怒鳴り付けるようなタイプには見えないだろう。

　自分で云いうのも何だけど、外見だけで判断するなら俺は『大人しくて素す直なおそうな美少年』って形容詞が当てはまる。……ただし、黙だまっていればって条件で。

　本当は、この焦こげ茶で真ん中分けのサラサラな髪かみと日に焼けていない肌はだ以外、土台は兄の直純にそっくりなんだ（直純は髪が黒くて、日に焼けやすい健康な感じってだけだし）。

　だから、表情豊かにすれば直純みたいに『やんちゃで可愛かわいい美少年』にもなれるけど。でも、俺はあえて『大人しく素直そう』に振ふる舞まっていた。

　だって、猫ねこを被って可愛らしくしていれば、色々と面めん倒どう臭くさいことにならないし、得なこともあったりするんだもん。

　───そうわかっているから、もちろん普ふ段だんは大人しくしてる俺だけど、さすがにこのときばかりは、そんな気持ちの余よ裕ゆうなんて持ち合わせていなかった。

「……すまない。俺の不注意で君を巻き込んでしまって申し訳なかった」

「ったく、あんた本当に免めん許きよ持ってんのかよ？　こんな何にもない道で転ぶなんて器用な真似まね、よくできるよな」

　苛いら立だちを全すべてぶつける勢いで、俺は思いつく限りの嫌いや味みを捲まくし立ててやる。

「……本当にすまなかった」

　俺の文句を黙って聞いていた男は、少しして本当に申し訳なさそうな声で謝りながら、被っていたヘルメットを脱ぬいだ。

「あんたねえ。そうやって謝ってればすむと思っ────……」

　だけど、その顔に向かって更さらに文句を云ってやろうと思った俺は、ヘルメットの下から現れた男の顔に、思わず息を飲んでしまった。

　すっと通った鼻に形のいい唇くちびる、意志の強そうな切れ長の瞳ひとみ、そして漆しつ黒こくの髪───キレイで噓うそみたいに整ったその顔立ちに、俺は一瞬で目を奪うばわれてしまう。

「どこが痛むんだ？　傷を見せてみろ」

　ヘルメットを脱いだせいで遮さえぎるものなく聞こえてきた声も、甘く耳に響ひびく落ち着いた低音で。

　いったい……ナニモノなんだろう……この男前…。

　メットを被っていたせいか髪は少し乱れているけれど、背も高くて、肩かた幅はばもあって、男としては文句なしのスタイルに…この顔。ジーンズに黒のブルゾンって格好もハマってるけど、このスタイルじゃ何を着ても似合うだろうな…。

「立てないってことは、避けたときに足をやったのか？……折れてなきゃいいんだが」

　男は俺の足首に視線を遣やると、まるでそれが自分の痛みのように顔を顰しかめる。そんな顔すら、様になっていて。

　でも、どっかでこの顔見たことあるような気がする。どこかで……。

「どうした？　まさか、頭も打ったんじゃないだろうな…？」

　ぼーっと見つめていると、すっと伸のびてきた指先が俺の頰ほおを優やさしく撫なでた。

　こいつ、顔だけじゃなく指の形も綺き麗れいなんだな…………って、ちょっと待て！　>>>♥

「な…っ、馴なれ馴れしく触さわんなッ」

　今…俺、何してた!?

　何でこんな奴やつの顔に、見み蕩とれたりなんかしてるわけ…っ!?　おまけにドキドキしちゃったりして……。やっぱり、俺どっかやばいところを打ったのか…？

「そうは云われても、実際に怪け我がの具合を見ないわけにはいかないんだよ。頭は大丈夫そうだな。ほら、足を痛めてるんじゃないのか？　見せてみろ」

「そ、そ、そんなの、触んなくても、この状じよう況きようを見たらわかるだろう!?」

　伸ばされた男の手をぱしんっと振ふり払はらい、俺は痛みを堪こらえてへたり込んだまま後あと退ずさる。

　そ…そうだ、さすがの俺も、きっと事故のせいで気持ちが動どう揺ようしてるんだよな！

　だから、こんなにドキドキしてるんだ、きっと。

「痛くて立てないくせに強ごう情じようだな。無理する必要なんて、どこにもないんだぞ？」

「あんたに触られたくないだけだっ」

「……その威い勢せいのよさなら、命に別状はないな」

　男はそう云いながら、ジーンズのポケットから携けい帯たい電話を取り出し、どこかへ連れん絡らくを入れようとした。

　電話って…もしかして───。

「おい！　どこにかける気だよっ」

「一一九番に決まってるだろう。万が一ということもあるからな」

　ってことは、やっぱり救急車を呼ぶ気!?

　こんなに意識がはっきりしてるのに、大おお袈げ裟さすぎだろっ。それに俺、たかが足を捻った程度で、そんな恥はずかしい真似したくないし！

「い、いいよっ、救急車なんて大袈裟なことすんなって…」

「馬ば鹿かなことを云うな！」

　言葉を遮るその怒声に、俺は思わずビクッと体を竦すくませる。

「もしも骨が折れていたらどうするんだ？　それに、頭を打ってないとは限らないんだぞ!?　あとから具合が悪くなっても遅おそいんだ!!」

「……っ！」

　それまで淡たん々たんと落ち着いた口調で話していた男に、いきなり真しん剣けんな顔で叱しかり付けられ、俺は驚おどろきのあまり言葉を失ってしまった。

　ちなみに、俺が驚いたのは『この男が怒鳴った』ことじゃなくて、『この俺が怒鳴られた』こと……。

　男の云うことは、決して間ま違ちがってないし、俺だってバカじゃないから早く病院に行ったほうが良いいのはわかる。

　でも、優しくされたり、チヤホヤされたり、心配されたり、それが当たり前で普通なこの俺を───こんな風に怒鳴る奴が、直純以外にいるなんて……。

「…………」

　更に黙り込んでしまった俺を見て、男は『しまったな』という顔した。

「……驚かせてすまない。名前と歳とし、それとできれば学校名を教えてくれるか？」

　学校名と…名前…歳…？

「なっ…何であんたになんか、怒おこられなくちゃいけないんだよ！　事故を起こしたのはあんたのほうだろっ!?」

　優しげな男の声にハッと我に返り、俺は動揺を悟さとられないよう慌あわてて憎にくまれ口を叩たたいた。

　くそっ…さっきからこんな男に隙すきを見せてどうするんだ俺は。ちゃんとしなきゃ！

「すまない…非は全面的にこちらのほうにある。だが、苦情はあとでいくらでも聞くから、今は救急車を呼ぶためにも名前を教えてくれないか？……何よりも、君の体のほうが大事だ」

「う…」

　何だよそれ…。こいつの云うことなんか、絶対に聞いてやりたくないのに、そんな困り果てた口調で懇こん願がんされたら、これ以上突つき放すのも大人気ない気がするじゃないか……。

　とは云え、足もさっきより熱を持ち始めちゃってるし仕方ないか…とは思うんだけど。

「人に名前を聞くときは、先に自分から名乗るもんなんじゃないの？」

　───やっぱり、云っちゃったよ。

　ホント、臍へそ曲まがりだよなぁ、俺…。一ひと筋すじ縄なわじゃいかないって云うか。でも、俺の性格で急に素直になれってほうが間違ってるよな。

「それはそうだな。───俺は、神かみ谷や隆たか史ふみだ」

「かみや、たかふみ…？」

　あれ…？　聞いたことあるような気がするんだけど、どこで聞いたんだろう？

　首を傾かしげていると、男は再び俺の顔を覗のぞき込んでくる。

「詳くわしい自己紹しよう介かいはあとでいいだろう？　で、名前と歳は？」

　そう促うながされ、俺は渋しぶ々しぶと自分の名前を口にした。

「……椎野直広。高校一年だよ」










「だからって、どうして入院なんかしなくちゃいけないんだ!!」

　俺は病院の個室で神谷と二人きりになった途と端たん、そう嚙かみ付いた。

　さっきまでは、お医者さんとか看護師さんとかがいたから、大人しく見えるように外そと面づらを作っていたけれど、そんなもの今は必要ない。

「見事な猫ねこ被かぶりだったな」

　神谷は俺の変わり身に驚いたのか、心底感心したように云ってくる。

「煩うるさいな。そんなの、あんたには関係ないだろ？　それより、人の質問に答えろよ」

「精密検査があるんだ。我が慢まんしてくれ」

「先生は、別にしなくてもいいって云ってたじゃないか！」

　病院での診しん察さつ結果は、軽い打だ撲ぼくと捻ねん挫ざ。全治二週間との判断を下された。つまり、別段入院するほどの怪我じゃないわけ。

　なのにこいつときたら、勝手に入院なんか決めやがったんだ。

　レントゲンも異状なかったんだし、これ以上何を調べるっていうんだよ！

「治ち療りよう費のことなら、心配しなくていい。全部、俺が───」

「そんなの、当たり前。…そうじゃなくて、俺は入院なんかしてるほど暇ひまじゃないんだって云いたいんだよ」

　冬休み目前だけど一応学校だってまだあるし、何より直純の側そばから一日でも離はなれるなんて冗じよう談だんじゃない。それなのに入院だなんて……。

「それはすまなかった。この通り、謝るよ」

「……さっきから、謝ればすむと思ってない？」

　ああもうっ、調子狂くるうなぁ！

　大の大人にこんなに深々と頭なんか下げられたら、得意の毒どく舌ぜつで返せない。お陰かげで、さっきから小学生の捨て台詞ぜりふみたいな言葉の繰くり返しで…ホント情けないったらないよ。

　俺がむーっとしていると、神谷は頭を上げて真面目まじめな顔をこちらに向けてきた。

「一日二日の辛しん抱ぼうくらいできるだろ？　交通事故の場合、症しよう状じようがあとから出てくる可能性だってあるんだ」

「っ…そんなの、わかってるよ！」

　そうだよ、さっきからあんたの云うことが全部正しいってのはわかってる。入院だって、我慢するしかないってこともわかってる。

　……けど、何故なぜか物もの凄すごく無む性しようにどうしても、あんたが気に食わないんだよ、俺は！

　何をするにもそつがないからなのか？　今だって、警察への事故の報告も、実況検分も俺が病院で検査をしてる間に終わらせたらしく、あとはウチの親が来るのを待つだけって状じよう況きようだし。

　でも……その手て際ぎわのよさも、そつのなさも、隙のない態度もムカつく。その上、非の打ち所のないほどの男前な容姿をしてるだなんて、本当に嫌いや味みな奴やつだよな。

　だいたい、そこまで隙のない奴があんな平へい坦たんな道でコケたりするなっつーの！

　ぷいっと顔を反対側に背そむけると、予想だにしなかった言葉が耳に飛び込んできた。

「…ありがとう」

「は？　な、な、何で、あんたが礼なんて云うんだっ」

『ごめん』とかならわかるけど、どうしてそこで『ありがとう』なんだよ？

「無理を聞いて貰もらってるんだ、礼を云うのが筋だろう。納なつ得とくしてくれて助かった」

「んなこと云って……どうせ、面めん倒どう臭くさいことにならなくてよかったとか思ってんだろ？」

「馬鹿なことを云うな。誰だれがそんな不誠実なこと思うか。……まあ、正直ラッキーだった面もあるが……」

　思わせぶりな笑えみを浮うかべながら、とんでもない台詞を吐はく。

「はあ？　人を事故に巻き込んで、ラッキー？　あんた、頭おかしいんじゃないの？」

「お陰でお前に逢あえただろう？」

　……は？

　今のって、俺の聞き間違い？

「な…何、云ってんの…？」

「…本当に捻挫だけでよかった」

　神谷はしみじみと呟つぶやきながら俺の頭をくしゃりと撫なでると、こめかみから頰ほおにかけて、すっと乾かわいた指先を滑すべらせてくる。

　啞あ然ぜんとしながらその感かん触しよくを受け入れていた俺は、我に返ると慌てて指を振ふり払はらった。

「……っ、さ、触さわんなって云ってんだろ！」

　何でまたドキドキしてるんだよ、俺！　いくら交通事故に遭あって動どう揺ようしちゃってるからって云っても、いい加減もうそろそろ収まってもいい頃ころだよな…？

「どうした？　どこか痛むのか？」

「あ……」

　瞬しゆん間かん、不ふ遜そんな表情を一転させ心配げな顔でじっと見つめてくる神谷に、俺は耳までカアッと熱くなる。

　───絶対、今日の俺はおかしい。

　人から見られるのは比ひ較かく的てき慣れてるほうだと思ってたのに、こんな奴に向けられてる視線に緊きん張ちようしちゃうなんて。……こんなの、いつもの俺じゃないよっ！

　だけど、どうやってこの視線から目を逸そらそうかと思案に暮れていた俺は、不意打ちの来訪に助けられた。

「直広…っ！」

　ノックもなしに勢いよく開いたドアの向こうから現れたのは、兄の直純と母親。

　直純の顔が見れただけで、俺は思わずパッと笑顔になってしまう。

「直純！」

「…………」

　ところが直純は返事もなくこちらに向かって直進してくると、ベッドに手を突き、大きな瞳ひとみを不安に揺ゆるがせながら俺の顔を覗き込んできたのだ。

「な…直純…？」

　もしかして……泣く……とか？

　ドキドキしながら見守っていると、やがて直純はへなへなとその場にへたり込んでしまった。

「……無事、みたいだな……」

「心配してくれたんだ」

「あったりまえだろ!?　お前の顔見るまで、気が気じゃなかったよ！」

「……直純……」

　やっぱり可愛かわいいよな……直純。

　大好きな直純が必死な顔でくれる言葉に、俺の機き嫌げんはあっさりと直ってしまう。

　交通事故に遭うなんてツイてないって思ってたけど、たいした怪け我がでもなかったし、直純に心配してもらえるならちょっとはいいかもしんない。これでしばらくは、直純を独ひとり占じめできるかもしれないし。

　───はっきり云いって、一つ上の兄である直純は弟の俺から見ても可愛い。見た目は俺とそっくりだけど、天然でボケてる中身の可愛さは天下一品。

　だから、小さい頃からずーっと俺が直純の害虫駆く除じよをしてたのに、ついこの間、とうとう悪い虫がついちゃったんだよね……。

　どんな手を使っても駆除してやろうと思ってるんだけど、厄やつ介かいなのは、その悪い虫───桐きり島しま海かい里りって奴に直純がすっかりご執しゆう心しんだってこと。

　綺き麗れいだとか、美人だとか……あまつさえ、『俺のお姫ひめ様』とかふざけたことを口にしてるあたり、もうかなりの重じゆう症しようだ。（どう考えても、あれは『お姫様』って柄がらじゃないのに！）

　確かに桐島は顔とかスタイルはいいかもしんないけど、あんな性格悪い奴、可愛い直純には似合わないっ!!

　素す直なおで純真な直純は、絶対あいつに騙だまされてるに違ちがいないんだから。

「直広、本当に大だい丈じよう夫ぶなの？」

　声のほうを見ると、直純の後から病室に入ってきた母親が不安そうな顔をしていた。

　そうだよな…。俺も直純も、怪我とかあんまりしないほうだから、凄すごく心配させちゃったかもしれない。

「大丈夫だよ。怪我だって、たいしたことないんだから。心配させてごめんね」

「そうなの？　それなら、いいんだけど…」

「だって俺、こんなにピンピンしてるんだよ？　平気だって。あ、そうだ、直純！　しばらく入院しなくちゃいけないみたいなんだ。ここに一いつ緒しよに泊とまってよ」

「何、甘ったれたこと云ってんだよっ。そんなことできるわけないだろ？」

「できるよ、個室なんだし。付き添そいってことでさ。ね？　可愛い弟を一人にする気？」

「可愛くてもムリ！」

　ベッドから顔を上げて立ち上がった直純は、俺の提案を速そつ攻こうで却きやつ下かしてくる。でも、いつも通りの俺の様子に、少しだけ安心してくれたようだった。

　だけど俺たちのそんな会話を聞いて、今度は母さんが青ざめてしまう。

「入院って、そんなに酷ひどい怪我だったの…？」

「あ…検査入院ってだけだって。ちょっと足を捻ひねっただけで、マジでたいしたことないし」

「本当に？」

「本当だって。こんなにピンピンしてるんだよ？」

　おろおろする母親にそう慌あわててフォローを入れて、これ以上心配させないようにと、俺はにっこりと微笑ほほえんだ。すると、それまで黙だまっていた『奴』が口を出してきたのだ。

「───お話し中、失礼ですが……」

「え…？」

　直純も母さんも、初めてそこで神谷の存在に気付いたようで、二人ともぽかーんとした顔で声のしたほうを振り向いている。

　目的以外のことが目に入らなくなるのは、どうも血筋のせいみたいだ。

「この度たびは、申し訳ありませんでした」

　姿勢を正した神谷は、まっすぐに母さんの顔を見つめたあと、深々と頭を下げた。

「私の不注意で直広くんに怪我させてしまって、何とお詫わびを申し上げていいか…」

「ええと…あなたが…？」

　顔を上げた神谷は、表情を更さらに引き締しめて母さんに向き直る。

「はい。私のバイクの転てん倒とうに直広くんを巻き込んでしまいました。全面的に非はこちらにありますので、もちろん責任は取らせていただきます。怪我は幸い軽いものでしたが、念のため精密検査を受けていただいたほうがよろしいかと思いまして、入院を決めさせていただきました。勝手をしまして、本当に申し訳ございません」

　何だよ…その淀よどみない状況説明と謝罪はっ！

　ったく、この二重人格!!

「あの……？」

　展開についていけてない母さんは、目をぱちぱちとさせている。

「あ、申し遅おくれました。私は神谷と申します」

「神谷、さん？」

「はい、神谷隆史と云います」

　だけど、そう云って神谷がポケットから名めい刺し入れを取り出し、その中の一枚を母さんに手て渡わたすと、それまで不安そうな顔つきで神谷を見ていた母さんの表情が一変してしまったのだ。

「あら？　もしかして……よく、テレビに出てません……？」

　テレビ…？

「ええ。お恥はずかしい限りです」

　───あ！　思い出した。

　急成長中のベンチャー企き業ぎようの社長で凄い若くてカッコいいって奴やつを、最近テレビとか雑誌とか、マスコミがこぞって取り上げてた気がする。

　そっか。だから顔を見たとき、何か知ってるような気がしたんだ……。

　それにしても、あんなにテレビとかじゃ人が好よさそうに振ふる舞まってるくせに、本物はこんなにも胡う散さん臭くさい奴だったなんて！

「まぁ、本物も凄くカッコいい方なのね…」

「は…？」

「恐おそれ入ります」

　ちょっとちょっと、母さん！　そんな奴に唆そそのかされちゃったりしないでよ!?

　とんでもないセリフが聞こえて、俺は焦あせって母さんを見る。でも、すでにもうその表情は神谷の（うそ臭い）笑顔に心を奪うばわれたあとで……。

「直広くんのことは本当に申し訳ありませんでした。私にできることがありましたら何でもさせていただきますので、遠えん慮りよなくおっしゃって下さい」

「でも、お忙いそがしいんじゃないですか？」

「母さん何云ってるんだよ。忙しくたって関係ないだろ？　俺だって、忙しいのにこんな目に遭あわされてるんだから」

　このまま母さんが神谷に丸め込まれてしまうのを、黙って見過ごすわけにはいかない。俺は敵意を剝むき出しにして、神谷を睨にらみ付けてやった。

「直広？　突とつ然ぜんどうしたの？　あなたがそんなこと云うなんて…」

　母さんは、そんな俺の表情や強い口調に驚おどろいて目を瞠みはる。

「だって、怪我したせいで入院する羽目になるし、治るまで松まつ葉ば杖づえだし。こんなんじゃ学校だって行くの大変じゃないかっ。いったい、どうしてくれるわけ？」

「直広、そういう云い方はないでしょう？」

「いえ、いいんです。全部、私が悪いんですから」

　母さんが俺をたしなめようとするのを、神谷が押し止とどめた。

「神谷さん……」

　イイ子ちゃんぶりやがって！　また母さんがぽーっとなっちゃったじゃないか！

　うーっ。どうにかしてこいつの化けの皮を剝はいでやんなきゃ……。

「───そこで提案なのですが…。もし差し支つかえなければ、通学や通院の送り迎むかえなどは、直広くんが完治するまで私がお世話させていただきたいのですが、どうでしょう？」

　お世話って……誰だれの…？

「でも、そこまでしていただくわけには───」

「責任を取らせていただきたいんです」

　な、何云って…？

「ご迷めい惑わくかもしれませんが、お願いします！」

　神谷は母さんに詰つめ寄ると、一歩も譲ゆずらないという態度で頭を下げた。

「え、ええ……まあ、そんなにおっしゃられるんでしたら……」

　母さんは神谷の熱意に負けたのか、とうとう押し切られるようにして頷うなずいてしまう。

「ちょ、ちょっと待っ───」

　勝手に決めるなよ！　俺の意思はどうなるんだ!?

　直純に面めん倒どう見てもらおうと思ってたのに、こんな奴がしゃしゃり出てきたら、せっかくの俺の計画が全部パーじゃん！

「ありがとうございます」

「そんな、お礼なんて…。ご迷惑をお掛かけするのはこちらですのに」

　待て、待て！　俺はそんなの認めないぞ!?

「だから、俺の話を…っ」

「大変申し訳ないのですが、本日はそろそろお暇いとまさせていただいてよろしいでしょうか？」

「あら、お仕事ですか？」

「ええまあ。……明日、必ずまた伺うかがわせていただきますので」

「楽しみにしてますわ。でも、お忙しいでしょうから無理なさらないでくださいね」

　母さん！　そこ、嬉うれしそうに頷いてる場合じゃないだろっ!!

「ねぇ！　俺はいいなんて云いってないよ！」

「───ありがとうございます。入院の手続きは、こちらですませておきましたので、お帰りのさいに保険証だけ提示していただけますか？」

「そんな何から何まで…」

「いえ、当然のことですから。何かありましたらいつでもお電話下さい」

　くそぉ……二人共、俺のこと無視してやがんなっ。

　こうなったら、味方になってくれるのは直純しかいない。

「直純も何とか云ってよ！」

「いいじゃん、送り迎えしてくれるって云うんだから、ありがたいだろ。素す直なおに甘えておけよ」

　……直純まで……。

　そうして俺がガックリと肩かたを落としている間に、神谷は病室を後にしてしまったのだった。

「親切な方でよかったわね、直広」

「親切って…あれは猫ねこ被かぶってるだけだよっ。絶対に嫌いやな奴に決まってるんだから！」

「何でそんなふうに思うんだ？」

　俺が必死で叫さけぶと、横で聞いていた直純が素そ朴ぼくな疑問をぶつけてきた。

「それは───」

　頭撫なでてきたり、ほっぺた触さわってきたり、俺のことガキ扱あつかいしたりなんかしたからだ！

　って、そんなの理由にならないか……。

「と、とにかく！　信用できる奴かどうかもわからないだろっ」

「何云ってるの。とっても、いい方だったじゃない」

　憤いきどおった俺に、今度は母さんは不思議そうな目を向けてくる。

「俺に怪け我がさせた奴だよ？」

「でも、捻ねん挫ざだけでここまでしてくださるなんて、責任感の強いいい人だと思わない？」

「いい人のふりしてたほうが面倒臭くないからじゃないの？」

　俺は唇くちびるを尖とがらせて、悪態をついた。

　本当に責任感から色々としてくれてるなら、いい人って云えるかもしれないけど。あれは思いっきり、裏があるタイプに決まってる。笑え顔がおの下で何考えてるかわかんないし。

「もう！　素直じゃないんだから」

「子供みたいに駄だ々だ捏こねてないで、大人しくしてろよ」

「…………」

　……どうせ、俺は素直じゃないですよーだ。

　母さんと直純の二人から諭さとされ、何を云ってもムダと判断した俺は、掛け布ぶ団とんを頭から被り黙だまり込んだ。

　───それにしたって、あの男……いったい何考えてるんだ？　テレビに出るような有名な奴だったら絶対に忙しいだろうし、俺なんかに構ってる暇ひまなんかないはずだよな？

　なのにいくら責任感や親切心からって云っても、俺の世話を自ら買って出るなんてやっぱりヘンだ……。

　こんなことを云い出すと、母さんや直純に怒おこられるから云えないけれど、それでも俺はどうしても、神谷の行動には他ほかに何か裏があるような気がしてならなかったんだ……。










　───眠ねむれない。つーか、こんな時間から眠れるわけがないだろう!?

　どうして病院の消灯時間って早いかな。さっきからベッドの上でまんじりともせずにいるというのに、一向に眠気は訪おとずれてくれない。

　おまけに、一人きりの病室は本当に静かで。暗くら闇やみが『どうしても寝ねなくちゃいけない』という強きよう迫はく観かん念ねんを煽あおるせいで、ますます目が冴さえてしまう。

　あーあ。こんなことなら、もっと駄々を捏ねて直純に付き添そいしてもらうんだったよな。

『もう、高校生なんだから一人で大だい丈じよう夫ぶだろう？』なんて俺のことを諭して、直純は面会時間の終しゆう了りようと共に帰っていってしまったのだ。

　そうじゃなくて、俺はただ直純ともっと一いつ緒しよにいたかっただけなのに。どうして直純はそれをわかってくれないかなぁ……。

「はあ……」

　俺はぐったりと脱だつ力りよくした体をベッドに仰あお向むけにさせながら、深いため息いきをつく。

　ところが次の瞬しゆん間かん、突然聞こえてきた音に、俺は心臓が止まるかと思うほど驚いてしまった。

　───キイ…。

「……っ!!」

　こ、これって、ドアの開く音だよな…？

　でも、こんな時間に来る人なんかいないだろうし……まさか、幽ゆう霊れいとか!?

　そっと体を起こして窺うかがうけれど、カーテンで遮さえぎられてるため、俺が寝てるベッドからはドアを直接見ることができない。

　だけど、カーテンにはっきりと人の形をした影かげが映っていて……。

「だ、だ、だ、誰だよっ!?」

　俺、お化けとか幽霊とかホラー系は苦手なんだよ…っ。

　そう云えば、ここって病院っ!?

「眠れないのか？」

　あれ…こ…この声は……。

「案外、怖こわがりなんだな」

　笑いの滲にじむ、低い声───これって、昼間散々聞いた神谷の声じゃないか！

「ち、違ちがうっ！　驚おどろいただけだ！」

「その割には、声が震ふるえてたけど？」

「知るか！　そんなの、あんたの聞き間違いだろ」

　くそっ、不意打ちは卑ひ怯きようだぞ！

　こんな男に、脅おどかされてビビってたなんてカナリの屈くつ辱じよくだ。

「病院に潜もぐり込むのって、けっこう大変なんだな」

　神谷はそう云いながらカーテンを開けると、俺が寝ているベッドの縁ふちにギシリと腰こし掛かけてくる。すると、神谷に纏まとわりついていた冷たい空気が頰ほおを撫で、ざわりと鳥とり肌はだが立った。

「……っ」

　こんな寒い夜にわざわざ何しに来たんだよ、こいつ？

　とっくに面会時間も消灯時間も過ぎてるのに、人目を盗ぬすんでこんな時間に病室に忍しのび込んで来るなんて、もしかして、事故を起こしたことの口止めをしに来たのか？

　いや……でもそれだったら、初めから警察なんかに連れん絡らくしたりしないよな。

「……どういうつもり？」

　俺は、トーンを抑おさえた声こわ音ねで問い質ただす。

「どういうって？」

「こんな時間に何しに来たんだって訊きいてるんだよ」

　ジロリと睨にらみを利きかせてるのに、神谷は俺の睨みには一向に応こたえる気配もない。

　それどころか、甘い微笑ほほえみを浮うかべて、妙みような台詞せりふを囁ささやいてきやがった。

「───お前に会いに」

「なっ………」

　冗じよう談だんには聞こえない口ぶりでそんなことを云われ、俺はカッと顔が熱くなる。

「何をふざけたこと…」

「ふざけてなんかいるか。どうしてもお前に会いたかったから来たんだ」

「～～～～っ」

　何なんだよ、それ！

　俺に会いたかった？　事故で引っ掛かけた相手にわざわざ会いたいなんて思うか、普ふ通つう！

　暗い部屋の中でドキドキする胸をこっそり押さえながら、俺は負けずに反論してやった。

「い、忙いそがしそうにしてたくせに、案外暇なんだな。昼間だってあんなところをバイクでうろついてたりして、本当に仕事してんの？」

「昼はちょっと野暮用があったんだよ。それより───今夜は一人なんだな」

「え？」

「兄貴にべったりみたいだから、付き添ってもらってると思ったのに。ふられたのか？」

　からかうような物もの云いいに、カチンとくる。

「あんたには関係ないことだろ？」

「関係あるさ。俺には重要事じ項こうの一つなんだ」

「何だよ、それ？」

「今後の対策に関かかわるんだよ。お前は俺と二人きりになれて嬉うれしくないのか？」

「嬉しくない!!」

　人をおちょくるのもいい加減にしろよ!?

　はぁ……いちいちムキになって突つっかかってたら、疲つかれちゃったじゃないか。

　って云うか、こんなふざけた奴やつに引き摺ずられてガキみたいに反応するなんて、まるっきり俺らしくないよな。

　俺は落ち着くために深く吸った息を、ゆっくりと吐はき出した。

「───眠れなかったんだろ？」

「あんたのせいで起きちゃったんだよ」

　……本当は、ずっと起きてたけど。

「それはすまなかった。お詫わびに眠るまで側そばに付いていてやろう。一人が恐こわいようだし？」

「か、帰れよ！　あんたがいたら、もっと眠れなくなるだろ!?」

「来てくれたのが、お兄ちゃんだったらよかったのに、って？」

「…!!」

　ギリ…と唇くちびるを嚙かみ締しめる俺に向かい、神谷は嫌いや味みっぽく口の端はしを歪ゆがませてくる。

「いつまで、そうやってお兄ちゃんにベタベタしてるつもりなんだ？」

「…っ!?」

　何云ってんだよ、こいつ！

　こんなヘンな時間に忍び込んで来たかと思えば、ふざけたことばっか云いやがって…人をからかうのがそんなに楽しいのか？

　それに、さっきから直純のことばっか話して───って、まさか!!

　狙ねらいは直純で、本当は俺の付き添いで来たところを狙おうとしてたんじゃ…？

　そういや昼間……俺が直純と話をしてるとき、こいつ俺たちのほうをちらちら見ていたような気がする。

「ふうん、そういうことか…」

　ようやくそのことに気付いた俺は、怒いかりに体を震わせた。

「？　何がだ」

「どうせ、あんたも目当ては直純なんだろう」

「何を云ってるんだ？」

　とぼけるなよ！　お前も海里って奴みたいに、人のいいふりして直純に付け込む気だろ？

「俺を利用して直純に近付こうったって、無む駄だだからな」

　キリリと睨み付けると、真顔だった神谷はいきなり肩かたを震わせて、弾はじけるように笑い出した。

「どうして、そうなるんだよ。ったく、本格的にブラコンなんだな」

　な、何で、笑ってんだよ!!

　啞あ然ぜんとする俺を余所よそに、神谷は笑いの発ほつ作さが治まらないのか、腹を抱かかえたまま声を殺して肩を震わせている。

「もう、高校生なんだろ？　そろそろ兄離れしろよ」

「余計なお世話だっ。いいか!?　直純は俺のものなんだから、手ぇ出したりなんかしたら殺すからな！」

「俺のものって………。ふうん、そういうふうに『好き』なのか」

「……っ」

　しまった。他人には云わないようにしてたのに、思わず口が滑すべってしまった。

　…でも、今さらこんな奴を誤ご魔ま化かすために猫ねこ被かぶるのも癪しやくだし。

　俺はゴクと喉のどを一つ鳴らすと、直純に手出しをさせないためにも、潔いさぎよく自分の気持ちを認めてしまうことにした。

「……悪いかよ」

　そう云うと、神谷は数回瞬まばたきしたあと大きなため息をついた。

「不健全だな」

「そんなの知るか!!」

　世間的にはそうかもしれないけど、俺にはそんなの関係ない。

　だって、大好きな人の側にいたいって思うのは、人として当然のことじゃないか。ただ、俺にとってその相手が血の繫つながった唯ゆい一いつの兄だっただけ…。

「兄貴のほうにそんな素そ振ぶりが見えなかったってことは、どうせ片かた想おもいなんだろう？」

「煩うるさいな！　絶対、俺のものにすんだからいいんだよ！」

「無理に決まってるだろうが」

「無理じゃない！　ずっと、俺が直純の一番だったんだから…っ」

　何にも知らないくせに、お前なんかにそんな呆あきれた口調で云われる筋合いはないっ！

　ずっとずーっと俺が守ってきたんだから。直純は、今もこれからも俺のものって決まってる!!

「こら。騒さわぐと人が来るだろう？」

「あんたなんて、見つかればいいんだ…っ！」

　それでいっそ騒ぎになればいい。

「おいっ、ちょっと待て」

　慌あわてた神谷が俺の体を押さえ付け、口を塞ふさごうとしてきたけど、そう簡単にはさせない。

　俺の気持ちを侮ぶ辱じよくしたことを後こう悔かいすればいいんだっ！

　そう思って、大声を出すために、俺はめいっぱい肺に空気を吸い込んだ。

「ったく…威い勢せいがいいことだ」

「───んぐっ」

　だけど、体を捩ねじり、背そむけた顔で叫さけぼうとした瞬しゆん間かん、口が何かに覆おおわれて、俺は呼吸ごと声を遮さえぎられてしまったのだ。

　何で───!?

　神谷の両手は俺の手首を押さえてるし、他ほかに口を塞ぐものなんてないはずなのに……。

「ん、ぅ…っ」　>>>♥

　え？　え!?

　しっとりと唇を覆っているものは、柔やわらかくて熱いもの。

　これって、まさか……。

　零こぼれんばかりに目を見開いても、視界に入ってくるのは闇やみに落ちた影かげだけで。

　暗順応してたはずの視覚も、パニックで上手うまく働いてくれてない。

　───でも。

　この感かん触しよくって……唇……？

「ふ…っ」

　くちゅ、と濡ぬれた音がして、呼吸ごと唇が柔らかく吸われる。

　呆ぼう然ぜんとしていると、開いた唇の隙すき間まから、熱い何かが潜もぐり込んできた。

「!?」

　やだ…っ！

　何で、こんなキ…キスなんか───。

　ゾクゾクと体を走り抜ぬけた感覚が恐くて、ぎゅっと目を瞑つぶると、唇が少しずれ、口づけが更さらに深くなってしまう。

「…っは……」

　頭の芯しんが痺しびれていく。

　ざらりと擦こすれあったものがお互たがいの舌だとわかっても、怒りよりも困こん惑わくのほうが強くて、抵てい抗こうすらままならない。

「ん…っ」

　嫌……だ……。こんなの、嫌なはずなのに……。

　混じり合った唾だ液えきを無意識にコクリと喉を鳴らして飲み込むと、自分に口づけてる男がふっと笑いを浮うかべたような気がした。

「───どうした？　そんなに気持ち良かったのか？」

　雲に隠かくれていた月が顔を覗のぞかせ、窓から差し込む淡あわい光が、そう囁ささやいた神谷の顔を浮かび上がらせる。

　作り物みたいにできすぎな、神谷の容よう貌ぼう。

　ぼんやりと見つめていると、その顔がくすりと微笑んだ。

「大人しくできるじゃないか」

　───え？　大人しくって……あっ！

「なななっ、何しやがるっ!?」

　怒りのゲージが最大限まで上がったせいで、上手く言葉が紡つむげない。

　おまけに、舌の上にはまだ何かが乗っかってるような感じが残っていて。急いで唾液で濡れた唇を手の甲こうで拭ぬぐったけれど、生々しい感触は、すぐには消えてくれそうにもなかった。

「病院では静かにするものだろう？」

「よ、よくも、俺にあんな真似まね───」

「感じてたみたいだったが、気に食わなかったのか？」

　か……っ。そ、そんなこと、簡単に云いうな！

「誰だれが、お前なんかのキスで、か…感じるか！」

　と、強がってはみたものの、さっきの反応で俺がどんなふうになってたかなんて、バレバレだったに決まってる。

　問答無用に官能を煽あおり立てるようなキスに、抵抗することも拒こばむこともできず、『大人しく』こいつのテクに翻ほん弄ろうされたなんて…俺…。

「───なあ。兄貴じゃなくて、俺にしておけよ」

「……は？」

　な…何云ってんの？　こいつ、わけわかんない……。

　でもそう思うのに、また俺の心臓はドキドキバクバクおかしくなりかけてるし。

　今日の俺もわけわかんない…っ。

「俺なら、片想いなんかさせないぜ？」

　少しずつ速さを増していく鼓こ動どうに、俺はパジャマを拳こぶしでぎゅっと押さえ付ける。

「な…に…、何の話を……」

「お前の話だろ。わかってるくせに、わからないふりなんかするな」

「……っ」

　真しん摯しな眼まな差ざしを向けられて、俺は思わず言葉を詰つまらせた。

「俺にしておけ」

「何で、そんなこと───」

「お前が俺の好みだから」

　飾かざり気のない言葉は、回り道せずに心に直接突つき刺ささってくる。

　そんなの云われ慣れてる言葉なはずなのに、どうしてか今までの誰とも、言葉に込こめられた重さが違ちがっているように思えて。聞き流せる軽さが微み塵じんも感じられない。

「へ、へえ。あんたもこういう見た目が好きなわけ？」

　俺は精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいを張って、ふんと鼻で笑ってやる。

「まあな。それだけとは云わないが」

「じゃ…じゃあ、どこが気に入ったんだよ」

　この外見じゃないとしたら、いったい俺のどこを気に入るって云うわけ？

　初めから可愛かわい子ぶってもいなかったし、むしろ本ほん性しよう出しまくりだったって云うのに……。

「見た目も、中身もだ。可愛い顔して、威勢のいいところなんて、ホント俺の理想通りだよ」

　理想通りって…それのどこが!?

　褒ほめられてるんだか、けなされてるんだかわからない言葉に、ちょっとムッとする。

「何それ？　あんた、趣しゆ味み悪いんじゃないの？」

「馬ば鹿か云え。最高に良いいだろうが」

　そう云って頰ほおを撫なでてこようとする神谷の手を、俺はぱしんっと叩たたき返してやった。

「どこがだよっ」

　今まで、そんなこと云ってきた奴やつなんて一人もいなかったぞ!?

　みんなこの見み掛かけに騙だまされてふらふら寄ってくるくせに、ちょっと冷たくするとイメージが壊こわれたとか、騙されたとか云い出すようなのばっかだったんだ。

　もしかして…こいつ、バイクでコケたときに頭打ったんじゃないだろうな…？

　そう云えば、あのあと診しん察さつも受けてなかったみたいだけど大だい丈じよう夫ぶなのか？　見た目ピンピンしてても、頭だったら万が一ってことも───。

「それにお前だって、俺のこと気になってんだろ？　素す直なおに認めちまえよ」

「そ、そんなことあるわけないっ！　俺には直純がいるんだから、お前のことなんてどうでもいいに決まってるだろ!!」

　くそっ、ちょっとでも心配してやった俺がバカだった。

　好き勝手云いやがって…お前なんか、頭でも何でもぶつけて死んでしまえって云うんだ！

「…そうか。───仕方ない。だったら、無理にでも気付かせてやるまでか……」

　そう呟つぶやくように云うと、神谷は自分の体をベッドの上に乗り上げさせてくる。

　俺はその不ふ穏おんな気配にたじろいで、少しだけ体をベッドの端はしに寄せた。

「な……何するつもりだよ……」

「泣かせて縋すがり付かせてやろうかと思ってな」

　獰どう猛もうな色に染まった瞳ひとみが、暗闇の中に浮かび上がる。

　そんなことあり得るはずがないのに、俺には神谷の目が一いつ瞬しゆん光ったような気がした。

「お前、素直じゃないからな。そのくらいしないと気付けないだろう？」

「ふ、ふざけんなっ!!」

　誰が泣いて縋るって？　死んでもそんな真似するかっての！

「だ、誰がお前なんかに泣かされるかっ!!」

「本当に？」

　試ためすように訊きき返してくるのも腹立たしい。

　人をガキ扱あつかいするんじゃねーってんだ！　イイ歳としして、この俺が泣くわけないだろ!!

「当たり前だっ！　泣かせられるもんなら、泣かしてみろよ！」

「云ったな？」

「え……？」

　神谷は完かん璧ぺきに整った顔に、まるで計算し尽つくされたかのような微び笑しようを乗せる。

　その笑えみに、俺は背筋が悪お寒かんでざわりとするのを感じた。

　もしかして……売り言葉に買い言葉で、俺は勢い余って云わなくてもよかったはずのことまで云ってしまったのか？

「───直広」

「……あ……」

　甘い響ひびきに、じん…と鼓こ膜まくが痺れる。

　こいつ……悪わる巧だくみをしているような顔でさえ、認めたくないけど……カッコいい…。

　どうしよう…目が、離はなせない。

　───って、何…ぼけっとしてんだよ、俺はっ！

　こんな男ちょっと顔がいいってだけで、この俺が見み蕩とれるほどのものでもないだろ。それなのに、いったいどうしちゃったって云うんだ……。

　と、とにかく早くこの状態をどうにかして、俺も冷静になるべきだよな───。

「さてと…」

　だけど、そうやって動どう揺ようと混乱で俺が動きを止めてしまっているうちに、神谷が俺の体を跨またぐようにして覆おおい被かぶさってきてしまったのだ。

「ちょ、何して!?」

「野暮なことを訊くんじゃない」

　何、勝手に人の上に乗っかってんだよっ！

　必死でもがいてみるけれど、こんなふうに腰こしの上を跨またがれて体重をかけられてしまっては、逃にげることも抵てい抗こうすることもままならない。

　おまけにこの体格差じゃ、突き飛ばすことだってできやしないし。

「降りろよ…っ、おい！　離せってば!!」

「本当に威い勢せいがいいな」

「どけよ！　重いんだよ!!」

　ようやく拳を繰くり出すけれど、神谷はそれをあっさりと捕とらえやがった。

　ちくしょ…っ。

「どいたら逃げるだろう？　希望通り泣かしてやるから力抜ぬいてろ」

「希望なんか誰がした!?」

「もう忘れたのか？　泣かしてみろって云ったのはお前だろ？」

「あれは……」

　ただの売り言葉に買い言葉であって、決して『して欲しい』って意味なんかじゃない！

　わかってるくせに、こいつ人の揚あげ足を取りやがって…っ。

「男に二に言ごんはない、って言葉くらい知らないのか？」

　神谷は片手で軽々と俺の両手首をまとめ上げてしまうと、もう一方の手をパジャマの裾すそにかけてくる。

「やめ───ひ…っ、冷た……」

　たくし上げられたパジャマの下に冷えた手の平が押し付けられ、その冷たさに体が跳はねた。

「すぐに熱くなる」

「やだ…っ、触さわんな!!　やっ……」

　外気に晒さらされた上半身を、大きな手が撫で回す。

　キッと睨にらんでも、楽しそうな顔をされるだけ。いつもなら被ってるはずの猫ねこも初めからないせいで、泣き落としで油断させて、その隙すきを突いて蹴けり飛ばすこともできやしない。

「っん！　や…め…っ、放せよ！」

「夜は大人しくって云いっただろう？」

「だったら、早くどけよ！」

　そしたら、大人しくしてやるよ!!

「いいから黙だまってな」

「っん！」

　そう云って押し付けられた唇くちびるの感かん触しよくに、ぞくんっと全身が反応する。

　おまけに、唇を嚙かみ締しめてそれ以上の行こう為いを拒こばもうとしたのに、息苦しさに気が緩ゆるんだ瞬間、簡単に口づけが深くなってしまった。

「ん、んん…っ！」

　…苦し……っ。

　容よう赦しやなく口こう腔こうに入り込んできた舌先に、歯列や舌の裏を刺し激げきされ、体を走り抜ぬける云い様もない感覚。

　神谷は初めての行為に抵抗もままならない俺を嘲あざ笑わらうかのように、口づける角度を変え、くちゅくちゅという唾だ液えきの絡からむ水音を立てながら、貪むさぼるように舌を絡め取ってくる。

　こんなの…噓うそだ…何で…っ？

「ん……う……」

　空いた手で撫で続けられていた皮ひ膚ふがジリジリと疼うずき始め、強こわ張ばっていた肢し体たいから少しずつ力が抜け落ちていくのが止められない。

　どうしよ…このままじゃ……。

「そうやって、大人しくしてれば気持ちよくしてやるよ」

　わずかに離れた唇の間から、そんな囁ささやきが聞こえてきたかと思うと、パジャマのズボンの中にするりと忍しのび込んできた神谷の手が、俺の中心部を捕らえた。

「……っあ！　や、やだっ、どこ触ってんだよ!?」

　そんなところ、今まで他人なんかに触らせたこと一度もないんだぞ！

　くそ…せめてこの足が怪け我がしてなかったら、思いきりこいつを蹴飛ばしてやるのに…っ。

「離せ！　このバカ!!　ヘンタイ!!　強ごう姦かん魔ま!!」

「云いたいことはそれだけか？」

「こンの野や郎ろう…っ」

「気持ちよくしてやるって云っただろう？　だけど、なかなか信じてもらえそうにもないから、先に行動で示そうと思ってね」

　信じる信じないの問題じゃない!!

　さっきから、俺は『して欲しくない』って、こんなにも態度で示してるだろうが！

「俺は、…っ」

　だけど、俺の意思をもう一度はっきりきっぱり伝えてやろうと口を開いた矢先、そこに絡み付いた指が、ゆっくりと動き始めてしまったのだ。

「っあ、や、やだ…っ、んんっ！」

　手慣れた動きで器用に強弱をつけて擦こすられ、俺の中心は、あっという間に硬かたさをもって勃たち上がってしまう。

「…もう硬くなってる」

　何で…っ。何で、こいつこんなに上手うまいんだ…!?

　いくらさっきのキスのせいで熱くなってたからって、こんなムカつく奴やつの手で俺が…。

「あ、あぁっ…！」

　そんな俺の混乱を余所よそに、神谷の長い指先は丁てい寧ねいにそこを高みへと追い上げていく。

「自分でするよりいいだろう？」

「……よく、ない…っ」

　違ちがう…よくないなんて、噓だ───。

　手の平に包み込まれた中心はさっきよりもずっと熱くなっているし、体にだって、もう全く力が入らない。

「頑がん固こだな。ここはもうこんなに潤うるんでいるのに」

　神谷は、俺の本心など全部わかってるとでも云うかのような顔で、ニヤリと微笑ほほえんだ。

「…っ、や、あ…っ」

　揶や揄ゆされた先せん端たんをぎゅっと握にぎり込まれ、体液の滲にじむ割れ目を親指の腹で撫なでられると、腰がビクッと浮うき上がる。

「これでも、気持ちよくないって？」

「誰だれ、が…っ、ああぁっ！」

　だけどそんな強がりも、ぐっと抉えぐるようにそこを押さえ付けられれば、一気に喘あえぎに変わってしまう。

　素す直なおにこの気持ちよさを認めてしまえば、ラクになれるのかもしれないとも思ったけど、どう考えても俺の性格じゃ、そんなこと簡単にできるわけもなくて。

　……どうしよう、このままこいつに弄いじられ続けたら…俺…。

「強ごう情じようなところも可愛かわいいが……そろそろ、本当のことを云ってもいいんじゃないのか？」

「…いや…だ…っ」

　濡ぬれた先端を引っ搔かかれ、強すぎる刺激に、もうまともに声すら上がらない。泣いてしまいたいくらいの快感に、俺は力なくかぶりを振ふった。

　泣いちゃダメだ…涙なみだなんか流したら、それこそこいつの思うツボだ…。

「も…、やぁ…っ」

「───泣くなよ…。すぐ、イカせてやる」

　すると言葉通り、神谷は擦り上げる手の動きを速くして、俺を追い詰つめにかかった。

　ギリギリまで張り詰めた俺の欲望を擦り始めた神谷の指の動きに全神経が集中し、どんな小さな刺激ですら零こぼさず拾い上げていく。

「はっ、んっ……あぁ……っ！」

　恐こわい───。

　終わりの見えない快楽が、こんなにも恐いだなんて知らなかった。

　どうかなってしまいそうなほど熱く疼くこの体が、自分のものだなんて信じられない。

「全部、出しちまえ」

　ふいの甘い囁きに、四肢が弛し緩かんする。

「やっ…ああぁ…っ!!」

　瞬間、頭の中が真っ白になったかと思うと、どくんっと欲望が弾はじけ、俺は何度か大きく震ふるえながら、溜たまっていたものを全すべて神谷の手の中に吐はき出してしまった。

「……っ」

　───噓…だろ…？

　あっさりと高みへと上らされて、この俺が…男の手の中で……イッてしまったなんて…絶対に、信じられない。

　おまけに、自分でするのとは比べ物にならないくらい、よかっただなんて…。

「よかったんだろ？」

「…る、さい…っ」

　乱れた呼吸は荒あらく、まだまともに言葉を紡つむがせてくれない。それでも俺は、神谷に向かって必死に声を出した。

「これでも認めないわけか…」

　そう云って神谷は縛いましめていた手を離はなすと、押さえ付けていた俺の腰こしから体を浮かした。

　認める認めないって、何云いってるんだよ。俺は最初から嫌いやだって云ったのに…こんなこと無む理り矢や理りしやがって…。

　俺はようやく自由になった腕うでを顔に乗せ、じわりと滲んでしまった涙をパジャマの袖そでに吸い取らせる。

　泣き喚わめくなんてみっともないところなんか、絶対にこいつに見せるわけにいかない。早くこいつを追い出して、今のこと全部忘れてしまいたい……。

　どん底まで落ち込んだ気持ちで、俺は神谷が部屋を去っていくのを待っていた。

「……？」

　ところが、終わったはずなのに俺の上から神谷の気配が一向に消えない。それどころか、何やら動く気配がする…。

　いつまで人の上にいるつもりなんだよ、こいつ。

「おいっ！　いい加減、早く……うわっ!?」

　焦じれた俺は、腕をどかし神谷を怒ど鳴なり付けようとして……驚おどろいた。

　いつの間に、こんなことになってたんだ!?

「なっ、何してるんだ…っ!?」

　気が付かない内に俺は、神谷に下肢をすっかり剝むかれ、両足を割り開かれるというとんでもない格好にされてるところだったのだ。

　ケガの痛みやら、巻かれた包帯のせいで足の感覚が鈍にぶくなってるからって、こんなことになるまで気付かない俺って…いったい…。

「そのまま寝ねてろ」

「バカッ、触さわんなよ…っ、───っあ！」

　抵てい抗こうする間もなく、剝き出しにされた下か肢しの間に濡れた感かん触しよくが触ふれてくる。

　あらぬ部分を彷徨さまよう濡れた指。見ると、さっきまで俺の中心を弄いじっていた右手がそれよりも、もっと後ろを探さぐっていて。

「や、やめっ！　何でそんなとこ…っ、…ぁ…っ」

　足を閉じたくても、神谷の体が邪じや魔まをしてくるし、蹴けってやろうとしても、足の片方は怪我をしてるし。

　せめて手を使って、体を後退させようとしたそのとき、低く落とした声が投げかけられた。

「まさか、さっきので終わりだなんて思ってるんじゃないだろうな」

「!?」

　その不ふ穏おんな響ひびきに、俺は思わず抵抗する手の動きを止めてしまう。

　あれで終わり…じゃなかったのか？

　これ以上、他ほかに何やるって……あ、まさか…!?

「兄貴をモノにするとか云ってる奴が、セックスの仕方を知らないわけないよな？」

　完かん璧ぺきな顔立ちで野性的にニヤリと微笑まれて、なぜか心臓が音を立ててドキンと跳はねる。

「そっ、そのくらい知ってるよ！　でも、だからって何で俺がお前なんかと───」

「まだ、泣いて縋すがり付かせてないだろう？」

　───は…？

　それって、さっきの売り言葉に買い言葉じゃ……？

「ふ…ふざけたこと云うな！」

「一つもふざけてなんかいないんだが、やっぱり信じてもらえないんだな」

「だから、信じるも何もお前なんか……ひぁっ」

　反論しようとした途と端たん、後ろの狭はざ間まで滑ぬめりを塗ぬり込むようにして動いていた指先が、つぷん、と内部に押し込まれ、俺は悲鳴に近い声を上げてしまった。

「……キツいな」

「や、やだっ、……あ……ぁ……っ」

　な…何なんだよ、この感覚…!?

「痛い思いさせるわけにはいかないからな、少し我が慢まんしてくれ」

　体内に入り込んだ濡れた指は浅い場所を往復し、内ない壁へきを押し開くように動いている。

　初めて体の内側を弄られる奇き妙みような感覚に、肌はだがざわりと粟あわ立だった。

「やめ…ろってば…！」

　どうして、俺がこんなことされなくちゃいけないんだよっ。

　体を何とか起こし、行こう為いをやめさせようと神谷の腕を摑つかんでみたけど、ろくに力が入らない。

　その間にも、内部にある指はひたすらに俺の中で蠢うごめいて、まだ狭せまい入り口を揉もみ解ほぐそうとしていて…。

「ここでやめたら、辛つらいのはお前のほうだ」

「っあ、い…嫌だ……」

　嫌なのに…っ。

　気持ちはこんなにも嫌がってるはずなのに、何で俺の体は抵抗しようとしないわけ？

　縛められてもいないのに、自由の利きかない体が無む性しように歯は痒がゆすぎる。

　入念に解され緩ゆるみ始めた入り口は、少しずつ奥へ奥へと進んでくる神谷の指の侵しん入にゆうを、もう拒こばもうともしてくれない。

　一度、欲望を解放して項うな垂だれていたはずの俺自身まで、触れられてもいないのに、再び自己主張を始めているし……。

「お前の『嫌』は『いい』と同じ意味みたいだからな」

　思わせぶりにそう告げてきながら、神谷はさらに内壁をぐっと押してくる。

　すると、ゾクゾクッと電流みたいな痺しびれが体を走り抜ぬけ、背中がグッと反そり返った。

「やっ、あ…んっ！」

「いい反応だ」

　い…今の、何…!?

　あまりに強い衝しよう撃げきに、瞳ひとみの奥がじわっと熱くなる。

　自分の体の反応が信じられなくて目を見開いたけれど、涙なみだ目めになった視界はぼやけてしまって、何もかもが揺ゆれて見えた。それが更に、俺の混乱を煽あおる。

「心配しなくていい。少し感じやすいんだ」

「な…んで、そんなとこ…っ」

　声を振ふり絞しぼるようにして訊きくけれど、神谷はそんな俺などお構いなしに、中に潜もぐり込ませた指の腹を上にして、反応した場所ばかりを円を描えがくように攻めてくる。

「ここがお前の感じる場所なんだよ」

「い、や…、あ、あぁ……っ」

　そうされているうちに、蠢く指を飲み込んだ内部がひくひくと痙けい攣れんし、まるで抜け出ていく指を引き留めるかのような動きをし始めてしまった。

　ヤダヤダヤダ…っ。こんなの全然、俺が望んでやってることじゃないのに……！

「そんなに指が気に入ったのか？」

「……っ！　別に、俺は…っ」

　指が抜け出ていくのを拒むようにして、無意識にキツく締しまった内壁のことを明らかに揶や揄ゆされ、俺は顔にカッと血が上ってしまう。

「そんなに焦あせるな。これで終わりにするなんて、誰だれも云ってないだろう？」

「ちが…あ…ぁあ…っ」

　深く浅く、緩かん急きゆうをつけて挿そう入にゆうを繰くり返され、狭かった器官が柔やわらかく解ほぐれていく。

　いつの間にか神谷の腕から滑すべり落ちていた俺の手は、時折シーツを握にぎりしめ、強い快感に泣き出したくなるのをやり過ごすことしかできなくて。

　このまま俺、どうなっちゃうんだろ…もう体が云うこと聞いてくれない…。

「直広」

　名前を呼ばれた俺は、次し第だいに朦もう朧ろうとしていく意識の中で、ぼんやりと神谷の表情を見つめた。

「少し我慢できるな」

「え……？」

　すると突とつ然ぜん、指の存在が内部から感じられなくなり、今まで執しつ拗ように蕩とろけさせられていた場所に、とんでもない熱さが触れてきたのだ。

　凄すごい熱い───これって…？

「な、何…？」

　だけどその疑問に答える声はなく、次の瞬しゆん間かん───俺は身構える暇ひまもなく、熱く硬かたいものでズッ…と一気に体を貫つらぬかれた。

「ひ…っ、あぁっ!!」

　衝撃と痛みに上がった声は、すぐに荒あら々あらしいキスで押さえ込まれ、無意識に逃にげようとする体は、容よう赦しやなく抱だきしめられて引き戻もどされた。

　ドクンドクンと、体中から聞こえる早はや鐘がね。繫つながった部分は、ジンジンと酷ひどく疼うずいている。

　俺は全身を支配する痛みから逃げようと、必死で意識をそこから逸そらそうとした。

「……っふ……」

　そんな俺の意図に応こたえるようにして、深くなっていく神谷の口づけは巧たくみで。

　口こう腔こうの粘ねん膜まくを舌で擦こすられる甘い痺れにのめり込むほど、その気持ちよさにゆっくりと痛みが薄うすらいでいくのがわかった。

「…直広？」

　呼ばれる名前が、どこか遠くで聞こえる。

「わかるか？　全部、入ってる」

「う…そ……だ……」

　男のものが自分の中に入り込んでいるなんて、信じたくない。

　でも、この圧あつ倒とう的な質量と、今にも蕩け出してしまいそうな熱さは本物───俺にはその事実が、どうしても信じられなかった。

「や……こんなの、噓うそだ……っ」

　泣きそうな声で呆ぼう然ぜんと呟つぶやくと、手を摑んで導かれ、男の欲望を根元まで飲み込んだ部分に触ふれさせられる。

「噓じゃない。本当に繫がってるだろう？」　>>>♥

「……あっ……」

　指で触さわると、一ミリの隙すきもなく限界まで広げられた入り口が、ひくりと震ふるえた。

　いつもは固く閉とざした場所が、こんなふうに異物を受け入れられるほどになるなんて…。

「やっ！　バカッ、抜けよ、そんなの…っ!!」

　洒落しやれにならない状じよう況きように、俺はパニックを起こしてしまう。

「この状態でか？」

「早く、抜けったら───っぁん…っ！」

　一向に動こうとしない神谷に焦じれ、体を捩よじって離はなれようとした俺は、途端走り抜けた強い快感に息を飲んだ。その反動で、神谷の欲望を飲み込んだ部分が、くっとキツくなる。

　どうして…？　ちょっと動いただけなのに……。

　俺、どうなっちゃってるんだよ？

　何で、こんな…っ。

「あまり締め付けないでくれ」

「だ、だって…！」

　俺にそんなこと云いわれても、体が勝手にそうなっちゃうんだから、どうしようもないだろ!?

「そう、睨にらむな。気持ちいいんだろう？」

「ちがっ……ぁっ」

　言葉に混じった笑いの振しん動どうが腰こしにまで響ひびき、指先にまでピリピリと痺れが伝わってくる。

「だめ……！　動かないで…っ」

　動き出す気配を見せた神谷に、俺は慌あわてて声を上げた。

　だって、さっきから声の振動ですら刺し激げきになるし、ほんの少し自分で動くだけでも、俺の体は噓みたいに感じてしまっている。

　この状態で神谷が動き出したりなんかしたら、俺……。

「痛いのか？」

「っ…そんなの、痛いに決まってるだろ…！」

　本当は、気持ちいいほうが強いけど…でも痛いのも噓じゃない。

　俺がそう云うと、神谷は髪かみを優やさしく梳すきながら、啄ついばむようなキスを顔中に落としてきた。

「ん……っ」

「なら、馴な染じむまでじっとしててやるよ」

　意外にも優しい言葉を返されて、俺は驚おどろいて神谷の顔を見た。

　こんな酷いことをしてるくせに、そうやって優しくしてくるなんて卑ひ怯きようだ…。

　優しい手つきで強こわ張ばった体を宥なだめるように撫なでられると、ちょっとずつその硬さが解れていくような気さえしてくる。

　だけど、その動作に安心して力を抜いた途と端たん───。

　神谷はその優しい手つきのまま、胸に付いた小さな突とつ起きを撫でてきたのだ。

「や、やだ…！　ヘンなとこ、触んな…っあ！」

「嫌いやだったら、そんな声出ないだろう？」

「…っ」

　一瞬だけ上がった甘い声を揶揄されて、俺は言葉を失った。

　まさか神谷が云う通り、本当に…嫌じゃないからこんな声が出ちゃうのか…？

　だから、ドキドキしたり気持ち良くなったりしてる……？

　───いや、そんなことあるはずないっ!!

　そう強く思っても、胸の突起は指と指の間で何度か捏こねられると、甘い疼きに負け、芯しんをもって立ち上がってしまう。

「本当に感じやすい体だな」

「違ちが…っ」

「こっちも案外、具合がいいみたいだし？」

「あ……っんん！」

　繫がった部分を軽く揺ゆすられ、俺は不意に体を襲おそった明らかな快感に喘あえいだ。

「や…ぁ…っ、動かないって…云ったのに…」

　恨うらめし気に睨む目にも力が入らない。

　それにこれじゃ文句の言葉も、まるで甘えてるみたいに聞こえちゃってるかもしれない…。

「そんな約束をした覚えはないな。馴染むまで待っていてやると云ったんだ」

「この……、……あっ、ぁあ！」

　詐さ欺ぎ師し！　悪あく魔ま！　人でなし！

　胸の内で散々に悪態をつくけれど、唇くちびるからは途切れ途切れの喘ぎしか出てきてくれない。

「…大だい丈じよう夫ぶそうだな」

　苦しみや痛みよりも勝まさる気持ちよさに喘ぐことしかできずにいる俺の様子に、神谷はニヤリと笑うと、入り込んだ質量とその形に慣れ始めていた内部から、ずるりと熱を引き抜いた。

　そして直後、俺の体から力が抜けたその隙を突つくようにして、神谷は再び勢いよく熱い塊かたまりで内ない壁へきを擦り上げてきたのだ。

「っや、ああぁ……っ!!」

　無意識にずり下がる腰を摑つかまれ、力ずくで引き戻される。内部で起こる摩ま擦さつのせいで、内壁は爛ただれたように熱くなっていた。

　それと同時に、神谷の指は器用に俺の前を扱しごき上げている。

「も…うぁ…っ！」

「もう、何なんだ？」

　どこもかしこも熱くて、痛いほど感じて。意地悪く問いかけてくる低音にさえ、体が震える。

　いつになったら、終わるんだろう？

　おまけに、何度も最さい奥おうを突き上げられ、腰から下はもうぐずぐずだって云うのに、あと少しってところで、イカせてもらえない。

　……このままじゃ、体が溶とけてなくなっちゃうかもしれない。

「も…、やだ…ぁ……っ」

　腰を抱かかえ直され、より深くなった繫がりに、俺はとうとう泣き出した。

　誰だれかに助けて欲しくても、縋すがれる相手は目の前に一人しかいない。

　他人に許しを乞こうなんて絶対に嫌だったけれど、終わりのないこの甘い責め苦から俺を解放してくれるのは、この男だけだったから。

　俺は伸のばした腕うでを神谷の首に掛かけ、ぐっと引き寄せるようにして縋り付く。

　するとすぐに包み込むように抱き返され、その腕の力強さに何故なぜか俺はホッとしてしまった。

「…悪かった、本当に泣かせるつもりはなかったんだ」

　優しい声こわ音ねでそう云って、俺の涙なみだを唇で吸い取ってくる神谷に『今さらふざけんな！』くらいは云ってやりたかったけど。

「も、ど…にかしろ…よ……っ」

　体も感情もギリギリのところまで来ていた俺には、そう云うのが精せい一いつ杯ぱいで。

「ああ」

　そんな俺の泣き顔に神谷は神しん妙みように頷うなずくと、今度は確実に俺を追い上げ始めた。

　前と後ろを同時に責められて、俺は初めて感じる強すぎる快感に、今だけは考えることを放ほう棄きして身を任せることにする。

「やっ、あ───！」

　気持ちがよくて、死にそうになるなんてこと、この世にあるなんて知らなかった。

　男に抱だかれて、こんなになる自分なんて知らなかった。

　そんなの、知りたくもなかったのに───。

「───っ」

「ああぁ……ッ!!」

　そして絶頂が見えた瞬しゆん間かん、後ろを深く突き上げられ───体内に注ぎ込まれる神谷の熱を感じながら、俺もその手の内に欲望を残らず全すべて解放したのだった。










　ゆっくりと瞼まぶたが開いた。

　焦しよう点てんの定まらない視界は暗くて、何も見えない。

　……何でこんなに体がだるいんだろう？

　指一本、動かしたくないなんて。

「気が付いたか？」

　そう云って、その低い声の持ち主は、俺のパジャマのボタンを一つ一つ留めていく。

「無理に動かないほうがいい。少し、無茶させすぎたな」

　……え…誰だっけ…？　俺は……？

「────!!」

　全てを留め終わって顔を上げた男を見て、ようやく霞かすみかかっていた俺の意識が一気に晴れた。

「さ…触さわるな…っ！」

　無理に動かないほうがいい？　無茶させすぎた？

　よくもまあ、白々しくそんな口が利けるな!?

「動くな。少し休んだほうがいい」

「う、煩うるさいっ！」

　くそっ！　よくも……よくも、俺にあんな真似まね……っ。

　何で俺が、初対面も同然のこいつとあんなことするハメになったんだ？

　それに、俺だってどうかしてるよ！

　いくらこいつが上手うまかったからって、あそこまでヘンにならなくたっていいだろう!?

　俺は再度こちらに伸ばされた神谷の手をパシンと叩たたき払はらうと、腰こしまで掛けてあった上掛けを顔の辺りまで引き上げ、目だけを覗のぞかせて奴やつを睨にらみ付けてやる。

　だけど神谷は俺を見て、微かすかに肩かたを揺らして笑いやがったのだ。

「……その様子なら体は大丈夫のようだな。気絶するなんて、相当よかったんだろ？」

「なっ……」

　全身がカアァッと熱くなり、俺は即そく座ざに否定ができずに言葉に詰つまってしまう。

　……認めたくないけど。信じられないけど。

　こんな男の思い通りになるつもりなんか、これっぽっちもなかったのに───俺は、噓うそみたいに乱れて、こいつの言葉のままに泣いて縋り付いてしまったんだ…。

「体を拭いてる間も全然目を覚まさないから、さすがに心配したんだが…」

　あれ…？　そう云いえば、いつの間にか身み仕じ舞まいが調ととのえられてる。

　ってことは、俺が気絶してる間にこいつが───？

「お前ッ！　勝手なことしやがって…！」

「許可を取ろうにも、意識がなくてね」

「だったら、ほっときゃいいだろ!?」

　顔を真っ赤にして怒おこると、神谷はじぃっと俺の顔を見つめてきた。

「それは自分がどういう状態だったか、わかって云ってるのか？」

「へ…？」

　どういうって……。

「云って欲しいのか？　そうだな…よく云えば、全身どろどろのぐちゃぐちゃ───」

「云わなくていい!!」

「───ってほどではなかったけど、汗あせかいてて気持ち悪そうだったからな。安心しろ、ちゃんと中も綺き麗れいにしてやったから」

「なっ、中って…」

　まさか…こいつが俺の中に出しやがった…アレのことを云ってるのか…？

　…っ…この…お前、本気で性格悪いだろう！

「あのまま、放ほうっておくなんてできなかったからな。それに意識があったって、まともに動けないその状態じゃ、後始末なんかできやしないだろ」

「誰のせいだよ!!」

　怪け我がをさせたのも、あんなことして俺の意識を失わせたのも全部お前だろうが！

　それを親切面づらして、偉えらそうにしやがって。

「そんなにピリピリしてると体に悪い。少し落ち着いたらどうだ」

「これが落ち着いていられるかッ」

「───それとも、俺に大人しくさせてもらうのを期待してるのか？　お前は、口を塞ふさいでやらないと黙だまっていられないみたいだからな」

「やっ───」

　含ふくみを持たせた口調と思わせぶりな笑えみで、こちらに手を伸ばしてきた神谷に脅おびえ、俺は反射的にぎゅっと目を瞑つぶって体を硬くした。

　また、キスされる───。

　いやだ…さっきの熱だって完全に冷め切ってないこの状態で、これ以上触ふれられたら、どうかなってしまいそうで怖こわいのに…っ。

「…………？」

　って……あ、あれ……？

　だけど、いつまで待っても唇くちびるにあの感かん触しよくが訪おとずれない。

　するとふいに耳元でくすりと笑う気配がして。俺が恐おそる恐る目を開くと、目の前に悪戯いたずらっ子のような表情を浮うかべた神谷の顔があった。

「そんなに脅えるな。また、泣かしたくなるだろう？」

「……っ!!」

　甘く低い声で不ふ穏おんな台詞せりふを囁ささやかれ、体がビクリと小さく跳はねる。

「本当にイイ声出してたな？　怒ってる顔もいいが、思った通り泣き顔も可愛かわいい。この部屋にしておいてよかった」

「は…？」

　何だ？　その脈みやく絡らくのない会話の流れは…？

　どうして泣き顔が可愛いと、この部屋がいいんだよ？

「この個室は防音になってるんだよ。ここの院長が古い知り合いでね、ＶＩＰ用の個室を特別に空けてもらったんだ。だから、ナースコールでもしない限り人は来ない」

　へえ…ＶＩＰ用だったんだ…。だから、病院にしてはやたらめったら豪ごう華かな部屋なのか。

　……って、今はそんなこと悠ゆう長ちように考えてる場合か！

「さ、さっきは静かにしろって……」

　そう云って、無む理り矢や理りキスして俺の口を塞いで、舌まで入れてきたくせに!!

「そのほうが雰ふん囲い気き出ただろう？」

　神谷は面おも白しろそうに俺を見て、クスリと笑った。

「～～～～っ!!」

　こいつ、シメる！　絶対コロしてやる!!

「あんたねえ！　事故に遭あわせた上にこんな真似して、俺が親に云ったらどうなるかわかってんの？」

　警察に通告されて、すぐに犯罪者だよ、犯罪者！

　どうせこいつは世せ間けん体ていが大事な大人なんだ。我に返れば慌あわてふためくに決まってる。

　───そう思って、脅おどしを掛かけたつもりだったのに。

「何を云ってるんだ。あれは、お前から誘さそったようなもんだろう？」

　何でそんなに余よ裕ゆうかまして、わけわかんないこと云うんだよ、こいつは！

「誰だれがいつ、お前なんかを誘ったよ！」

「泣かしてみろって云ったのは、お前のほうだ」

「あれはっ…！」

　ああああっ、もう！　どうしてこうなんだよっ！

　すっかりペースを崩くずされちゃってるけど、いつもの俺ならこの程度の男、口で云い負かすことくらい簡単だろ？

　こいつの弱点探しながら、ジワジワとゆっくり追い詰めていけばいいんだから…。

　……そうだ、ちょっと落ち着け直広。

　俺は冷静さを取り戻もどすために咳せき払ばらいを一つして、改めて神谷を睨みつけた。

「こ、こんな子供の挑ちよう発はつに乗るなんて、いい歳としして大人気ないんじゃないの？」

「全くだ。柄がらにもなく、がっついてしまったな。事故のことは、もちろん責任を取らせてもらう。何なら、一生面めん倒どう見てやってもいいんだが」

「いっ……、そんなのこっちからお断りだ！」

　───ダメだ。

　せめて一いつ矢しくらい報むくいてやろうと嫌いや味みを云ってやったのに、何のダメージも与あたえられないってどういうことだよ…。

「それにバレて困るのは、お前だって同じじゃないのか？」

「え？」

「これをお兄ちゃんが知ったら、どう思うか……」

「…っ…脅す気かよ!?　卑ひ怯きよう者!!　直純に云ったら、お前なんかコロしてやる！」

　こんなこと直純に知れたら、絶対に軽けい蔑べつされるに決まってる…。

　───おまけに、俺が犯やられちゃったほうだなんて…一生の不覚だしっ！

「おっかないな。心配しなくても云うつもりはない。……あれは二人だけの秘密だ」

「そういう誤解を招くような云い方は寄せっ」

　それじゃ、完全に合意の上のことみたいじゃないか！

「じゃあ秘密以外なんて云うんだ？　密約…初夜とでも云うか？」

「……煩うるさい…っ」

　だけど結局、脅し文句も軽口で切り返されてしまい、俺はぐうの音も出なくなった。

　この俺がこんな奴やつに口で云い負かされるなんて、本当に信じられない…。

「さてと。俺はそろそろ帰るよ。お前ももう、眠ねむったほうがいい」

「…逃にげる気かよ」

「安心しろ、明日から毎日来てやる。それと覚かく悟ごしとけよ？　俺はこれから気合い入れて口説きにかかるからな」

「な…っ」

　何、云いってるんだこいつ……口説くって…まさか俺を!?

「久しぶりに本気で気に入ったんだ。絶対に、俺以外が目に入らなくしてやるよ」

「ばっ……んっ」

　神谷は云いたいことだけ云うと、掠かすめるように触れるだけのキスをしてくる。

「おやすみ、直広」

　そしてそう呟つぶやくと、黙り込んだ俺の頭をぐりぐりと撫なで、静かに病室からいなくなった。

「……何なんだよ」

　今日は厄やく日びか？　いったい、俺が何をしたって云うんだ…。

　それにあの神谷って男がいったいどういうつもりなんだかも、さっぱりわからないし。

　って云うか、口説くって…正気なのかあいつは…？

「…………」

　───もう、何もかもがわからない。

　やさぐれて深く掛け布ぶ団とんを被かぶってはみたものの、眠りは一向に訪れることはなくて。

　結局その夜は、静せい寂じやくが戻ってきた病室のベッドの上で一人、俺は混乱する頭を抱かかえ込んだまま、朝を迎むかえてしまったのだった。
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　腰こしは痛いわ、体はだるいわ……。ったく、どうしてくれるんだよ。

「こんにちは。具合はどうだい？」

「たいしたことじゃありませんでしたから」

　にっこり微笑ほほえむ神谷へのお返しに、俺は力いっぱい噓うそ臭くさい微笑みを浮かべてやる。

「そう云ってもらえると、気が楽になるな」

　何て、白々しい会話……。

　───でも普ふ通つう、あんなことをしやがった次の日に、こんなまるで何もなかったかのような顔で見み舞まいに来れるか？

　まさか、あれは夢だったとか…？

　いいやっ、そんなわけない！　あんなリアルで生々しい夢あるわけないし。今だって、体中に触ふれられた感かん触しよくが残ってるっていうのに……。

　いっそ体の不調を訴うつたえてやろうかと思ったけど、一いつ緒しよにいる母さんの手前、迂う闊かつなことも云えやしない。

　事故の翌日、俺の泊とまった病室には、母さんと神谷、そしていかにも有能そうな神谷の秘書の斎さい木きさんという男が見舞いに来ていた。

　せっかく直純が来るのを楽しみにしていたっていうのに、母さんが持ってきたのは『学校があるから行けない。いい子にしてろよ』と云う直純からの伝言だけ。

　ああ、もうっ。

　俺がいない間、桐島海里がのうのうと直純の隣となりにいるのかと思うと、居ても立ってもいられないっていうのに、どうして俺は動けないんだよ！

「顔色もいいみたいで安心したよ」

「そうですか」

　俺は神谷に隙すきを見せないよう細心の注意を払はらいながら、相あい槌づちを打つ。

　だけどそんなふうにイラつく反面、正直俺は、狐きつねにでも化かされているかのような気分になっていた。

　……だって、この神谷の格好。

　どう見ても既き製せい品ひんではなさそうな仕立てのいいスーツをパリッと着こなし、髪かみもきちんとセットしている姿は、ブルゾンを着てバイクに乗っていた昨日のラフな姿とは似ても似つかない。

　それに、脇わきに秘書を従えて、そつのない笑顔で母さんに挨あい拶さつしてるところなんか、本当にテレビで取り上げられてる『敏びん腕わん青年社長』のイメージそのものだ。

「ご迷めい惑わくになるかと思ったんですが、他ほかにお見舞いの品が思い付かなくて……」

「いいえ、迷惑なんてとんでもない。ありがとうございます。綺き麗れいな百合ゆりだわ～」

　それにしても、ラフな格好とスーツのどっちもが、ここまでカッコよく決まる奴ってそうはいないよなぁ。

　俺は、どっちかって云うと昨日みたいなほうが好きだけど───。

「…………」

　って───『好き』…？

　誰が、何を『好き』だって!?

　騙だまされるなよ、俺!!　こんな二枚舌の極ごく悪あく人にん、カッコいいわけないだろう!?

「私の顔に何かついてるかい？」

「…っ!!　べ、別にっ」

　ぷいっと顔を背そむけると、くすりと笑った気配がする。

　───ムカつく。

　俺は布団の中でこっそり拳こぶしを握にぎりしめ、込こみ上げてくる怒いかりを無理矢理飲み込んだ。

「本当に直広くんが軽傷でよかったです。検査の結果は良好だったようで」

「お陰かげさまで。何から何までお世話になってしまって、何とお礼申し上げていいか…」

　お礼って母さん……忘れてない？

　俺を事故に遭あわせたのは、そこの男なんですけど。

「お気き遣づかいは結構です。私は自分のすべき責任を果たしているだけですから。この程度のことで罪つみ滅ほろぼしになるんでしたら、お安いご用ですよ」

「まあ…」

　母さんは、見るもの全すべてを虜とりこにしてしまうような甘い笑顔に懐かい柔じゆうされ、すっかり神谷のことを信しん頼らいしきっていた。

　騙されてるよ母さん…そいつはただの強ごう姦かん魔まなんだ！　って云えたらどんなにラクか。

　だけどそんなことしたら、直純にもバレちゃうし……くそ…。

「でも、全治二週間ってことは合宿は無理かしらねえ？」

　俺がムカムカとしていると、母さんは受け取った百合の花束を花か瓶びんに活いけ替かえながら、のんびりと話し掛かけてきた。

「合宿？」

「忘れたの？　テニス部の合宿よ。冬休み入ったらすぐだから、あと一週間もないじゃない」

　あ、そうだった！

　面めん倒どう臭くさいなと思ってたから、頭の中からすっかり抜ぬけ落ちてたけど……これって、神谷に嫌いやがらせできるかなりいいネタなんじゃ……。

　───よし！

「そうだよね。みんなで行ける合宿楽しみにしてたのに、この怪我じゃ絶対に行けないよね」

　俺は悲しげな表情を作って、わざとらしく深々とため息をついてみせる。

「あら、この間は面倒だって云ってなかった？」

「き、気のせいだよっ。俺、物もの凄すごく楽しみにしてたじゃないか！」

「そうだったかしらねえ。でもそうなると、お母さんも旅行はキャンセルかしら」

「え、何で？」

　そういえば、俺が合宿行ってる間、母さんと父さん、久しぶりに夫ふう婦ふ水入らずで旅行に行く予定だったんだ。

　でも、俺が合宿行けないのは当然だとしても、いくら息子むすこがケガしてるからって、母さんたちが旅行キャンセルすることはないよな？

「何でって、休み中のあなたの面倒は誰だれが見るの。腫はれが引くまでは、しばらく松まつ葉ば杖づえでの生活になるって先生も云ってたじゃない。そんな子置いてなんていけません」

　あ…そうか…。

　俺、ご飯も洗せん濯たくもできないもんな。直純だって、部活に行っちゃうだろうし……。

「……帰ったら、旅館にお断りの連れん絡らく入れなくちゃ」

　母さんは本気で残念そうにため息をついた。さすがの俺もそれには申し訳ない気分になる。

　母さん、ずっと楽しみにしてたからなぁ…。

「それなら、ご心配なく」

「「え？」」

　突とつ然ぜん割り込んできた声に驚おどろいて、母さんと俺は同時に声を上げてしまった。

「ご旅行中の直広くんの面倒を、私が見させていただくというのはどうでしょう？」

「は……？」

「でも…お申し出はありがたいんですけど、さすがにそこまではご迷惑お掛けできませんわ」

「罪滅ぼしをさせていただきたいんです。───で、提案なんですが、直広くんも合宿に行けなくて退たい屈くつでしょうし、ウチの山さん荘そうにでも招待させてもらうというのはいかがでしょうか」

「山荘……？」

　ふ、ふざけんなっ！　勝手に人の予定を決めるなってんだ!!

　それに、貴重な冬休みをどうしてお前なんかと過ごさなくちゃいけないんだよ！

「実は私も、使っていない有休がかなり溜たまってましてね。とは云いえ、一人で休きゆう暇かを過ごすのも味気ないですし、私としては直広くんに付き合っていただけるとありがたいというのが、正直なところなんですが」

「まあ…そうなんですか？」

「そうだ。山荘まで温泉を引いているんです。きっと、直広くんの足の怪け我がにも効きますよ」

　再び、人の好よい笑顔を浮うかべ、神谷は俺ではなく母さんに説明をする。

　確かに俺を納なつ得とくさせるより、母さんを懐柔するほうが早いし、確実だとも思うけど。いくらうちの母さんだって、そんな会ったばかりの奴やつなんかに自分の息子を預けるわけないはず…。

「それで、私が直広くんを預からせていただいている間、お母さまには気き兼がねなく旅行に行っていただくというのはいかがでしょう？」

「あら、それは素す敵てきですわね。…でも、本当にいいのかしら？」

「もちろんです。一、二週間ほどでしたら私も休みが取れますし大だい丈じよう夫ぶです」

　…ダメだ…キケンかも。

　このまま母さんに任せてたら、こいつと旅行なんてことになっちゃう。それこそ冗じよう談だんじゃないって云うんだ！

「せっかくですが───」

「ぜひ行ってらっしゃいよ、直広」

　だけど、慌あわてて切り出した俺の言葉は一歩遅おそく。嬉き々きとした母さんの声に、遮さえぎられてしまったのだ…。見ると母さんは目をキラキラさせて、俺のほうを見つめている。

「こんな機会、めったにないわよ？　せっかくなんだからお言葉に甘えて行ってらっしゃい？」

「へ……？」

　それ…本気で云ってんの……？

　こんなわけのわからない奴に、可愛かわいい息子を簡単に預けちゃったりするわけ…？

「ワガママな子ですが、ご迷惑にはならないようきっちり云いつけておきますので、お任せしてもよろしいですか？」

「母さん!?」

「ええ、お任せ下さい」

「げっ」

　人の意見くらい聞いてよ！

　俺は行きたいなんて、これっぽっちも思ってやしないんだから！

「俺…いや、僕はっ」

「───そろそろお時間です」

　くそっ、どいつもこいつも邪じや魔ましやがって。人の話は最後まで聞くのが礼れい儀ぎだろうが!?

　またもや言葉の途と中ちゆうで遮られた俺が、憤ふん慨がいして声のほうを見ると、そこでは秘書の斎木さんが腕うで時ど計けいを見ながら、神谷に次のスケジュールを告げようとしていた。

「社長。三十分後にＫ社の橋はし口ぐち様との打ち合わせが入っております」

「わかった。───申し訳ありません。このあと仕事がありますので今日はこれで…」

「あら、そうですわよね。こちらこそお構いもしませんで長々と」

「いいえ、また明日伺うかがわせていただきます。それと、休暇のことは後日詳くわしくご連れん絡らくさせていただきますので」

「はい、お待ちしてます」

　………え？

「ちょっと！」

　何、二人して穏おだやかな雰ふん囲い気きで話に決着を付けてるわけ!?

　俺の意見は、どうなるんだよ!!

「では、お大事に」

「おい…っ、───っ！」

　だけど、なり振ふり構わずに神谷を呼び止めようとした俺は、ふいに感じた鋭するどい視線の気配に息を飲んだ。

「え？」

　今、誰かが俺を睨にらんだ───？

　でも、まさかウチの母さんが俺を睨んでくるわけないし、神谷だってずっと笑え顔がおを浮かべていたよな。

　となると、今のってあの秘書の人……？

　変だな……今日は本ほん性しよう出してなかったから、恨うらみを買いそうな発言も、睨まれるようなことをした覚えもないはずだけど……。

　もしかしたら単に見られてただけで、睨まれたと思ったのは、俺の気のせいだったのかな？

　あの秘書の人、キツメの顔立ちしてたからなぁ…って。

「…あっ！」

「どうしたの？」

　あああっ！

　結局、俺あいつに山荘行きのこと断れてないしっ！

　仕方ない…冬休みまでにとにかく対策考えて、絶対に山荘のことだけでも神谷に断らなきゃ。

「───はぁ」

　……ホントに、最近の俺ってばツイてないことばっかだ……。

　そうやってうんざりとしたため息をつく俺を、ただ一人事情を知らない母さんが不思議そうに眺ながめていた。
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　冬休み初日の今日。

　神谷の山荘へと向かう車の中、俺はむくれたまま助手席の窓から外を眺めていた。

　───くそぉ…もうちょっとで、行かないですんだのに！

　実を云うと、ついさっきまで俺は自宅の部屋で直純に『行きたくない』『直純と離はなれたくない』と、散々駄だ々だを捏こねていた。

　で、俺の泣き真似まねに騙だまされて、ようやく直純が折れそうになったとき───運転席で高級車のハンドルを慣れた手つきで操あやつっているこいつ……神谷が、ご丁てい寧ねいにも部屋まで迎むかえに来やがったんだ。

　もちろんそのせいで、俺の計画はご破算。

『すごいな、わざわざ迎えにまで来てくれるなんて。本当にいい人だよな神谷さんって』

　なんて感激する直純にそれ以上泣きつくこともできず、俺はこいつに車まで抱だきかかえられて連れて行かれるハメになった。その上、安心しきった母さんや直純に、にこやかに送り出されてしまっては、もうどうすることもできないし…！

　おまけに、どうにか最後の悪あがきをしてやろうと考えていたら、神谷の奴に『お兄ちゃんにあのことを知られてもいいのか？』なんて脅おどされて……結局今に至るって云うわけ。

　バレて困るのはお互たがい様───むしろ、神谷のほうなはずなのに、どうして俺ばっか云うこと聞かされなきゃならないんだ？

　ムッとしたまま、俺は横目で神谷を睨みつけてやる。

　すると、ちょうど大通りに出たところで、神谷はハンドルから片手を離し、ごく自然な動作でネクタイの結び目に指を掛かけた。

　そして、その指を左右に動かしネクタイを緩ゆるめたかと思えば、スーツの胸むな元もとから煙草たばこのケースを取り出して浮うかせた一本を口に銜くわえ、今度はセットしてあった髪かみまで手て櫛ぐしで崩くずしてしまう。

「…………」

　さっき、母さん達の前で見せていた品行方正な態度からは想像もつかない姿だよな。

　でも、カッコいい奴やつって、どんなに格好を崩してもカッコいいもんなんだなぁ…。

　可愛い系の顔は直純とか自分の顔で見慣れてるけど、こういうタイプは今まで身近にいなかったせいか、なんか慣れない…。

「そろそろ高速乗るからシートベルト確かく認にんしとけよ…───どうかしたか？」

「え？」

「今、見み蕩とれてただろう？」

「…っ!!　お、お前なんかに見蕩れるわけないだろ」

「そうか？　おかしいな。今、思い切り視線を感じてたんだが……」

「……う」

　チラリとこちらに視線を向けながら首を傾かしげる神谷に、俺はさらに狼狽うろたえてしまう。

　何でこんなみっともないほど慌ててるんだよ、俺は！

　───お、落ち着け直広。

　見ていたことがバレてたなんて思わなかったけど、思ってたことまでは見み透すかされるはずはないんだから、上手うまくかわせばいいんだろうが！

「…煙草が嫌いやなだけだ」

「それは悪かったな」

　俺の言葉に、神谷はすぐに火も点つけていない煙草を灰皿に押し込んだ。そのあっさりとした反応に、俺は少しだけ拍ひよう子し抜ぬけしてしまう。

　……あれ？　何でそんな簡単に引き下がるんだよ…？

　どうしよ…うっかり視線の端はしに入った煙草を云いい訳に使っちゃったけど、本当は煙草なんか別に嫌でもなんでもなかったんだけどな。

　こいつにだって、『子供だな』とか、絶対に嫌味云われるだろうって思ってたのに…。

「そんなに嫌そうな顔するなよ」

「……『嫌そう』なんじゃなくて、『嫌』なんだ」

　本当は、悪いこと云っちゃったのかなって、ほんのちょっとだけ反省してたんだけど、そんなことを云ってやるのも癪しやくで、俺はプイッと顔を背そむけた。

「つれないな」

　何が可笑おかしいのか、神谷はそんな俺を見ながら楽しそうに笑っている。

「あんたと二人で過ごすくらいなら、家で一人でカップ麵めんでも食ってたほうがマシだ。さっさと俺を家に帰せよ」

「まだ云ってるのか？　諦あきらめろ。これは決定ずみの予定なんだ」

「決定ずみって、お前が勝手に云い出したことだろ!?」

　なのに、まるで俺が納なつ得とくずくみたいな云い方すんなっての！

「まぁな。だが、我ながら良いい策略だったと思うぞ。惚ほれた相手を脅すのは少々気が引けたが、こうでもしない限り病院以外で二人きりにはなれなかっただろうし」

「…卑ひ怯きよう者…」

「俺は欲しいものを手に入れるのには、手段を選ばないことにしてるんだ」

「なっ……」

　ニヤリと口角を上げて寄よ越こした流し目に、ドキリとする。

「どうせだから、どんと構えてろよ。世話をする約束で連れ出したんだ。約束通り十分にもてなしてやるぜ？」

　ダメだ……ああ云えばこう云う…このままじゃ負けっぱなしになっちゃうよ。

　どうにかして、こいつより立場が上になれないかな？　そうすれば、少しは優位に立てると思うんだけど───あ、そうか…この手があった！

「だ…だったら、俺の云うことは何でも聞けよ！」

「何でも…？」

　俺が力いっぱい睨にらみつけながら云うと、神谷はそう呟つぶやいて少しだけ目を見開いた。

　ちょっと、云い方が子供っぽかったかな…？

　いや、でもこれを約束させてしまえばこっちのもの。こいつを従わせることができるし。

　それに、もし『できるわけないだろ』って困ってきたら、バカにしてやればいいんだから。

　よし！　我ながら名案っ！

　だけど、ドキドキしながら返答を待っていた俺に向かって、神谷はぷっと派は手でに吹ふき出しやがったのだ。

「───何だ」

　ちょっ……、『何だ』はないだろ!?　『何だ』は！

　本当に失礼な奴だな、あんた！

「そのくらいのことで機き嫌げんを直してくれるなら、それこそお安いご用だ」

「お安いご用って、そんな安やす請うけ合いしていいわけ？　俺、目め一いつ杯ぱいワガママ云うよ？」

　バカにしたような口調で云ってやったのに、誰だれもが見蕩れてしまいそうなパーフェクトな笑え顔がおと流し目で返されてしまう。

　そして、信号待ちで車を停とめると、神谷はわざとらしいほど恭うやうやしく俺に向かって頭を下げた。

「仰おおせのままに、ご主人様」

「…ご、ご主人様ってなんだよっ！」

　何で、どうして、いったいどんな話になったら、そんな単語が出てくるわけ!?

　恥はずかしい云い方すんなっての！

「云うことを聞くなら相手は『ご主人様』だろ？　二人きりの間は、お前の命令を聞いてやるよ。それでいいんだろ『ご主人様』？」

「うっ…。わかったよ！　もうヘンなこと云ってないで、大人しく前見て運転してろ！」

「それは申し訳ありませんでした」

「もう、いいから黙だまってろ！」

「かしこまりました」

　笑いを含ふくみながら、わざとらしく敬語で応こたえる神谷にイライラする。おまけにその口調が何故なぜだか少し弾はずんでいるような気さえするのが、またムカつく。

　だいたい、何でこういう展開になったんだ。

　あんなこと云った俺も俺だけどさ……イイ大人のくせに、あんな子供っぽい言葉に従うか、普ふ通つう？

　くそぉ……こいつ絶対に俺のこと甘く見てるよな。こうなったら、神谷が音を上げるようなワガママを云って困らせてやるんだから！

　俺はそう決心して、神谷への新たな嫌がらせを考え始めたのだった。










「着いたぞ」

「……ん……」

　心ここ地ち好よい微睡まどろみの中、体を揺ゆり動かされた。

　誰だよ……せっかく、人が気持ちよく眠ねむってるっていうのに。

「直広、起きろよ。まだ眠いんなら、ベッドまで運ぼうか？」

「んー…」

　いいよ、このまま寝ねてたいんだってば。でも…何か頰ほおを撫なでる空気が寒い…。

　おまけに、何か冷たいものがポツポツあたってるし……これって───。

「……雪？」

「そうだ。もう着いたって云ったろう」

　着いたって、どこに？

　ぱちりと目を開けると、すぐ目の前に神谷の顔。

「うわっ」

　び…ビックリした……心臓止まるかと思ったじゃないか……。

　そんなに顔近付けてんなよ、バカッ！

「おはよう。よく眠ってたな」

「え…？　あ……」

　そういえば、いつの間に眠っちゃってたんだろう…？

　でも、そっか…もう着いたんだ。寝てたせいで一いつ瞬しゆんで着いちゃったみたいな感じがする。

「寒いから、これを着ろ。上まで俺が連れていってやる」

「…いいよ。運んでくれなくたって、もういい加減一人で歩けるって云っただろ」

　もともと怪け我がはたいしたことなかったんだし、今じゃもう松まつ葉ば杖づえだって必要ないくらい歩けるし、痛みだってだいぶ引いてる。本当だったら（食事と洗せん濯たくさえなんとかなれば）家で一人でいたって大だい丈じよう夫ぶだったくらいなんだから。

　俺は神谷の申し出をはねつけ、手て渡わたされたダッフルコートを羽織ると、靴くつを履はいて自力で車から降りようと体の向きを変えた───んだけど。

「わぁっ！」

　またもや、俺は神谷に軽々と体を掬すくい上げられてしまったのだ…。

「ねぇ、俺のこと荷物か何かと間ま違ちがえてない？」

「普通の道なら平気かもしれないが、除雪してあるとは云いえ足場が悪いのには変わりがない。大人しく運ばれておけ」

　心配して云ってくれてるんだろうとは思うけど、やっぱり素す直なおに信じられない。

　どうしても、何か裏があるような気がしてきちゃうんだよね…。

「そのくらい気を付けて歩けば大丈夫だってば」

「それで滑すべって転んで、また怪我をしたらお前を預かってきた俺の立場はどうなる」

「知るか、そんなの」

「この間も云ったが、一生責任を取らせてくれるって云うんなら構わないがな」

「いっ…」

「そうなったら、ずっと一いつ緒しよにいられるしな」

　ちょっと、勘かん弁べんしてくれよ！　一生、お前に面めん倒どう見みられるなんて考えただけでぞっとする。

　それだったら、ちょっとのガマンを選んだほうがよっぽどマシだ。

「わかったよ…。大人しくしてればいいんだろ」

「万が一ってこともあるからな。しっかり摑つかまってろよ？」

　満足げな微笑ほほえみを浮うかべた神谷は車のドアを閉め、ロックを掛かけると、腕うでの中の俺をぎゅっと抱だきしめ直した。

　お…おかしいな……。

　寒いはずなのに、抱きしめられたせいで体が熱くなってきてるような気がする。

「…っ」

　……そ、そんなわけないかっ！

　顔が熱いのは、きっと急に外気に触ふれたせいだ。絶対、そうなんだから…っ。　>>>♥

「おいおい、今のは冗じよう談だんだ。そんなに怖こわがって硬かたくならなくてもいい。俺がお前を落とすはずがないだろう？」

「あ……」

　いや、別に怖がってたわけじゃないんだけど……。

　でもここで否定して、ヘタに理由を追つい及きゆうされても困るし。勘かん違ちがいしてくれていたほうが、まだ都合はいいかもしれない。

　俺はそう思って、反論することを止やめて黙り込むと、コートを摑む手から少しだけ力を抜ぬいて神谷の胸から顔を上げる。

　すると、視界いっぱいに大きな建物が飛び込んできた。

「すご……」

　いかにもお屋や敷しきって感じの重厚な造りの洋風建築。

　ペンション…いや、それだったらこんなにデカくないだろうし。ということはホテル？　だけどホテルっぽい造りじゃないしなぁ。

　あれ？　でも、山さん荘そうだか別荘だかに行くって───。

「何、ぼけっとしてるんだ？」

「ここって……」

「ウチの山荘だよ。着いたって云っただろう？」

「これが!?」

　うそ、こんなの個人で持てるもんなの!?

　山荘って云うから、てっきり古～いロッジみたいな感じだと思ってたのに…。

「そんなに驚おどろくなって」

「なんでこんなにデカいの？　ベンチャー企き業ぎようの社長ってこんなに儲もうかるわけ？　てゆーか、ここって本当にあんたの山荘なの？」

　だって信じられないよ！　こんな立派なお屋敷が、こんな奴やつのものなんて。

　矢や継つぎ早に質問を浴びせかけると、神谷は困り顔で俺を見る。

「おいおい、質問は一つずつにしてくれ。───これは祖父からの譲ゆずりもので、俺が買ったわけではないな。俺も早くこのくらい稼かせげるようになれるといいんだが」

「へえ…」

　祖父からってことは、家も金持ちだってことだよな。

　こんなもの孫にポンとやるなんて、俺とは全く世界が違う……。

「じゃあ、行こうか？」

「あっ、荷物！」

「眠ってる間に運んでおいた」

「…そりゃどうも」

　神谷は俺をもう一度しっかりと抱かかえなおすと、建物まで敷しかれた石造りの階段を平然と上っていく。そこは、歩きやすいよう雪ゆき搔かきがされたばかりのようで、降り始めたばかりの新雪がうっすらと積もっているだけだった。

　その長い階段をようやく上りきると、そこにはさっき下から見えた豪ごう奢しやな洋館の玄げん関かんらしき分厚い木製の両開きの扉とびらが現れた。

　これって、もしかしなくても玄関だったりするのか？

　疑問に思う俺を余所よそに、神谷は片手で器用に扉を開いて中へ入ると、広い玄関で靴を脱ぬぎ、慣れた足取りでスタスタと奥へと進んでいってしまった。

　……中の空気があったかい。屋敷全体に空調が利きいてるみたいだ。

　つーか、外も凄すごいと思ったけど、中もかなり豪ごう華かだ。建築とか家具とかに詳くわしいわけじゃないから上手うまく云えないけど、何もかもがレベルが高いってことだけは何となくわかる。

　それにしても、まるで人が住んでいるかのように、どこもかしこもピカピカなんだけど？

「よく、来てるの？」

「小さい頃ころはしょっちゅう来てたな。最近になってからは、かなり久しぶりだ。そうだな……もう、十年近くは来ていないのか」

「えっ？　じゃあ、掃そう除じとかはどうしたんだよ!?」

　そんな何年もほっぽってたのに、どうしてこんなに綺き麗れいなわけ？

　もしかして、今日のために大掃除したとか……。

「心配しなくても大丈夫だ。近くに住んでいる管理人に、今日から行くと連れん絡らくしておいたから、全すべて準備してくれてるはずだ」

「管理人？」

「人が住んでないと、家が傷いたみやすいからな。週に一回は来てもらってる。ほら、空調を利かしておいてもらったから、寒くないだろう？」

「…うん」

　そっか、だから暖かいし、人が住んでいるかのように思えたんだ。

　やっぱり金持ちは考えることも違うもんだよな…。俺だったら、人が来る前に部屋を暖めておこうとか、掃除しておこうなんて思わないもん。

　だけど少しだけ感心して改めて周りを見回そうとした俺は、ようやくそこで気が付いた。

「ねぇ…俺、靴くつ履はきっぱなしなんだけど」

「ああ、今脱がせる」

　そう云って、神谷が迷いのない足取りで真っ直すぐ向かったのは、広い広いリビングだった。

　ショーウィンドウでしか見たことないくらい大きなテレビに、アンティークっぽい高そうなソファー。そして、部屋全体に敷かれた上質の絨じゆう毯たん。

　奥には鉄の戸で閉じられたレンガ造りの暖だん炉ろ、壁かべには掛けられた絵画が見える。───どれもこれも一いつ般ぱん人の俺には、普ふ段だんだったら縁えんのなさそうな代しろ物ものばっかりだ。

「下ろすぞ」

　神谷はゆっくりと俺を座り心ごこ地ちのいいソファーへと下ろすと、その仕立てのよさそうなスーツのまま足元に膝ひざを折って、俺の靴を脱がせにかかった。

　俺はそんな動作を簡単にしてしまう神谷に呆あきれて、冷ややかな視線を向けてやる。

「こんなガキ相手にそんなことして、虚むなしくならないわけ？」

「何云ってるんだ。ご主人様の靴を脱がせるのは召めし使いの仕事だろう？　俺が面倒見てやるって云ってるんだから、お前はふんぞり返ってろ」

「……誰だれがご主人様だ……」

　あんまりにもバカバカしい物云いに、俺は沸ふつ々ふつと怒いかりが込こみ上げてくるのを感じた。

　こいつって、たまに発言がおかしくないか？

　それとも…もしかして俺が子供だからって、バカにしてるとか？

「何云ってるんだ。お前が云い出したことだろう？　云うことを聞けって云ったじゃないか。ああ、ご主人様に『お前』なんてよくないな。そうだな…ご主人様が気に入らないって云うなら……『直広様』はどうだ？」

「き、気持ち悪い妙みような呼び方をするな！」

　……こいつ、絶対に嫌いやがらせで云ってるとしか思えない。

　首のあたりがぞわぞわしてくるし、どっちの呼び方も冗談じゃない！

「じゃあ、直広のままでいいか」

「はぁ？」

　ままでって、いったいいつ俺が許可したんだ、いつ！

　そんなこと俺がお前なんかに許可するわけないだろ。

「それに、そろそろ俺のことも名前で呼んでもらえないか？　あんたとかお前とかじゃ、けっこう切ないんだぞ？」

「名前って……」

　そういや俺、こいつのこと名前で呼んだこと一度もなかったかもしれない。

　けど、こいつの名前って何だっけ。神谷───？

「神谷でも、隆史でも。どっちがいい？」

　───隆史。

　そっか、こいつ『隆史』って名前だったんだっけ。

「……隆史」

「決まりだな」

「え？」

「今、云いっただろ。その口で隆史って」

「あっ、その、これは───」

　うわっ…頭の中で試ためしに云ってみたつもりが、うっかり口に出ちゃってたんだ…。

　……でも、そんなことバラしたら、こいつにバカにされるに決まってる。あああっ、もう俺ってば何やってるかなっ！

「俺も名前で呼んで欲しいと思ってたところだったんだ。以心伝心だな。ほら、もう一度云ってみろよ」

「ごちゃごちゃ煩うるさい！」

　自分の不ふ手て際ぎわが災わざわいしたとはいえ、心なしか浮うかれた声で要求してくる神谷が何だか腹立たしい。何で俺が、こいつを喜ばせなくちゃいけないんだ。

「…手が止まってるぞっ。早くこっちも脱がせろよ」

　俺はイライラとしながら、ふざけたことばかり云う神谷に向かって、乱暴にもう片方の足を突つき出してやる。

「せっかちなご主人様だな」

「口答え───」

　するな、と云おうとした瞬しゆん間かん、盛せい大だいにお腹なかの音がぐきゅるるる、と鳴った。

「うわ…」

　タイミング悪すぎだ……。

　確かに朝から何にも食べてなかったからお腹は空すいてたけど、何も今そんなことを主張してくれなくったっていいのに。

「食事の支し度たくは早めにしたほうがよさそうだな」

「～～～～」

　からかうようにニヤリと笑って立ち上がった神谷に、俺はもう、ぐうの音も出なかったのだった…。










　いったい、夕ゆう御ご飯はんは誰が作るんだろうって思ってた俺の心配は杞き憂ゆうに終わった。

　食事の準備は全てケータリングの業者が来て行い、てきぱきとテーブルの上にセットして帰っていったのだ。

　用意された料理は、いかにもプロの仕事って感じで見た目からして凄くて、味もちゃんと美味おいしかった。

　お腹空いてたから、初めは無我夢中で食べてたんだけど───。

「口に合わなかったか？」

「えっ？」

　突とつ然ぜん声を掛かけられて、俺はビクッとなる。

　あんま、脅おどかすなよ…っ。

「食が進んでないみたいだが……。好みに合わないようなら、明日から業者を替えようか？」

「え…？　あ、味はまあまあかな。…ちょっと眠ねむかっただけだよ」

　心配そうに訊きいてくる神谷を、俺はてきとうな理由をこじつけて誤ご魔ま化かした。

　だって、さっきから神谷の視線がどうも気になってしまって、ご飯が喉のどを通らない…なんて理由、こいつに云えるわけがない。

「気に入ってもらえたならよかった。足りなければ、俺の分も食っていいぞ」

「そんなに食えるわけないだろ…。あんた、俺のこと犬か何かと間ま違ちがえてない？」

「そんなことはないが、直広なら犬でも可愛かわいいだろうな」

　…アホか、こいつは。

　こっちはそんな愛いとしげな視線を向けられっぱなしで、いたたまれなくてしょうがないって云うのに…この期ごに及およんで、更さらに嬉うれしそうな顔でこっち見んなよ、バカ！

　それに、人のメシの進み具合を心配しときながら、自分はほとんど手付かずで残してるってどういうことだよ？

　俺なんか見てる暇ひまがあったら、ちゃっちゃと食えって云うんだ！

　ちらりと上うわ目め遣づかいに視線を向けたら、ぱちっと神谷と目が合ってしまった。

「どうした？」

　───やっぱり俺のこと見てるし。何なんだよ、いったい。

　社長なんて云ってたけど、ぼんやり俺なんか見て喜んでるなんて、本当はこいつって暇人なんじゃないのかな？

　会社を取り仕切る人って、もっとテキパキしてて忙いそがしいものだと思ってたのに。

「あのさあ…社長って、そんなに暇な職業なわけ？」

「何故そう思う？」

　神谷は手にしていたナイフとフォークを置いて、テーブルの上で手を組むと、苦く笑しようしながら質問を返してきた。

「だって、十二月って云ったら年末だし、普通の会社は忙しいもんなんじゃないの？」

「そうだな。実はかなり忙しい」

「だったら、何で今こんなとこにいるんだよ」

　そんな真面目まじめくさった顔で云うくらいなら、休んでる場合じゃないんじゃないの？

「もちろん、直広と一いつ緒しよに過ごすためだ」

　また誤魔化して！

　って云うか、そうやってストレートに恥はずかしいことばっかり云うなっ。

「そうじゃなくて。忙しいのに休んでていいのかって聞いてるんだよ!!　そんな時期に会社ほっぽってくるなんて、責任感薄うすいんじゃないの？」

「優ゆう秀しゆうな秘書がいるから大だい丈じよう夫ぶだろ。それに来る前に主要な仕事は片付けてきてある。まあ、秘書にはだいぶ小言を云われたが、しばらく寝ねずに頑がん張ばったんだからご褒ほう美びくらいあってもいいだろう」

「寝ずに…って、何でそこまで……」

「そこまでしたかったんだ。お前と二人きりで過ごせるなら、そのくらい苦でも何でもない」

　蕩とろけそうな笑え顔がおで云われ、カアァッと顔が熱くなる。

「……っ！　バカ…じゃないの？」

　どうせ、たかが怪我した高校生への罪つみ滅ほろぼしってだけのくせに。

　そんな無理するなんて……こいつ、絶対にバカだ…。

「そうだな、馬鹿かもしれない。でも、今は直広と休きゆう暇かを過ごせることを、自分でも驚おどろくくらい嬉しく思ってるんだ。来てくれて本当に嬉しかった」

「き、来てくれてって……あんたが無む理り矢や理り連れてきたんだろ！」

「ああ、そう云われても仕方ない。だが、チャンスは逃のがせない性格でね。どうしても、直広を誰だれもいないところに連れ去って来たかったんだ」

　本当に嬉しそうな表情に胸が痛くなる。

　……何で俺なわけ？

　恋こい人びとの一人や二人、いてもおかしくなさそうなのに。地位もお金もあって、見た目も十分すぎるくらい整ってるような奴やつが、俺なんかと休みを一緒に過ごしてそれが嬉しいなんて、かなり噓うそくさいじゃんか。

　それも久しぶりの休暇を、怪我をさせた高校生の面めん倒どうを見て終わらせるなんて、俺だったら考えられない。それこそ何か目的がなければ───。

「…………」

　……もしかして…こないだ云ってたことって、ホント…なのかな？

　惚ほれたとか、口説くとか……。

　あまりに突とつ拍ぴよう子しもなさすぎて、冗じよう談だんにしか聞こえなかったあの言葉。

　でも、まさか…だよな。だって俺、神谷に対してかなり酷ひどいことばかりしてるんだぞ。

　本ほん性しよう出しまくりだし、八つ当たりも命令も散々してるし…って、そう考えると、なんか俺…物もの凄すごく神谷に対して失礼なことをしてるような気がする…。

「急に黙だまりこくって、どうしたんだ？」

「………なんでもない」

　心配そうに尋たずねる神谷に首を振ふり、俺はグラスに半分ほど残っていた水をぐいっと一気に飲み干した。

　氷の溶とけかかった冷水は、混乱する気持ちを少しだけ冷やしてくれる。

　だけど、それでも胸の中に居座り続けるもやもやした感情を、俺はどうしても追い出すことができなかった……。










　早い夕食をすませた俺は一息ついたあと、一人風呂ふろに入っていた。

　湯気のせいで曇くもった自然光を採り入れるための窓から、うっすらと星空が見える。きっと、全部明かりを消したら、綺き麗れいに見えるようになるに違ちがいない。

　白で統一されているこの浴室も浴よく槽そうも、自宅のものとは桁けた違ちがいなくらいに広いし。

　それに、お湯はこの付近で湧わいている温泉を引いているって云うんだから……まるで、どこかのホテルの大浴場みたいだよな。

　───って云うか、個人宅にある風呂じゃないだろ、これ……。

　こんなに広かったら何人で入っても大丈夫なんだろうな。あ、そっか、だから神谷の奴、一緒に入ろうなんて云ってきたんだ…。

「って、何を納なつ得とくしてるんだよ、俺はっ!!」

　恐おそろしい考えに辿たどり着き、慌あわてて俺は首を左右にぶるぶると振った。そのせいで、濡ぬれた髪かみから飛沫しぶきが辺りに飛び散る。

　さっき、危あやうく神谷が風呂までついて来ようとしたときは、本気で焦あせった。

　そこまで手を貸してくれなくたっていいって云っても、心配だとか危ないからとかの理由で云い包くるめられそうになってヤバかったんだよね。

「一緒に入るなんて、嫌いやに決まってる……」

　だって、考えすぎかもしれないけど、また───あの病院での夜みたいに、ヘンなことされたら……困る。

　とは云え、初日にあんなことをされて以来、特に何かされたりとかってことはないから、もしかしたら、あれは売り言葉に買い言葉のせいだったのかもしれないけどさ。

　でも、あいつ…俺のこと惚れたとか、口説くとか云ってたし…。

「…どうしたんだよ、俺」

　いくら一緒にいるからって、何でこんなにも、あいつのことばかり考えちゃうんだろう…？

　浴槽の中で呟つぶやくと、声が反はん響きようして思ったよりも大きく聞こえた。

　俺はちゃぷんと目の下までお湯に沈しずみ、ぶくぶくとため息を吐はき出す。

　ちょっとずつだけど確実に、俺の中で何かがおかしくなってきてる。気持ちは何だか落ち着かないし、思考回路もヘンになってるみたいだ。

　俺には直純がいるんだぞ。あいつのことなんて考えてる場合じゃ…。

「……あいつのこと…？」

　そう云えば、神谷と一緒にいるとき俺…直純のこと忘れてなかったか？

　そんなバカな……この俺が直純を少しでも忘れることがあるなんて信じられない…。

「俺が好きなのは、直純…だよな…？」

　なのに、どうしてあいつのことが頭から消えてくれないんだ？

　顔も、声も、指先も、体温も……目を瞑つぶってもリアルに思い出せてしまう。

　あの夜に感じた体の熱さだって───。

「わわわ…っ」

　バカバカ恥ずかしすぎっ、何を考えてるんだ俺は！

　惑まどわされちゃダメだ。俺が好きなのは直純なんだから。

「何か疲つかれた…そろそろ上がろうかな…」

　俺は、ぱしゃんと一度お湯を顔に掛かけ、浴槽の中で足に気を付けながら立ち上がる。

　そして、脱だつ衣い所に続く磨すりガラスの入ったドアを開けて、足を一歩踏ふみ出すと───。

「───遅おそかったな」

「うわっ」

　目の前に、腕うで組ぐみをした神谷が立ちはだかっていたのだ。

「な、な、な、何でここに!?」

　間ま違ちがいなくさっき、脱衣所の鍵かぎはしっかりと閉めたはずなのに!!

「この家は、誰のものか覚えてないのか？　マスターキーってものがあるんだよ」

「あ……！」

　そんなことまで考えてなかった……。

　でも普ふ通つうわざわざ鍵を開けてまで、他人が脱衣所に入ってくるなんて思いもしないだろ!?

「で、出てけよっ！　これから服を着るんだから!!」

「気にせず着ればいいだろう」

「～～～～ッ」

　───何を云っても、出て行かないつもりかよ……。

　もういい！　だったら、神谷がここからいなくなるまで中にいてやる!!

　だけど、くるりと体を反転させて浴室へと逆ぎやく戻もどりしようとした途と端たん、神谷が後ろから俺の体を抱だき留めて、何か柔やわらかなもので包み込んできたのだ。

「待てよ」

「わぁッ！」

　いきなりのことに裏返った声が出てしまう。

　我に返って見ると、俺は大きなタオルのようなもので体を包まれ、しっかりと神谷の腕の中に閉じ込められてしまっていた。

「は、放せよ…っ」

「放したら、また戻る気だろう？　逆上のぼせたらどうするんだ」

「別に平気だもん」

「そう云う問題じゃない。…かなり長風呂だったが、いつもこうなのか？」

　神谷の声が何となく不ふ機き嫌げんな気がする。

　何なんだよ、ノゾキまがいなことされて、怒おこりたいのはこっちなんだからな！

「関係ないだろっ」

「───あんまりにも出てこないから、心配したんだ」

「え……？」

　意外な言葉に、俺は目をぱちぱちとさせた。

「俺はとっくに上でシャワーもすませたってのに、お前はなかなか出てこないし…。中から物音も聞こえてこないから倒たおれてるんじゃないかと思った」

　神谷は俺の体に回した腕に、ぎゅっと力を込こめる。

　本気で心配してくれてたんだ……。

　ちょっとだけ胸が熱くなったけど、天あまの邪じや鬼くな俺はついつい憎にくまれ口を叩たたいてしまう。

「い…いいだろ、別に」

「悪いとは云ってない。ただ、俺が勝手に心配しただけだ」

　神谷の声が不ふ遜そんなそれに戻り、俺を抱きしめる腕が緩ゆるんだかと思ったら、突とつ然ぜん体を包んでいたものがバッと広げられた。

「なっ、何して…!?」

　慌てて体を隠かくそうとしたけれど、取られた腕をそのタオル地のものに通されて、ようやくそれがバスローブだということに気が付いた。

　でもこのバスローブ、俺には大きすぎるんですけど。袖そでも裾すそもぶかぶかで、タオル地の中で手足が泳いじゃってるし。

　その上、バスローブを着せ終わると、神谷は俺の体をひょいっと肩かたに担かつぎやがったのだ。

「ちょっ、おい！　何だよ、これ!?」

「暴れるな、また足を痛めたらどうするんだ」

　これじゃいつもの抱っこより、扱あつかい悪くないか!?

「やめろって、俺は荷物じゃないって云ってるだろ！」

「すぐ着くから、ごちゃごちゃ云いうな」

　苦情はあっさりと流され、俺はそのまま軽々と二階の寝しん室しつに運ばれると、ベッドの上にふわりと下ろされた。

　ベッドはキングサイズのダブルで、若草色に統一されたシーツでメイクされている。

　うわ…ふかふかで気持ちいい～。

　柔らかな感かん触しよくに今すぐ倒れ込んでみたい衝しよう動どうに駆かられたけれど、髪からは雫しずくが滴したたり落ちてる状態じゃ、そんなことできるはずもないしな。

「まだ、体とか濡ぬれたままなんだけど───…わっ！」

「今から拭ふいてやるから待ってろ」

　突然、頭の上から被かぶせられたバスタオルに、俺の視界は遮さえぎられてしまう。

　おまけに、驚おどろいてそこから顔を出そうとした俺の頭をタオルの上から押さえつけ、神谷は濡れた髪の水分を拭き取り始めたのだ。

「…っ…もっと、丁てい寧ねいにやれよ！」

「それは悪かったな」

「……っ」

　何でお前のほうが態度デカいんだよッ。

　そう思ったけど、神谷の手の動きは意外にも繊せん細さいで気持ちがよくて、しばらく身を任せているうちに、文句を云う気が殺そがれてしまう。

　……まあ、さっきはちょっと心配させちゃったみたいだし、今回限りは許してやってもいいかなとも思うんだけどね。

　でもさっきのこと、一言くらい謝っておいたほうがいいの…かな…？

　いくら神谷が勝手にやっただけだって云っても、マスターキーまで取り出して脱衣所で待ちかまえるほど心配させちゃったのは俺なわけだし。

　───とはいえ、いざ云おうとすると喉のどに引っ掛かって上手うまく出てこない。

　可愛かわい子ぶって『ごめんなさい』とか云うのは得意なんだけど、地のままで本心を口にするなんてこと、普段ないから慣れてないんだよ…。

　どうしよう…ええっと……こういう場合って…。

「………ごめん」

「直広？」

　タオルに顔を隠したまま俺が呟つぶやくと、神谷は耳みみ聡ざとくそれを聞きつけて手を止めた。

「な、何でもないっ」

　きっと今の俺の顔、真っ赤になってると思う。タオルで隠れてて本当によかった。

　結局ありふれた言葉になっちゃったけど、俺は一応、云うだけは云ったぞっ。

　聞こえなかったとしたら、それはお前のせいだからな！

「……あんまり可愛いことされると、理性が揺ゆらぐな」

「え？」

　ぼそりと何か云われたみたいだったけど、今度は逆に俺のほうがよく聞こえなかった。

「いや、独り言だ。ドライヤーあてるから、熱かったら云えよ」

「うん？」

　誤ご魔ま化かされちゃったけど、何て云ってたんだろう？

　不思議には思ったけれど、神谷はもう一度同じことを云うつもりはないらしく、ドライヤーのスイッチを入れ黙もく々もくとその手を動かしている。

　……ま、いっか。

　それにしても人の指で髪かみを梳すかれるのって、何でこんなに気持ちいいんだろう…。気き掛がかりがなくなったら、眠ねむくなってきちゃったよ。

「眠かったら、寝ねてもいいぞ」

　眠気でふらふらとする体を必死で立て直していると、吹ふき付ける風の音の向こうで、神谷の声がした。

「…うん」

「お前の髪、さらさらだな」

「……う…ん」

　語りかけられる言葉が、頭に入ってこなくて、つい生返事になってしまう。

　瞼まぶたが重くなってきた。ホントにこのまま寝ちゃおうかな……。

「明日は俺が洗ってやろう」

　そうだな…こいつ、指ゆび遣づかいが丁寧だし、それも気持ちよさそうな気がする。

「うん…………えっ!?」

　───今、何て云った!?

　何を洗うって？

　気持ちよくうとうととしかけてた頭の中が、不ふ穏おんな発言に一気に冴さえた。

「な、何でそうなるんだよっ」

「一いつ緒しよに入るんだから、そのくらいしてやるよ」

　は？　一緒に入るって…いつ、そんなこと決まったんだ!?

　俺は一言もいいなんて云ってないぞ！

「勝手なこと云うな！」

「今日は気が気じゃなかったからな。目の届く距きよ離りにいれば、心配しなくてもすむだろう？」

「いいよ、もう、長なが風呂ぶろなんかしないから平気だってば!!」

　今日は考え事してたから、長くなっちゃっただけだし……。

　心配させたのはちょっとだけ申し訳ないと思うけど、過保護すぎだろ、それ！

　怪け我がしてるだけだってのに、病気か何かと勘かん違ちがいしてない？

　俺がムーッとしていると、神谷は手にしていたドライヤーを止めて、すっかり乾かわいた俺の髪を指で梳いた。

　そしてニヤリと笑い、その指で俺の唇くちびるをちょんと突ついてくる。

「そんなに唇尖とがらせてると、キスするぞ」

「…っ!?」

　俺は、慌あわててばっと両手で口元を塞ふさいだ。

「そうやって、静かにしてな」

　くっそー…。また人のことおちょくりやがって…っ。

　それにどうして俺も、こんな簡単な手口に引っかかるかな！

「～～～もう寝る！」

「ちょっと待て。まだ、湿しつ布ぷを貼はってないだろう」

　むくれてベッドに潜もぐり込もうとする俺を、神谷は真面目まじめな顔で引き留めてくる。

「別に明日でも───」

「駄だ目めだ、これ以上腫はれたらどうする。ほら、捻ねん挫ざしてるほうの足を出せ」

　神谷はそう云うと、俺の返事も待たずに用意していた救急箱と湿布やテーピングテープが入った紙かみ袋ぶくろを持って、足元に屈かがみ込んだ。

　全く…人のことからかって遊ぶくせに、ヘンに頑がん固こで融ゆう通ずうが利きかないんだから…。

「………わかったよ」

　横おう柄へいな態度で出した足は、靴くつを脱ぬがされたときみたいに膝ひざの上に置かれ、新しいバスタオルで濡れた足を丁寧に拭かれる。

「冷たいけど、我が慢まんできるな」

「ひゃっ」

　予告されたばかりなのに、俺は冷たさに驚いて声を上げてしまった。

　そんな俺には構わず、神谷は手慣れた様子で、足に合うように切り込みを入れた湿布をゆっくりと貼り付けて、足をテーピングして固めていく。

「何か、慣れてない？」

「ああ、学生時代は運動部だったからな」

「ふうん…」

　だから、こんなにいい体格してるのかな。

　俺も一応テニス部だけど、そこまで真しん剣けんにやってるわけじゃないから、鍛きたえてるとは云いい難がたいんだよね。でもそんなだから、いつまで経たっても俺の体って貧弱なんだ。

　……もうちょっと、一生懸けん命めいやらないとダメかなぁ。今はこの『可愛い容姿』だけが武器だけど、いつまでも同じパターンが使えるとも限らないし。

　その点、こいつはいいよな……。

　大人だし、顔も男前だし、背も高いし、スタイルもいいし、金も地位も持ってるし。きっとこのくらい全部そろってたら、困ったりすることなんか一つもないんだろうな…。

「そんなに見つめられると、やりにくいな。そう見張ってなくても、失敗したりしないぞ？」

　神谷は苦く笑しようして、俺を見上げてくる。

「…そんなつもりじゃ……」

「なら、どういうつもりだったんだ？」

　思わず否定すると、困ったように微笑ほほえんでいた神谷の表情から、すっと笑いが消えた。

　漆しつ黒こくの瞳ひとみが真っ直すぐに俺を見つめてくる。

「え？」

　な…何、真剣な顔してんだよ……。

「俺のこと考えてたんだろう？」

「…っ!?」

　低く甘く囁ささやかれた言葉が、俺の脳のう裏りに響ひびいてくる。

　ガラリと変わった空気の中で図星をさされた俺は、困こん惑わくして言葉を詰つまらせた。

　な…何なんだよ、この雰ふん囲い気きは…っ。

　───静まれ心臓!!　こんなの緊きん張ちようするほどのことでもないだろ!?

　でも、どうしよう……。目が……逸そらせない……。

　どんどん口の中が乾いていって、瞬まばたきをすることも忘れて。次し第だいに、目の前の男から目が離はなせなくなっていく。

　意識なんかしてるはずないのに、どうしてこんなにも心臓が激しくガンガンと体中で鳴り響いているんだろう？

「……直広……」

　そんなふうに名前なんか呼ばれたら……俺…っ…。

　───だけど、この妙みような雰囲気を打ち破ったのは、聞き慣れた携けい帯たいの着信音だった。

「あ、俺の携帯！」

　俺はほっと胸を撫なで下ろしながら、神谷からぱっと視線を外した。

　助かった…。あのまま見つめられていたら……絶対に妙な雰囲気に流されて、大変なことになっていた気がする…。

「放ほうっておけよ、そんなの」

　今度は神谷のほうが、ムッとしている。

　その様子に、ようやく俺はいつもの自分のペースを取り戻もどした。

「取ってきてよ。俺、今はご主人様なんだろ？」

「……まあな」

「云うこと聞く約束だよね」

「ハイハイ───かしこまりました」

　苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で渋しぶ々しぶと頷うなずくと、神谷はやれやれといった態度で立ち上がり、壁かべに掛かけてあった俺のダッフルコートのポケットから、鳴り響く携帯を取り出した。

「こちらでよろしいですか？」

　そして恭うやうやしく手て渡わたされた携帯の液えき晶しよう画面には、自宅の電話番号が表示されていて。

　やった、絶対に直純からだ！

　そう直感した俺は着信ボタンを押すや否いなや、電話の向こうに嬉き々きとして呼び掛けた。

「直純！」

『…っ!?　こらっ、直広！　ビックリさせんなよっ』

「驚おどろいた？」

『驚くに決まってんだろ!?　普ふ通つう、電話に出るときは、もしもしって云うもんだ!!』

　携帯の向こうから流れてきたいつもの直純の声に、俺は思わず顔をほころばせてしまう。

「いいじゃん、直純だってわかってたんだから」

『そんなこと云って、違ってたらどうするんだよ。ほんっとにお前はもう……』

　呆あきれた口調の中にも『仕方ないな』って思ってることが、見え隠かくれしている。

　何だかんだ云って、直純は俺には甘いんだよね。

「当たってたんだからいいじゃん。せっかく電話してんのに、説教なんて聞きたくないよ」

『そうだけど……。直広、神谷さんには迷めい惑わくかけてないか？』

「大だい丈じよう夫ぶだよ。心しん配ぱい性しようだなあ、直純は。それより、そっちは？　父さんたちの旅行、明日からだよね。直純は大丈夫なの？　俺がついてなくて平気？」

『なっ……。俺の心配なんかいいんだよっ！　今はお前の話をしてんだろ？』

「俺は平気だけど……でも、やっぱ直純と離れてるのは淋さびしいよ」

　俺はわざと甘えた声で、囁くように呟つぶやく。

　直純って、誰だれよりも俺のこういう声に弱いんだよね。引き留めもせずに俺のこと送り出したりなんかしたんだから、直純にも少しは反省してもらわなきゃ。

『直広……』

「今からでもいいから、直純こっち来てよ」

　でも、電話越ごしに声を聞いたら、これからしばらく会えないんだなって実感して、逆に俺のほうが胸が切なくなってしまった。

　だって、約一週間くらい離れ離れなんだよ？　信じられない、そんなの。

『何、甘ったれたこと云ってんだよ。無理に決まってんだろ？』

「だって、直純がいないとつまんないんだもん。直純は俺がいなくて平気なわけ？」

　拗すねた声でそう云った瞬しゆん間かん、黙だまって湿しつ布ぷとテーピングを施ほどこした俺の足に包帯を巻いていた神谷の手がぴたりと止まったのが見えた。

　だけど、直純との電話に夢中な俺には、そんなこと気に留めている暇ひまはない。

『お前は俺を何だと思ってんだ！　ガキじゃあるまいし…っ』

「あ、そうだ。こっちは雪が凄すごいんだ。直純にも見せたいなぁ……さっきまで、ずっと降ってたんだよ」

『へえ、寒そうだな。風邪かぜ引かないように気を付けろよ？　お前、すぐ体調崩くずすんだから』

　機き嫌げんを損そこねるとまずいと思って話を逸らすと、直純は簡単に引っ掛かってくれた。

　そんな単純なところがまたカワイイんだけど、あんまり素す直なおすぎても心配になるよな。

　だけど、俺のこと気にしてちゃんと一日目から電話してきてくれるなんて、やっぱり俺って直純に愛されているよなぁ～。

「直純こそ心配しすぎだよ。大丈夫、家の中はあったかいし───」

　髪かみも乾かわいたし、湿布もしてもらったし。

　あとは寝ねるだけ、と心置きなくベッドにひっくり返ろうとした俺は、突とつ然ぜん訪おとずれた微かすかな刺し激げきに思わず息を飲んだ。

「…あっ!!」

　───な、何…？

　驚いて見ると、神谷が包帯を巻き終えた俺の足の甲こうにキスを落としていたのだ。　>>>♥

『直広？　どうかしたのか？』

「な…何でもない…っ」

　俺は慌あわてて平静を装よそおって、電話の向こうの直純を誤ご魔ま化かすと、すぐに携帯の通話口を手で押さえ、小声で神谷に文句を云いった。

「何すんだよっ！」

「俺とじゃつまらないなんてお前が云うから、サービスしてやろうと思っただけだ」

「サ……、そんなものいるか！　っん」

　神谷はそうしゃあしゃあと嘯うそぶくと、足の指の間に舌を這はわせ、これ見よがしにわざと音を立てながら、指を一本一本舐なめ取っていく。

「～～～～っ」

『直広？』

「あ、ご、ごめん。なっ、何でもないんだ」

『なら、いいけど……。とにかく、家にいるわけじゃないんだから、あんまりワガママ云って神谷さんを困らせるなよ？』

「う…うん…」

　今の状態で困らせられてるのは、完全に俺のほうなんだけど…っ。

　でも、こんな状じよう況きよう、直純には説明できないし。おまけに長い言葉を発しようとすると、ヘンな声が出てしまいそうで怖こわくて、俺は大人しく頷くだけにしておいた。

　さっきから、どうにか足を奪うばい返そうとじたばたしてるんだけど、がっちりと神谷の手に捕つかまってしまっててビクともしてくれない。

　もう、どうして人が電話してるときにこんなことするかな、こいつは…っ！

　どう考えても嫌いやがらせとしか思えない。

「…っ」

　そうこうしてる間に指先を口に含ふくまれて、俺はビクリと体を震ふるわせてしまう。

　次し第だいにくすぐったいだけじゃない何とも云えない感覚が、ゾクゾクと足を伝って全身に込こみ上げてきて…俺は思わず漏もれそうになった声をどうにか飲み込む。

　本当はずっと直純と話していたいのに、今すぐ電話を切ってしまいたい衝しよう動どうに駆かられた。

『聞いてるのか、直広？　神谷さんには、よろしく伝えておいてくれよ？』

「わ、わかった」

『じゃあ、おやすみ』

「おや…すみ…」

　震える声を必死に隠し、俺は最後まで平常を取り繕つくろう。

　だけどぷつりと電話が切れた途と端たん、安あん堵どで体から力が抜ぬけ落ちていった。それと同時に、ようやく神谷も俺の足から顔を上げる。

「もう、いいのか？」

「お前のせいだろ!?」

　俺は神谷の全く気持ちの籠こもらないその口調に、激げつ高こうしてしまう。

　だってあんなことされてたら、電話なんかしていられないに決まってるじゃないか。なのにそんなことした張本人が、謝りもせず『もう、いいのか？』だけってどう云うことだよ！

「声、お兄ちゃんに聞かせてやればよかったじゃないか」

「ふざけ……、や……何!?」

　柔やわらかな唇くちびるの触ふれる場所が、足先からもっと上へと移動してくる。

　さっきの嫌がらせで終わりだと思ったのに…っ！

「あれで終わりじゃ、不満だろう？」

「誰が…っ」

　バスローブがはだけられ、露あらわにされたふくらはぎの柔らかな皮ひ膚ふを吸い上げられると、チリチリとした痺しびれが生まれた。

　それは何故なぜか腰こしの奥まで伝わり、そこで疼うずきに変わっていく。

　携けい帯たいを放ほうり出し、両手を使ってやめさせようともしたけれど、上手うまくいってくれなくて。

「やめっ…は、放せよ…っ」

「まだ、跡あとが残ってるな」

　そう云って、神谷は事故でできた俺の膝の擦すり傷の跡を舐めてくる。

「っあ！」

　治りかけの傷跡をなぞられると、云い様もないもどかしさが生まれ、神谷の頭や手をどかそうと躍やつ起きになっていた俺の手からはますます力が抜けていった。

　神谷はそんな俺の足をぐいっと割り開くと、包帯を巻いた片足を担かつぐようにして自分の肩かたに乗せてしまう。

「ちょっ…、何してんだバカ！」

　バスローブの裾すそが乱れたせいで、無防備な下か肢しが神谷の目の前に晒さらされる。

　おまけに必死に体を隠かくそうとしても、神谷が足の間に体を割り込ませてきたせいで、無む駄だな努力になっちゃうし。

「もっと、気持ちよくしてやるよ」

「しなくてい───あ…ッ」

　神谷は俺の内うち腿ももに唇を滑すべらせ、足の付け根に向かっていくつも痕こん跡せきを残していく。敏びん感かんな皮膚は、生暖かい濡ぬれた感かん触しよくに粟あわ立だった。

「手をどけろ」

「嫌……っ」

　どうして俺が命令されなくちゃいけないんだ！

　首を大きく左右に振ふって拒きよ絶ぜつの意思をはっきり示してるというのに、神谷は行こう為いをやめようとはしない。それどころか、バスローブを押さえる手にまで舌を這わせ始める。

「や、やだ…、やめ…っ」

　思わず怯ひるんでしまった隙すきに両手を取られ、シーツの上に縫ぬい付けられた。

　そのせいで、必死に隠していた部分が神谷の視界に晒された俺は、羞しゆう恥ちで頭に血を上らせてしまう。

「嫌なのに、こんなにしてるのか？」

「云うなっ!!」

　クスリと笑う気配がして、どうしようもないほどのいたたまれなさに目を瞑つぶると、過か敏びんになった俺自身に吐と息いきがかかった。

　直後、勃たち上がった中心の裏側をねっとりとした感触が這い、全身が大きく跳はねる。

「……っ!!」

　今の、まさか───!?

　初めて感じる強きよう烈れつな感覚に、自分が今何をされているのか確かく認にんするのが怖くて、俺は目を開けることができなかった。

「んっ、……っ」

　根元から先端まで、くまなく纏まとわり付いてくるその感触。

　やがて聞こえてきた、ぴちゃぴちゃという水音の正体などわかりたくもなくて。俺は懸けん命めいに神谷の下から逃にげ出そうと試みた。

「や、いや、だ……、っあ！」

「逃げんなよ…こうされると気持ちいいだろう？」

「あ、あぁ…ッ」

　引けてしまう腰を力強い腕うでに引き留められ、根元から大きく舐め上げられると、全身にぶるりと震えが走る。

　思わず目を開けてしまうと、内腿はヒクヒクと痙けい攣れんし、すでに潤うるみ始めていた先端からは雫しずくが伝っていた。

　噓うそだ…ッ、こんなのが気持ちいいなんて……っ。

　男に、それも好きでもない奴やつにそんな場所を舐められて、感じるはずない───。

「お前…なんて、嫌きらいだ…っ」

　この状況で、こんな子供じみた言葉での反はん撃げきしかできない自分を情けなく感じながらも、俺は涙なみだ目めになりながら、精せい一いつ杯ぱい神谷を睨にらみ付けた。

「ってことは、嫌いな奴にこんなことされて感じるなんて、お前は相当インランなんだな」

　───インラン…？　俺が？

「違ちが…う……っ」

「違うというなら、お前の云いってることはおかしいな？　俺のことは嫌いなんだろう？」

「それ…は……」

　逃げ場を断たれて、俺は言葉を詰つまらせる。

「わからないのか？」

「…………」

　黙だまり込んだ俺を見て、神谷は辛つらそうに表情を曇くもらせた。

　何…？　どうして、こいつがそんな顔で俺のこと見るんだよ…？

　そんな悲しそうな顔するなんて、いったい俺が何をしたって云うわけ？

「……夜はまだ長い。じっくり考えればいいさ」

　だけど、俺の混乱を余所よそに神谷はそう呟つぶやくと、今まで薄うす笑わらいを浮うかべていたその口で、俺の中心を飲み込んできたのだ。

「や…ぁ、あ…っ」

　自分のものとは思えないような掠かすれた喘あえぎが喉のどから漏れる。

　神経が剝むき出しになったような部分もすっぽりと口の中に含まれ、先端を抉えぐるような舌先の巧たくみな動きに、全身の血液が沸ふつ騰とうした。

　怖こわいくらいの気持ちよさが、現実感を失わせる。

「も……あ、あ……っ」

　こんな…噓みたいに感じるのは、俺がインランだからなのか…？

　そんなわけない。きっと、こんなことされたことないから…だから、ヘンになっちゃってるだけなんだ……。

「あ、ん……、…っ！」

　不意に先端を強く吸い上げられ、ギリギリのところまで来ていた俺は慌あわてて身を硬かたくする。

　だけど、体の本能的な衝しよう動どうをその程度のことで止められるはずもなくて。

「…っあぁ！」

　結局、俺は導かれるままに下肢を震ふるわせ、神谷の口の中で果ててしまった。

　くそ…っ。

　またこいつに好き勝手された上に、今度は口なんかでイカされるなんて───。

　って………口…？　まさか…？

　不安に思って見ると、俺の足の間から顔を上げた神谷は、まさに俺の放ったものを飲み下しているところだったのだ。

「わああっ」

　今、こいつ……飲んだよな……？

　間違いなく、俺のアレを飲んだよな……？

「何を騒さわいでるんだ？」

　俺の動どう揺ようを余所に、当の本人はしれっとした顔で、肩に抱かかえていた俺の足を下ろしている。

　こいつ……っ。

　俺は羞恥に顔を真っ赤にし、目の前の恥はじ知しらずな男を怒ど鳴なり付けた。

「ひ、人のものを飲むな!!」

「案外濃こかったな。あれから自分ではしてなかったのか？」

「余計なお世話だ!!　あんな…あんなこと……」

　くそっ…、声が震えてなかなか言葉になってくれない。

「それは悪かったな。お子様には刺し激げきが強すぎたか……」

「誰だれがお子様だッ!?　俺の云うこと聞くって約束したくせに、勝手なことすんなって云ってるんだよ!!」

「つまらない、と云うから気を利かせてやったつもりだったんだが。そうだな、次からは許可を貰もらうことにしよう」

「次なんかあるか!!　だいたい俺が電話してるのを邪じや魔ましやがって！　直純にヘンに思われたら───」

「俺以外の名を呼ぶな」

「え…？」

　いきなり鋭するどくなった神谷の視線に、俺は息をするのも忘れて見入ってしまう。

　だが、その変化に気を取られているうちに俺は二の腕を摑つかまれ、ベッドへと押し倒たおされてた。

「……俺の前で、俺以外の名を呼ぶな」

　上に覆おおい被かぶさってきた神谷に剣けん吞のんな表情で告げられ、俺はごくりと喉を鳴らす。

「ここには俺とお前しかいないんだ。見るのも、考えるのも、感じるのも、俺だけにしろ」

「…かっ、勝手なこと云うなよ！　何で、お前にそんなこと命令されなくちゃいけないんだ！」

「そうじゃないと、俺が何をするかわからないからだ」

「なっ……」

　何なんだよ、それ!?

　よくそんな自分勝手なこと云えるよな……理り不ふ尽じんすぎだろうが…。

「もちろん───触ふれるのも、触れさせるのもだ」

　しゅるりと腰こしの紐ひもを解ほどかれ、煌こう々こうとした明かりの下、バスローブの中で泳いでいた貧弱な体を露あらわにされる。

「や……っ」

　恥はずかしさに思わず捩よじろうとした体は、乗り上げてきた神谷に押さえつけられ、すぐに身動きが取れなくなった。

　どうしよ…っ。体が動いてくれない…。

「ひゃ…っ」

　ふいに、胸についたピンクの薄い粒つぶをざらりと舐なめ上げられ、俺はビクンと体を跳ねさせてしまう。その反動で神谷の歯に粒が引っかかり、今度はちゅっと強く吸い上げられた。

「あぁ…っ！」

　一度達した体は、快感に敏びん感かんになっていて。むず痒がゆいような感覚が、唇くちびるの触れた部分から簡単に広がっていく。

　逃にげなくちゃ───そう思うのに、やっぱり体は動かなくて。

「……体で覚えるまで、教え込んでやる」

　そして結局、その神谷の低い囁ささやきに、俺の体はさらに熱くなってしまったんだ…。










　神谷は宣言通り、俺の体の隅すみ々ずみに自分の痕こん跡せきを残していった。

「あ、あ……」

　執しつ拗ように与あたえ続けられている快楽に終わりは見えず、どんなに泣きじゃくっても、甘い責め苦が止やむことはなくて。

　嫌けん悪おどころか、悦よろこんでさえいる自分の体が信じられず、俺は首を左右に力なく振ふった。

「なんで……こんな……っ、あ、んー…っ」

　欲望に貫つらぬかれたままで、俺は息も絶え絶えに神谷へと言葉を投げ付ける。

「感じてるくせに」

「ぁあっ…！」

　緩ゆるく繫つながりを揺ゆすられ、云われた通りに感じてしまう自分自身に戸と惑まどった。

　与えられる刺激全すべてが快感に変へん換かんされ、熱に溶とかされた内ない壁へきは自分のものでない体積を欲しがって収縮を繰くり返す。出て行かないで欲しくて無意識に狭せまくなる内部に、もう一度押し込まれたときの擦こすれ合う感かん触しよくは、云いようもないくらいに気持ちがよくて。

　神谷に云われた通り、自分はインランなのかもしれないと、俺は泣きたくなった。

「お…れ……ほんと、イン…ランな…の？」

「───俺は、違ちがうと思ってるんだけどな…。お前はそう思うのか？」

　ドクドクと脈打つそれがゆっくりと出入りする度たびに、総毛立つほどの快感が走り抜ぬける。

　違うと云うなら、じゃあどうして俺はこいつに感じたりしてると云うんだろう…？

「…わか…ない…」

「なら、どうして感じるのか…ゆっくりと考えるんだな。───お喋しやべりはもうお終しまいだ。俺にも忍にん耐たい力の限界ってものがあるからな」

　そう云うと、神谷は俺の腰を抱え直し、再び緩くそれを動かし出した。

「あ、待っ……」

　与えられる律動は徐じよ々じよに乱暴になって。そして、神谷の欲望をくわえ込んだ入り口は、ぐちゅぐちゅとかき乱され、繰り返される摩ま擦さつに痺しびれ、蕩とろけ始める。

「い…っ、ぁ…んんーっ」

　無意識に逃げをうつ腰こしは強く引き戻もどされ、再び熱で深くを抉えぐられた。

　自分以外の体温に体の内側を擦られるその強い快感に耐たえられず、腕うでを伸のばして神谷にしがみつくと、力いっぱい抱だき返された。

「───名前を呼んでくれ」

「……たか…ふみ…？」

　切せつ羽ぱ詰つまった表情に促うながされ、俺はおずおずとその名前を口にする。

「そうだ。もっと、だ」

　満足げに微笑ほほえむと、神谷はそれまで以上に激しく揺さぶり始めた。

　繫がった部分は全ての快感を丁てい寧ねいに拾い上げ、擦り上げる神谷の欲望にキツく絡からみ付く。

「や……あぁ…っ、ぅん…っ！」

　もう、何もかもがどうでもよくなっていた。

　意地もプライドも───それに、理性すらも体の熱さに蕩け出していっている。

「…直広」

　甘味を帯びた低音が心さえも溶かそうとして。

「やっ……あ……、隆史…っ」

「───好きだ、直広」

　そうして、何度も何度も繰り返されたその甘い台詞せりふは、鼓こ膜まくにしっかりと刻み付けられた。
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　山さん荘そうに来て、三日目。

　大事を取って（取らされて？）あまり動き回ることのできない俺は、すっかり暇ひまを持て余していた。

　つーか、今は俺のほうが立場が偉えらいはずなのに、何で自由にさせてもらえないんだ！

　いくら動いても大だい丈じよう夫ぶだって云いっても、いちいちもっともらしい理由を並べ立てられて、ぐうの音も出ないくらいやり込められてしまうのだ。

「いつまで考えてる気だ？」

「煩うるさいな。今、一生懸けん命めい考えてるんだから、話し掛かけないでくれる？」

「はいはい、申し訳ございませんね」

　俺は腕を組んだまま、白と黒が並ぶ緑色の盤ばん上じようを睨にらみ付ける。

　今日は、朝からずっとこうしてテーブルゲームに明け暮れていた。

　暇を持て余した俺が文句を云ったら、神谷はどこからかオセロだのトランプだのチェス盤だのを持ち出してきた。

　チェスはできないから、午前中はトランプ、午後からはオセロで勝負してるんだけど、どっちの成績も芳かんばしくない。

　でもこんなに対戦してるのに、一勝もできないなんていくらなんでもあり得ない。

　どっかに逆転できるチャンスがあるはず───。

「…うーん」

　ここに置いたら、次はこう来るはずだから……よし、ここにしよ。

　思案に思案を重ねた手を置くと、即そく座ざに次の手を返される。

「え？」

　おい、もうちょっと考えて打てよ…。

　そんな適当にやられても勝てないなんて、真しん剣けんに考えてる俺がバカみたいじゃないか。

「ほら、次は直広の番だぞ」

「わかってるよ」

　オセロの石を拳こぶしに握にぎり込み、悔くやしさを嚙かみ締しめていると電話が鳴った。

　リリリリンッ、という古めかしいベルの音。

　これで昨日から四回目だ。

「……すまん、ちょっと待っててくれ」

　神谷は渋しぶい表情で俺に断りを入れると、気乗りしない足取りでアンティークふうのダイヤル式電話の受話器を取った。

　───どうせ、また仕事の電話だろう。

　昨日もそうだったし、そうじゃなくても俺には関係ない。

「もしもし？」

　神谷は、あからさまに不ふ機き嫌げんな声こわ音ねで電話に出る。

　ここからは背中しか見えないから、どんな顔をしてるのかまではわからないけど、きっと眉み間けんに深い皺しわが刻まれてることだろうな。

「ああ、今度は何だ？　そのことなら昨日……」

　今度はってことは、また電話の相手は神谷の秘書の斎木さんか…。

「だから、それはお前に一任すると云ったはずだろう。……そうだ、任意で処理してくれて構わないと云ってるんだ」

　……つまんない。

　いつになったら、その電話切れるんだよ。

　このまま、俺をほったらかしにするつもり？

　俺はソファーの上からオセロ盤をどかすと、そこにごろんとひっくり返った。　>>>♥

「…わかったよ、細かいことはメールかファックスで送っておけ。折り返し返事を送るから……え？　夜まで？　かかるわけないだろう。すぐに片付けるに決まってる」

　後半からは仕事というより、押し問答的な会話が続いてる。

　聞こえてはこないけど、きっと神谷が休みを取ったことに対して文句を云ってるんだろうなってことくらい、俺にだって想像がつくよ。

「だいたいな、仕事の件で連れん絡らくするときは携けい帯たいのほうにと云ってあったはずだが？……それは……電話なんかに出てる場合じゃなかったからだ」

　何となく、話の終わりに行くにつれて神谷の喋りの歯切れが悪くなってきてる。

　きっと無む理り矢や理り休みをもぎ取ってきたみたいだから、立場が悪いんだろうな。

「…ああ。ああ、そうだ。馬ば鹿か云え、最低一週間は休むと云っただろう。まさか、忘れたわけじゃないだろうな？　いつも十分過ぎるほど、働いてるだろうが」

　延々と続きそうな会話にイライラして、起き上がって神谷の様子を窺うかがい見たけど、電話が終わりそうな気配はこれっぽっちもない。

　本当にいつまで電話してんだよ。

　まさか俺のこと、忘れてるんじゃないだろうな？

　でも、ここで駄だ々だを捏こねると、ますます子供扱あつかいされそうな気がしたので、その文句はぐっと飲み込んだのだ。

　そんなに仕事が忙いそがしいんだったら、初めからこんなとこ来なきゃよかったんだ。

「つまんないってば」

　独り言は神谷の耳には届かない。俺は膝ひざを抱かかえてこっそりとため息をついた。

「あとで連絡する。じゃあ、よろしく頼たのむ」

　そう云って、ようやく受話器を置いた神谷は、疲つかれた顔で戻ってきた。

「すまない、待たせたな」

「……別に待ってなかったし」

「会社でトラブルがあって、指示に手間取ってたんだ」

「だったら、こんなところにいる場合じゃないんじゃないの？」

　大人な態度を心掛けようとは思うものの、つい口調が棘とげ々とげしくなってしまう。

　だって、聞いてもいないのに理由を説明しようとしてくるのは、後ろめたいせいだって、誰だれかから聞いたことがあるし…。

「そんなことはない。ほら、さっきの続きを───」

「もう、いい」

　あんまり待たされたせいで、必死に考えた手なんかもう忘れちゃったよ。

　もう、オセロの勝負もどうでもいい。

「……本当にご機嫌斜ななめのようだな。どうしたら、機嫌を直すんだ？」

　完全にお手上げだって感じにため息をつき、神谷は自分の腰こしに手を当てた。

「俺はいつも通りだよ」

「そんなむくれた顔して、何がいつも通りだ」

「…………」

「勝負、初めからやり直そうか」

「やだ」

「じゃあ、チェスは？」

「ルールわかんない」

「教えてやるよ」

「あんたなんかに習いたくない」

　神谷はここでもう一回、ため息をついた。

　きっと、俺のワガママっぷりに呆あきれてるんだろう。

　でもそうやって勝手に幻げん滅めつしてくれれば、俺だって面めん倒どうなことがなくなるんだから。

「気晴らしにドライブにでも行こうか？　帰りに買い物をして、ビデオでも借りてくるのはどうだ？」

「……一人で行ってくれば？」

　懲こりない申し出に驚おどろきつつも、俺はそっけなく拒きよ絶ぜつの言葉を返す。

　本当は、ドライブっていう言葉に心動かされなくもなかったんだけど……ここまでくると素す直なおに『うん』とも云い辛づらいんだもん。

「一人じゃ意味がないだろう。───ああ、そうだ。近くに美味うまいケーキ屋があると聞いたんだが、そこへ行ってみないか？」

　なかなか機嫌を直さない俺に手を焼き、神谷はあれこれと誘さそい文句を投げかけてくる。

「どうしたら、許してくれるんだ？」

　許すとか許さないとかじゃなくて！

　俺だって、どうしていいかわかんないんだよっ。

　何で、電話ごときでこんなにムカついてるのか、自分でもわかんないんだから！

　こいつに背中を向けられてると無む性しように苛いら立だって、気持ちのコントロールができなくなる。

　どうして、こっち見てくれないんだよって思って腹が立ってくるんだ。

　二人きりのときは、俺の云いうこと聞いて、絶対に最優先するって云ってたくせに……。

　…………？

　───あれ…？

　今、俺……何て……。

「……っ！」

　な、な、な、何考えてんだよっ。

　仕事より優先しろなんて、それじゃまるで───。

「直広？」

「煩うるさいっ！　お前の顔なんて見たくない！　しばらく、どっか行ってろよ!!」

　一人で百面相をしてるのを、ひょいと覗のぞき込まれそうになった俺は、顔を見られてはたまらないと喚わめき散らした。

　だけど瞬しゆん間かん、目の端はしにちらりと映った神谷の傷付いた顔に、俺の胸はズキリと痛んでしまう。

「……わかった」

「……あ……」

　そんな顔するなよ、バカッ。

　普ふ段だんは太ふて々ぶてしいほど自信たっぷりな顔してるくせに、何で急にそんな淋さびし気な顔…。

「夕飯まで出かけてくる。俺がいないからって、勝手に家の外に出たりするなよ。それだけは約束してくれ」

「…あ、うん」

「何か、買ってきて欲しいものはあるか？」

「………ケーキ」

「わかった。お土産みやげに買ってくるよ」

　神谷は柔やわらかな声音でそう云ってくるりと踵きびすを返すと、静かにリビングの扉とびらを閉めて外へと行ってしまった。

「………ホントに行くなよ……」

　一人取り残された俺の胸には、苦い後こう悔かいが浮うかんでいた。

　あんなこと、云うつもりなかったのに……。

「マジに受け取るなよ、バーカ！」

　俺は誰もいない部屋で、一人淋さびしくそう悪態をつくしかなかったんだ。










「お腹なか空すいたぁ……」

　神谷がいなくなってから、ますます暇ひまを持て余していた俺はソファーでテレビを見ながらゴロゴロしてた。

　だけどちゃんとお昼も食べたっていうのに、お腹が空腹を主張してきてしまって……。

「……キッチンになんかあったかなぁ？」

　外に出るなとは云われたけど、何もするなとは云われてないし。

　俺だって料理くらいちょっとはできるんだ。自分で作ればいいんだよな！

　よし！　と一人で掛け声を掛けてソファーから飛び起きると、俺はキッチンへと向かう。

　備え付けのでっかい冷蔵庫や食品が入ってそうな戸と棚だなを勝手に開けていくと、野菜と、ハムと卵を見つけることができた。

「うーん…、食パンがあるからサンドイッチかな」

　作ったことないけど、挟はさむだけなら簡単だろうし。これなら俺にだってできるよな？

「…あれ？　そういや、タマゴサンドの具ってどうやって作ればいいんだ？」

　いつも食べてるけど、中身ってどんなふうになってたっけ？

「まあ、てきとうにやれば何とかなるか」

　俺は前向きにそう思うと、調理に取りかかったのだった。

　───小一時間後、四苦八苦してできあがった代しろ物ものは、お世辞にも見み栄ばえのいいものとは云えなかった。

　パンは丁てい寧ねいに切ったはずなのに、形がバラバラで厚さもまちまちだし。具のタマゴペーストも微び妙みようにはみ出してる。それに、レタスを挟んだハムサンドもしばらくすると、片面だけが倒たおれてしまいそうな有様だ。

「おかしいなぁ。もっと、綺き麗れいにできるはずだったのに」

　だけど、皿に並べたサンドイッチを一つ取って、ドキドキしながら一口かじってみると、見た目ほど失敗した味にはなってなくて俺はほっとする。

「やれば、できんじゃん」

　味もそう悪くないし、初めて作ったわりには上出来だ。

　行ぎよう儀ぎ悪くキッチンで、ぱくぱくと食べ進みながら、俺はふと手を止めた。

　……そういや、あいつもお腹減ってるかもしれない。せっかく上手うまく作れたし、残しておいてやろうかな。

　あいつ、俺のこと何にもできないって思ってるから、きっとビックリするだろうし。

　帰ってきた神谷の反応をあれこれ考えていたそのとき、ピンポーンと来客を知らせるチャイムが鳴った。

「!!」

　帰ってきた！

　なんだよあいつ、勿もつ体たいぶってチャイムなんか鳴らしやがって。

　俺が追い出したから、気を遣つかってるわけ？

　バカだなぁ。それとも、買い物しすぎて両手が塞ふさがってるとか？

「ったく、しょーがない奴やつだなぁ…」

　なんて文句を云いつつ、俺はテーピングと包帯のせいでぎこちなくしか動かない足を引き摺ずりながら、弾はずんだ気持ちで玄げん関かんへと向かった。

「何やってんだよ───あ……」

「こ、こんにちは。あの、申し訳ありません、少しお時間早かったでしょうか…？」

「あ、いや、いえ…」

　神谷だと思って開けた扉の向こうには、食事の支し度たくをしにきたケータリング業者の人が立っていた。

　母さんよりちょっと年上くらいの女の人は、俺の言葉が自分に云われたのだと思ったらしく、申し訳なさそうにしている。

　そっか…そうだよな。あいつは夕飯の頃ころに帰って来るって云ってたんだ…。

　なのにこれじゃ、俺が神谷の帰りを心底待ちわびてるみたいじゃないか！

「あの、準備をさせていただきたいのですが……」

「あっ、すいません！　どうぞ、上がって下さい」

　俺は業者の人を中に招き入れ、お詫わびのつもりで荷物を運ぶのを手伝いながら、一いつ緒しよにキッチンへと向かった。

　そのままリビングに戻もどるのもつまらないと思い、ダイニングのテーブルの端の椅い子すにちょこんと座る。

「今日はお兄さんはいらっしゃらないんですね」

　テーブルセットを広げている様子をじっと眺ながめていたら、控ひかえめにそう話し掛かけられた。

　は？　お兄さん？

　ああ…あいつと俺、兄弟だと思われてんのか。

　確かに親子にも見えないし、それが一番無理なく当てはまる関係かもしれない。

「今日は買い物に行ってるんです。…僕は足を怪け我がしてるから」

　当たり障さわりのない答えを選びながら、俺は数日ぶりに人当たりのいい顔を作る。

「こんな広いお屋や敷しきに一人じゃ淋しいでしょう」

「あ、はい。そう…ですね」

　苦く笑しようを浮かべて頷うなずくと、胸がキリリと締しめ付けられた。

　不意打ちの痛みに、俺は戸と惑まどいを覚える。

　もしかして、俺は『淋しい』のか……？

　困こん惑わくしている俺を余所よそに、テーブルには夕食のサイドメニューが次々と並んでいく。

　プロの手による料理の数々は、当然見栄えはばっちりだし、味は昨日、一昨日おとといと食べてるからよく知っている。

　これと比べたら、俺が作ったサンドイッチなんて……比ひ較かくする対象にすらならないじゃんか。

　なのに、あいつに『食べさせてやろう』なんて、俺は何を血迷ったこと考えてたんだろう。

「それじゃ、キッチンにあるものはいつもの手順で温めて下されば召めし上がれますので。メインはオーブンの中にありますから」

「あ…ありがとうございました」

　自分の浅はかさに動どう揺ようしていたせいで、心ここにあらずといった返事になってしまった。

　見送りに行くのも億おつ劫くうで、俺はそのまま椅子の上で膝ひざを抱かかえる。

「はあ……」

　───バカじゃないのか俺。あんなもの見せたら、からかわれるに決まってる。そんなのわかりきってることだってのに……。

「何、ため息をついてるんだ？」

　自己嫌けん悪おに落ち込んでいると、突とつ然ぜん、背後で声がした。

「!?」

　い、いつの間に神谷の奴、俺の後ろなんかにいたんだよ!?

「そんなに驚おどろくことないだろう。夕食までに帰ってくると云いったはずだが？……それとも、まだ俺の顔なんて見たくなかったか？」

「ち、違ちがうよっ！」

　強い調子で即そく座ざに云い返してしまってから後こう悔かいした。

　これじゃ、俺が神谷の帰りを待ちわびてたみたいじゃないかっ。

「………そんなに強く否定してくれるということは、早く帰ってきて欲しかったんだと思ってもいいのか？」

「あっ、いや、ええと、その……」

　云い訳を探して視線を泳がせる俺を見て、神谷はくすりと笑う。

「わかってるよ。腹が減ってたんだろう？」

「へ…？」

「そのまま準備してもらって食ってればよかったのに」

　もしかして、こんなところにいたから、夕飯を待ち焦こがれてたと思われたのか……。

　俺、そんなに食い意地張ってないよ！　と云いかけたけど、ご飯じゃなくて神谷を待っていたなんて思われるよりはマシだと判断して俺は渋しぶ々しぶと口を噤つぐんだ。

「すぐに用意してやるから待ってろ」

　そう云って、神谷はキッチンへと向かおうとする。

　やばっ……さっきのサンドイッチ、出しっぱなしじゃん!!

「ちょ、ちょっと待った！」

「ん？　何だ？」

「夕食の準備は俺がするから座ってて！」

　ガシッと奴の腕うでを摑つかんで引き留めながら俺が鬼き気き迫せまる顔つきでそう宣言すると、神谷は驚いた顔で瞬まばたきを繰くり返した。

「……いきなりどうしたんだ」

「え、えっと、ほら！　準備の説明は俺が聞いたから……」

「俺もさっき業者にすれ違って、いつも通りにすればいいと聞いたが？」

　ええ!?　帰りに会っちゃったわけ!?

　何てタイミングが悪いんだ……。

「で、でも───」

「何をごちゃごちゃ云ってるんだ。いいから、大人しく座ってろ」

「そっちこそ、大人しく座っててよ!!」

　いくら分が悪くても、ここで諦あきらめるわけにはいかない…っ。

　だって、俺のプライドがかかってるんだ。絶対にあんなもの見せるわけには───！

「皿でも割ったのか？」

「違うよっ」

「怒おこらないから、素す直なおに云ってみろ」

「怒られるようなことはしてないってば!!」

　あっ…やばい。今のはちょっと必死過ぎたかも……。

「なら、どうして俺がキッチンに行くのを止めようとするんだ？　その態度は、何かまずいものでも隠かくしてなきゃおかしいな」

「うっ…」

　思いきり図星をさされて、俺は今度こそ本当に顔色を変えてしまった。

「どれ。何を壊こわしたんだ？」

　思いきり狼狽うろたえる俺とは対照的に、神谷は心底楽しそうで。

　半なかば引き摺ずられるような格好でキッチンに着いてしまい、俺は何とか先に例のモノを隠すために急いで辺りを見回した。

「何だ。何もないじゃないか───」

　あれ？　あんなに散らかしたのに、何で綺き麗れいになってんだ…？

　綺麗に整とんされたキッチンには、スープの入った鍋なべとメインディッシュ用の皿しか置いてない。

　もしかして、さっきのケータリングの人が気を利きかせてくれたのかな？　俺がサンドイッチ作りで荒あらしたあとも、すっかり片付けられているし。

　───よかったぁ。これでバレないですむ…。

　ところが何かを見つけた神谷が、それを手に取りまじまじと見つめていたのだ。

「これは？」

「え？……ああっ！」

　見つかってるしっ!!

　隠そうにも、もう遅おそい。透とう明めいなラップがかけられたサンドイッチの皿は、鍋の向こうに置いてあって。

　ああもう！　あんなところに置いてあったら、俺の位置からは気付けないよ…っ。

「……もしかして、お前が作ったのか？」

　見りゃわかるだろ！　プロがそんな下手なもの、作るはずないんだし!!

「…っ悪かったな初めて作ったんだよ！　いいよもう、笑えばいいだろ！」

　だけどヤケクソになって怒ど鳴なった俺に、神谷はさらに真顔で聞いてくる。

「これは俺に作ってくれたのか？」

「お腹なか空すいて作ったら余ったんだよっ。あとで捨てようかと思ってたら、さっきの人が……」

「食べていいんだろう？」

「…は？」

　こんなの本気で食べたいと思ってんの？

　神谷の発言が信じられなくて、俺は思わず妙みような顔をしてしまう。

　そんな俺を尻しり目めに、神谷はサンドイッチにかかったラップをはがすと、不格好なハムサンドを手に取って、躊躇ためらいもなく口に運んだ。

　……ホントに食いやがった…こいつ。

「…………」

　咀そ嚼しやくし飲み込むところを、ドキドキしながらじっと見ていると、神谷は俺の視線に気付いてふっと微笑ほほえんだ。

「美味うまい」

「………ホントに？」

　どうせお世辞だろうと思いつつも、俺はつい訊きき返してしまう。

「ああ。初めて作ったなんて思えないくらい美味おいしいよ」

「ほ、誉ほめても何にもでないからな！」

「これは全部食ってもいいのか？」

「…食いたかったら食えばいいだろっ」

「じゃあ、お言葉に甘えて」

　神谷はそう云うと、再びサンドイッチを口に運び始めた。

　……そんな嬉うれしそうな顔で食べてんなよ。そんなに腹減らしてたとか？

　でも…まさか、本当に美味しいって思ってくれてる…とか…？

　あっという間にサンドイッチを平らげてしまった神谷は、最後の一口を飲み込むと俺に笑顔を向けてくる。

「ごちそうさま」

「う…うん…」

　からかわれなかったことに驚きつつも、誉ほめられて残さず食べてもらえたことが、正直云って俺は凄すごく嬉しかった。

　作らなきゃよかったなんて、苦い後悔の気持ちなんて綺麗さっぱりなくなって。その代わり俺は、じわじわと熱くなっていく顔をどうしていいのかわからなくなっていたのだった。










　うう…、やっぱ怖こわい……。

　ビデオ見るのはいいんだけど、よりによって何で苦手なホラーなんだよ…っ。

　自分でもカッコ悪いとは思うけど、怖いもんは怖いんだ！

　こんなんだったら、もう一本を見てたほうがよっぽどマシだったよ……。

　神谷と二人で恋れん愛あいものなんて見てられるか！　と意地を張って、ホラーものを選せん択たくしたのが間ま違ちがいだったのだ。

　この怖さに比べたら、『二人きりで恋愛映画』という恥はずかしいシチュエーションのほうが耐たえられたような気がする。

　俺たちは、夕食（当然、サンドイッチだけで足りるわけがない）と風呂ふろをすませたあと、神谷が買ってきたケーキを食べつつ、借りてきたビデオを見ることになった。

　初めのうちはたいしたことなかったけど、クライマックスに近付くに従ってひたひたと迫せまる足音が、まるで自分の後ろから来てるみたいな気分になる。

　ケーキもお茶もとっくになくなっていたせいで、気を紛まぎらわせるものもなく、俺は背中にあったクッションを前に抱かかえ込むしかできなかった。

　この流れだと、絶対怖い映像が出てくんだよなぁ。

　ブラウン管の中の主人公が息を飲むのと一いつ緒しよに俺も息を止め、身構える。

　それでも嫌いやな緊きん張ちよう感かんが拭ぬぐえず、俺はほんの少しだけ体を右にずらして、隣となりにいる神谷との距きよ離りを縮めた。誰だれでもいいから、人の気配が近いほうが怖くない。

「やっぱり怖いんだろう？」

「こここ怖いわけないだろ！」

　震ふるえる声でも虚きよ勢せいを張ってしまう、天あまの邪じや鬼くな性格……。

　いっそ、今すぐビデオを止めさせたいと思ってるのに、怖いのかと訊かれるとつい否定してしまう。素直に云いえばいいとは思うけど、それができたら苦労しないんだよ！

　ビデオはそろそろクライマックスで、いつ恐おそろしいシーンに切り替かわってもおかしくないところまで来ている。

　見たくないけど、結末は気になるし……。

　俺は胸に抱え込んだクッションを盾たてにしながらも、画面から目が離はなせなかった。

「……っ!?」

　迫り来るようなＢＧＭが途と切ぎれ、画面が切り替わろうとしたそのとき、ふっと部屋中の電気が一いつ斉せいに消えた。

「～～～～っ」

　俺は声なき叫さけび声を上げ、何かにしがみつく。

　わー！　わー！　わー!!

　こ、こんなシーンで電気が消えるなんて何なんだよ!!

「ただの停電だ」

「て、停電…？」

　頭の真上から聞こえた冷静な神谷の声に、俺はパニックから少しだけ抜ぬけ出せた。

「ブレーカーが落ちただけかもしれない」

「でも……っ」

　偶ぐう然ぜんだってわかってるけど、山さん荘そうものホラーにはあまりにお誂あつらえ向きなシチュエーションに泣きたくなる。

　わざと電気が消えるようにしてあったんじゃないだろうな!?

「大だい丈じよう夫ぶだ。俺がここにいるから、怖がらなくていい」

　あやすような口調で云われ、ぎゅうっと抱だきしめられる。背中に回された腕うでが温かくて、背後の闇やみはもう怖くなくなった。

　顔を押し当てた部分から、鼓こ動どうが聞こえてくる。落ち着いたそのリズムに、ゆっくりと安あん堵どの息を零こぼして───気が付いた。

「……っ!!」

　俺、こいつに自分から抱きついちゃったのか…？

　自ら弱味を見せてどうすんだ…!!

「ちょっと見てくるよ」

「え!?」

　それって、ここに一人にされるってこと!?

　ちょっと待ってよ!!

「やだっ、隆史…っ」

「……直広……」

　思わず、名前を呼んで引き止めてしまう。

　こんなところに取り残されるくらいなら、暗いままでもいいから一緒にいて欲しい。

　小刻みに震える手で神谷のセーターをぎゅっと摑つかむ。

　死んでも離すものかというくらいの力で。

「わかった。一人にはしないから」

「───本当に？」

「本当に」

「……うん」

　リリリリンッ。

「…っ!?」

　ほっとして、しがみつく手から力を抜こうとした矢先、暗闇に高い電話の音が鳴り響ひびいた。

　電気落ちてるはずなのに、どうして電話が鳴るんだよ…っ。

　ギクリと硬こう直ちよくさせた俺の背中をぽんぽんと叩たたいて、苦く笑しようしながら云った。

「知らないのか？　停電でも電話は使えるもんなんだよ」

「そ、そうだっけ？」

　そういえば、非常時でも電話だけは使えるようになってるんだった。

「どこにも行かないから、あれだけ出てきてもいいか？」

　笑われたことで、冷静さを取り戻もどした俺はカアァッと耳まで熱くなる。

　しがみついて抱きしめられてしまった自分が恥ずかしくて、俺はわざとらしく神谷を突つき放はなした。

「べ、別に、どこにでも行けばいいだろっ」

　だけど、体温が離れてしまうと、再び不安がさっきの映画の中の足音のように近付いてくる。

　ひやりとした空気が頰ほおを撫なで、ゾクリと鳥とり肌はだが全身を覆おおった。

　やっぱ、怖い…っ。

　恐きよう怖ふに身を硬かたくした瞬しゆん間かん、神谷の声が聞こえてきた。

「はい、神谷です。……ああ、いつもお世話になっております」

　神谷は電話を取ると、本体ごと持ってソファーに戻ってくる。知ってる人の気配が近くにあるだけで、ゾクゾクとした恐きよう怖ふ感かんは薄うすらいでくれる。

　テーブルに電話の本体を置いた神谷は、空いた手で俺の手を握にぎりしめた。

「…っ」

　手…!?

　当たり前のように指を絡からめられて、俺は狼狽うろたえた。

　な、何かすっごい恥ずかしいんだけど…！

　抱きしめられるよりも、格段に恥ずかしい。

　これ、どうしろっていうんだよ……。

「う……」

　普ふ段だんなら振ふり払はらってたところだけど、今は、まあ…いいか……。

「はい。…え？　火事？　ああ、それで……」

　話している内容から、電話がこの辺一帯の山荘を管理している事務所からだということがわかる。

　これで無言電話とかだったら、洒落しやれにならないところだった。

　電話の邪じや魔まにならないように、静かにしていた俺に電話を切った神谷が申し訳なさそうに云う。

「どうやら、変電所で火事が起こって、この辺一帯が停電してしまったらしい」

「いつ直るって？」

　俺にはホラーな展開じゃなかっただけで、十分だ。

　事故だってことは、しばらくしたら直るんだろうし。

「復旧には時間がかかるとのことだが……困ったな……。自家発電もしばらく使ってなかったから、動かなくなってるみたいだし。───寒くないか、直広？」

「……ちょっとだけ」

　そういえば、徐じよ々じよに寒くなってきてる。さっきは怖こわくて背筋が冷えたけど、今はマジに空気が寒い。

「ストーブがどこかにあったと思うが、今見つけるのは至難の業わざだな」

「これから、どうすんだよ」

　昼間ならまだしも、夜に停電じゃ、何もすることがない。

「懐かい中ちゆう電灯程度なら、ここに置いてあるが……電気が点つかないんなら、何もできないだろ」

　神谷は体を前まえ屈かがみにさせると、ソファーの前に置いてあるローテーブルの下から懐中電灯を取り出した。スイッチを入れた状態でテーブルの上に載のせられると、暗闇がちょっとだけ和やわらいでくれる。

「そんなものがあるんだったら、早く出せよ！」

「今、思い出したんだ」

　さらりと告げる神谷に、疑いの眼まな差ざしを向ける。

　俺を怖がらせるために出さなかったんじゃないだろうな？

「そんな疑ぎ心しん暗あん鬼きに満ちた目を向けるなよ」

「だって……」

　本当に怖い思いをしたんだから！

「ビデオは正直、怖がらせようと思って借りてきたが、停電は本当に偶ぐう発はつ的な事故だって」

「やっぱり、仕組んでたんじゃないか！」

「人聞き悪いな。こっちがいいって云いったのは、直広だろう」

「う…っ」

　そういや、そうだった……。

　ヘンに張ってしまった意地のせいで墓ぼ穴けつを掘ほるなんて俺らしくもない。

　この話題を引き摺ずってると、ますますツッコミをくらいそうだったからそれ以上の言げん及きゆうは避さけることにした。

「ま、メシと風呂ふろをすませておいてよかったといったところか。もう、寝ねるか？」

「えっ!?」

　ね、寝るって!?

「何驚おどろいてるんだ？」

　神谷は真顔で訊きき返してくる。

「だ、だって、こんな時間から眠ねむれるわけないだろ」

「そりゃそうか。九時前だもんな。夕飯が早かったから、感覚がずれてるな」

　び……ビックリした……。

　寝るか？　って訊くから、ヘンなこと思い出しちゃったじゃないか!!

　手なんか握られてるせいで、妙みように意識しちゃってるのかもしれない。

　でもよかった…。俺が考えてたことに勘かん付づかれなくて。

「あれを使ってみるか」

「あれって？」

　しばらく思案に暮れていた神谷だったが、何か思い付いたようだった。

　悩なやんでいる様子を見せつつも、おもむろに立ち上がる。

「何…？　わぁっ！　いきなり何すんだよ!!」

　神谷は俺の膝ひざにソファーに置いてあった厚手のブランケットと懐中電灯を載せると、ひょいと横よこ抱だきに抱かかえ上げた。

「一人にされるのは嫌いやなんだろう？」

「そ…それは……」

　そう、なんだけど、だからってわざわざ抱き上げなくてもいいじゃんかっ。

　あんた本気で俺のこと荷物か何かだと思ってるだろう…？

「ちょっと、ここで待ってろ」

「え？」

　使われてない暖だん炉ろの前のふかふかの絨じゆう毯たんにそっと下ろされ、肩かたから柔やわらかなブランケットを掛かけられる。

　俺の頭を子供にするようにぽんぽんと叩たたいた神谷は、懐中電灯を持って何やら作業を始めた。

「それ、どうするの？」

「決まってんだろ、使うんだよ」

　云いながら、神谷は暖炉の鉄てつ扉ぴを開いて中を覗のぞき込む。

　その様子を俺は胡う散さん臭くさい目つきで眺ながめていた。

「……使えるわけ？」

　見た感じ、ただの飾かざりっぽい気がするけど。

「やってみなきゃわかんないだろ。昔は使えたんだから、何とかなると思うがな」

「ふうん」

　そっか。前に使えたんだったら本当に大丈夫なのかも。

　気のない返事をしつつも、何だかちょっとわくわくしてきた。

　神谷は暖炉の横に積まれていた薪まきを、中に燃え易やすい形に積んでいく。大きめの暖炉のため、置いてあった薪は半分くらいなくなってしまった。

　薪の下に敷しかれていた新聞紙を固かたく丸め、ポケットに入っていたらしいジッポライターで火を点つけ火種にすると、直に薪に火が移り、パチパチと弾はじけるような音が聞こえてきた。

「わっ、点いた！」

　鮮あざやかに燃え上がった炎ほのおに、俺は小さく歓かん声せいを上げる。

　半信半疑だったせいで、ちょっと感動しちゃったよ…。

「すぐに暖かくなるわけじゃないが、ちょっとした余興にはなっただろ？」

　そんな俺に神谷は得意げに云うと、ガラスが嵌はめ込まれた鉄の扉とびらを閉める。これで、煙けむりが逆流してこない仕組みになってるんだろう。

「…うん」

　ゆらゆらと燃える炎に目を奪うばわれ、俺は瞬まばたきも忘れてそれに見入った。

　柔らかな朱しゆ色いろは優やさしく室内を照らし、冷えた空気を溶とかしていく。人工の室温とは違ちがう暖かさがゆっくりと体に染しみていった。

「おい」

「な、何!?」

　はたと我に返ると、真横に神谷の顔があった。

「まだ寒いんだから一いつ緒しよに入れろ」

　そう云って、俺が羽織っていたブランケットを引っ張ってくる。

「えっ!?　い、一緒になんて、長さが足りないよ！」

　一緒になんてとんでもない！

　長さが足りないのもあるけど、そうなるとくっついてなきゃいけないわけで、それはちょっと遠えん慮りよしたいというか、何というか……。

「ちょっ…、何すんだよっ」

「なら、こうすれば足りるだろう」

「もういいよ！　あんたに譲ゆずるから…っ」

　だけど、そうこうしてるうちに神谷の足の間に挟はさまれ、俺は後ろから抱きしめられる格好になってしまった。じたばたとしても、神谷の腕うではビクともしない。

「我が慢まんしろよ。俺だって寒いんだから」

「だから、あんたがこれを使えばいいって云ったのに」

「直広に寒い思いをさせるわけにはいかないだろ？　それにこっちのほうがあったかい」

「…っ」

　まあ…確かに…さっきよりもあったかいけどさ……。

　暖炉の前で作業していた神谷の体は体温よりも少しだけ温かくて、まるで人間カイロみたいになっている。直に感じる温もりに、俺は身動きが取れなくなった。

　体に食い込む腕の強さと温かさに、忘れようとしている記き憶おくがまざまざと蘇よみがえってくる。

　肌はだを滑すべる吐と息いきや触ふれた肌の感かん触しよく、繫つなげられた下か肢しの蕩とろけてしまいそうな熱さ───。

　……もうっ！　何で今、あんなことを思い出すんだよ…っ。　>>>♥

「どうかしたのか？」

　体を強こわ張ばらせた俺に気付いた神谷は、優しく声を掛けてくる。

「な、何でもないっ。ちょっと───寒いだけ」

　本当は熱いくらいなのに、俺は思わずそう口走っていた。

　だって、あんなことを考えていたなんて口になんかできないし…！

「悪い、すぐあったかくなるから少しだけ我慢してくれ」

「…う、うん」

　神谷は外気が入らないように、ぴっちりとブランケットを合わせた。

「……それにしても、また退たい屈くつになっちまったな。すまない、こんなのばっかりで」

　俺の動どう揺ようには気付かずに、神谷はため息混じりに謝罪する。

「別に仕方ないだろ。あんたのせいじゃないんだし、謝る必要なんかないじゃん」

　バレなかったことにほっとしつつ、言葉を返すと、神谷はいきなり黙だまり込んだ。

「…………」

「……おい、何黙ってんだよ！　まさか、やっぱり火事を仕組んだのって───」

「違う。誰だれがそんなことするか。『こんなとこに連れて来たのはお前だろ』とか云いわれるかと思ったから、驚いただけだよ」

　神谷は笑って云い返してくる。

　こいつ、何げに失礼なこと云ってないか？

「俺だって、非常時にわがまま云うほどガキじゃないよ」

　それに……実は、さっきよりも今のほうが楽しかったりするし。

　多分、台風とか雷かみなりの夜が楽しいっていう子供の心理と同じなんだろうけど。

　ってことは、俺もまだ子供ってことか……？

　俺は自分の思考に軽く傷付いてしまう。

「でも、本当に使えるとは思わなかったな……」

「はあ？」

「この暖炉」

　しみじみと告げる神谷に、俺は目を剝むいた。

　今いま更さら、何云ってんだよ!?

「いや、見た感じ掃そう除じはしてあったみたいだし、薪も湿しつ気けてなかったから何とかなるとは思ったが、何せ自分で用意するのは初めてで、多少は不安だったんだ」

「初めてだったの!?」

　手慣れた様子でやってたから安心して見てたのに…！

「何事もやってみれば何とかなるもんだ」

「点つかなかったら、どうしたんだよ？」

「そのときは、違う何かを考えればいい。それだけのことだろう？」

「…………」

　飄ひよう々ひようといい加減なことを云う神谷に、今度は俺が呆あきれて黙り込む番だった。

　前向きなんだか、浅はかなんだか……。

「だから云っただろうが。ここに来るのは本当に久しぶりなんだ」

「でも、ここって、あんたの持ちもんなんだろ？」

「まぁな。だが数年前に俺のものになってから、使うのは今回が初めてだ」

「ふうん……。こんなの、ポンとくれるなんて気前のいいじいさんだよな」

　俺は改めて、生きてる世界の違いを実感する。ウチだって、私立校に通わせてもらって大学までは行かせてもらえるくらいの余よ裕ゆうはあるけど、こいつの家は桁けたが違う。

　もしかして、どっかの御おん曹ぞう司しとかそういう奴やつなわけ？

「生前贈ぞう与よってやつだよ。跡あとを継つがない、遺産もいらないって云ったら押し付けられた。でも、こうしてお前を招待できたんだから、貰もらっといて正解だったな」

　マジで俺の予想が当たっちゃったよ……。

「『跡』って、あんた本当にボンボンなんだ」

　真しん剣けんに驚おどろくと、神谷は「ボンボンって柄がらでもないけどな」と苦く笑しようした。

　それは、確かに俺もそう思う。

「全部いらないから、自由にさせてくれって云ったら、この屋や敷しきの権利証と一緒に勘かん当どうされた。身み包ぐるみ剝はがれてもおかしくなかったのに、昔っからじいさんは俺に甘いんだ」

　くっくっと笑う神谷に、俺は思わず首を傾げてしまう。

　よくわからないけど、それってかなり大変なことじゃないのか？　それに……。

「……何でそんなことするわけ？」

　何の苦労もしないで楽ができるなら、それが一番いいじゃないか。

　なのに、どうしてそんな簡単に『いらない』なんて云えるんだよ？

「だって、欲しいものは自力で手に入れなくちゃ噓うそだろう？　誰かから与あたえられたものの上でふんぞり返ってるなんて真っ平だ」

　語る神谷の声に熱が籠こもる。まるで、子供が将来の夢を語ってる様な、そんな語り口だ。

「でも、今回ばっかりは自信がない」

「そんなに厄やつ介かいな仕事抱かかえてるのか？」

　急にトーンダウンした口調に、俺は疑問を覚えた。

　こんなに自信満々な奴が愚ぐ痴ちりたくなるようなことって、どんなことなんだろう？

　まあ、どうせ俺が聞いてもわかるわけないんだけど。

「…ああ、厄介だな。気持ちが先走って、嫌きらわれてもおかしくないようなことばかりしてる」

　嫌われ…って───え？

「まだ、笑いかけてさえくれないからな」

「え？　え？」

　仕事の話じゃなかったのか？

　まさか、それって───…。

「それでもいいから、この腕の中に閉じ込めておきたいって思うのは、俺の傲ごう慢まんさなんだろうな、直広」

　耳元で囁ささやかれたその言葉に、俺は体がカッと熱くなる。

　また、そういう訳のわかんないことを…っ。

「ば、バカなこと云ってんなっ。そうやって、冗じよう談だんみたいなことばっかり……」

「冗談なんかで、あんなことすると思ってんのかお前は」

　軽口でまぜっ返そうとした俺に、間かん髪はつ入れずに鋭するどい声が返ってきた。

「…っ！」

「冗談であんな余裕のないこと、この俺がするわけがない」

「な…に、云って……」

　笑い飛ばしてやろうと思ったのに、絞しぼり出した声はあからさまに震ふるえていた。

　な…何だよ…こんな奴どうとも思ってないだろ？

　俺には、直純がいるんだから！

　なのに、どうしてこんなに胸が苦しいんだよ…？

「ガキ相手に駆かけ引きもできない。それにこんなに手を焼かされんのは初めてだ」

「がっ…ガキで悪かったな！　どうせ、駆け引きなんて知らないよ!!」

　深々とため息をつかれたことが腹立たしくて、俺は喚わめき散らした。

　ついでに、神谷の腕うでの中から抜ぬけ出してやろうと、必死に暴れ出す。

「こらっ、このじゃじゃ馬！　また足痛めたらどうする…っ」

「あんたに責任取ってくれなんて云ってない！　じゃじゃ馬が嫌いやなんだったら、もっと大人を相手にすりゃいいじゃんか！」

「お前が欲しいって思っちまったんだから、仕方ないだろ！」

「!!」

　思いの他ほか、ビシッと強い調子で返されて、俺はびくりと体を硬かたくした。

　激しく鳴り始めたドクドクという鼓こ動どうが、体中を支配する。

　俺を押さえ付けていた神谷の息も、少しだけ乱れているのがわかって…。

「……何度云ったらわかるんだ？　俺はお前以外の誰も欲しくないんだよ」

　低く告げられる脅おどし文句のような告白。

　今度こそ逃にがさないと、暗に云われてるような気がして、俺は途端に怖こわくなった。

　神谷を拒こばめなかった本当の理由にだけは、気付かないように、考えないようにしてたのに…こいつには見み透すかされていたんだろうか…？

「そ…そんなの…知らない…っ」

　放してはもらえないと悟さとった俺は、自分の殻からに閉じ籠こもるように体を丸める。

　だけど、膝ひざを抱えた手は力を込こめようとしても、細かく震えてしまって。

「…っとに手間がかかるな、お前は」

「うわっ！　な、何すんだよ!?」

　もう何も聞きたくない───そんな意思表示を神谷はいとも簡単に突とつ破ぱしてしまう。

　ひょいと体を持ち上げられたかと思うと、俺は神谷の膝の上に横向きに乗せられた。

　バランスの危あやうさに膝を抱えていた手を離すと、肩かたを抱だかれて顔を間近に寄せられる。

「このほうが話しやすいだろ？」

「…っ」

　何なんだよっ、俺は顔を見るのも見られるのも嫌なのに…っ。

　こんな格好…余計、冷静でいられなくなる。

　こんなんじゃ、混乱する胸の内を宥なだめることなんてできやしない。

　俺は混乱する顔を隠かくすこともできず、唇くちびるを嚙かみしめた。

「もう一度云いう。───俺が欲しいのはお前だけだ」

「───っ」

　カアァッと首まで熱くなる。多分、これ以上ないってくらい赤くなってると思う。

「本気でお前が好きなんだよ」

　そんな顔がくっつきそうな距きよ離りで云われたら、誰だれだってドキドキするに決まってる。

　ましてや、そんな真剣な顔で云うなんてずるいよ……。

　これじゃ、苛いじめられてるのと一いつ緒しよだ。

　今にも泣き出したいくらいに、俺の気持ちはギリギリまで張り詰つめていく。

「直広。俯うつむいてないで、俺の目を見ろよ」

「や、やだ…っ」

「やだじゃない」

　顎あごを持ち上げられ、無む理り矢や理り顔を上向かされる。

　やだって云ってんのに…っ。

　見ちゃダメだってわかってたのに、目を閉じるタイミングを失った。

　神谷の目には、暖だん炉ろの炎ほのおが映り込んで赤い光が揺ゆらめいている。

　視線がかち合った瞬しゆん間かん、ドキンと心臓が大きく跳はね、まるで時間が止まってしまったかのように思えた。

「本当はもう、俺のこと好きなんだろ？」

「……す…き…？」

　俺が、こいつを好き？　そんなバカなこと……。

　直純以外を好きになるはずなんか───。

「少なくとも、嫌いじゃないよな」

「…そんなの、知らないよ」

　答える声が、か細く震える。

　嫌い……初めはそう思ってたはずだったのに。

　こんな奴やつムカつくだけだったのに、いつの間に俺はそう云い切ることができなくなっちゃったんだろう？

「知らなくないだろ？　自分のことだ、ちゃんと考えてみろよ」

「そんな、どうやって…」

　こんなぐちゃぐちゃになった頭で、何をどう考えろって云うんだよ…。

「じゃあ、一緒に確かめてみるか？」

　一緒に……？

　そう囁くと、薄うすく開いた神谷の唇が、まるでスローモーションのようにゆっくりと俺の唇に降りてくる。

　押し当てられた柔やわらかさを自然に受け止め、そっと目を閉じると小さく唇を啄ついばまれた。

「……これは、嫌じゃないよな？」

　合間に囁かれる声が、まるで砂糖菓が子しのように甘ったるい。

「ん……」

　思わず応こたえて唇を開くと、その隙すき間まから舌先が入り込んで来る。

　差し入れられた舌は引きかけた俺の舌を絡からめ取り、舐なめ溶とかそうとするかのように執しつ拗ように蹂じゆう躙りんしてきた。

　耳元で響ひびく濡ぬれた音に、ますます体が熱くなる。

「……ん、ぅ……」

　……神谷とのキスに嫌けん悪お感を感じたことは一度もなかった。

　それ以上の行こう為いも苛いら立だちや怒いかりを感じたとしても、気持ち悪いなんてこれっぽっちも思わなかった。それどころか───気持ちいいとさえ、俺は思っていたんだ…。

「ふ…っ」

　口こう腔こうの粘ねん膜まくを擦こすられると、噓うそみたいに体が甘く痺しびれていく。強こわ張ばっていた体から、どんどん力が抜けていくのが自分でもよくわかった。

　全すべてを預けるかのようにぐったりと体を任せ、混じり合った唾だ液えきをこくりと飲み込む。

　舌が絡み合う熱さに目め眩まいを覚えた頃ころ、僅わずかに離れた神谷が囁いてきた。

「───もう、煙草たばこの味なんてしないだろう？」

「え？」

　煙草……？

　云われてから気が付いた。

　そう云えば、ここに来てから、神谷は一度も煙草を吸ってなかった気がする…。

　もしかして、あのとき俺が嫌だって云ったから？

　ずっと、気を遣つかっててくれたのか……？

「ほら、苦くないだろ？」

「ん………っ」

　静かに忍しのび込み、ざらりと擦れ合った舌の表面からは、確かに煙草の苦味は感じない。

　熱い口づけに体の芯しんから蕩とろけさせられて、霞かすむ意識でぼんやりとしていると神谷がくすりと笑う気配がした。

「……？」

　神谷はパジャマの上から、俺の中心をするりと撫なでてきた。

「キスだけで、もうこんなか？」

「…っ！」

　ぐっと押すようにされれば、そこはそれまで以上に硬かたさを増してしまう。

　キスでとろとろにされた体は、いつもよりも敏びん感かんになっていて、些さ細さいな刺し激げきにも不思議なくらい弱くなってるって云うのに…。

　それが、今みたいな触さわられ方をしたら尚なお更さら反応するに決まってるじゃないか！

「や、やだ…っ、やだってば！」

　触られることが嫌いやなんじゃない。そんな自分を知られるのが嫌…。

「……本当に？」

　神谷は俺のパジャマのウエストを下げ、その中に自分の手を差し込んでくる。

　入り込んできた冷気と手の感かん触しよくに、俺はぶるりと体を震ふるわせた。

「…ッ!!」

「本当に嫌なのか？」

　そんなことマジな顔で訊きくな…っ。

　今、俺がどんなふうになってるかなんて、触ってるお前が一番よくわかってるくせに！

　それに、俺には絡み付いた指の感触に声を上げないようにすることだけで精せい一いつ杯ぱい…っ。

「そんな仔こ猫ねこみたいに震えるなよ。悪い大人に付け込まれるぞ」

「何云って…、っあ！」

　誰が一番、悪い大人なんだよ！

　そう思ったけれど、反論する余地もなく弱い部分を責め立てられてしまう。

「…っん、ぁ……」

　やだって云ってんのに、そんなとこ弄いじんなよ！

　顔やこめかみに小さなキスを落としながら、神谷は手にした俺自身を手の中で扱しごき上げる。

　触ふれられるだけで頭がおかしくなりそうなほど熱くなるのに、そんなふうにされたら本当にヘンになるよ…っ。

「ここが好きだったな」

「や、あ…あぁ……っ」

　何で、そんなこと覚えてんだよ、バカッ。

　的確すぎる神谷の手付きに、俺はどうしようもなく身み悶もだえた。

　素す直なおすぎる自分の体が恥はずかしい。

　何で、こんなに感じちゃうんだよ……。

　なのに、その恥ずかしささえも体温を高める要因の一つでしかなくて。

「こうすると気持ちいいのか？　本当に感じやすい体だな」

「…よく…ない…っ」

　俺はぎゅうっと目を瞑つぶったまま、力なくふるふると首を左右に振ふる。

「困ったご主人様だな」

　神谷はそう云いうと、僅かにずり下がっていただけのパジャマのズボンを、俺の腰こしから下着ごと下ろした。

「な、何して…!?」

「こんなんじゃ足りないから、わがままを云ってるんだろう？」

　驚おどろきに惚ほうけている間に、剝むき出しにされた下か肢しからパジャマを引き抜ぬかれたかと思うと、俺はそのままくるりと方向転てん換かんさせられ、神谷と膝ひざの上で向かい合うような体勢にされてしまった。

「ちゃんと、自分がされてることを見てろ」

「な……っ」

　いっそ、部屋が本当の暗くら闇やみだったら、今の自分の恥ずかしい格好を見なくてもすんだのに。

　部屋を照らす暖だん炉ろのオレンジ色の炎ほのおは、剝き出しにされた下肢をはっきりと浮うかび上がらせている。

「ば、バカ…っ」

　神谷の膝の上で足を開いた格好の俺は、パジャマの裾すそで露あらわにされた部分を隠かくそうとした。

「こら。二人でしてるのに、自分でするなんてルール違い反はんだぞ」

「そ、そんなんじゃ…っ」

　見当違ちがいな方向で叱しかられ慌あわてて反論したけど、神谷の顔を見たらわざとからかうようなことを云ってきてるんだってわかった。

　この…根こん性じよう悪……っ。

「どうせするなら、こっちをお願いしたいところなんだが」

「え…っ!?」

　パジャマの裾を握にぎっていた手を摑つかまれ、導かれた先は神谷の中心だった。

「……あ……」

　服の上からでもわかるほど、神谷のそこはしっかりと自己主張していて…。

　あまりに熱く脈打つそれに、俺はカアァッと全身が熱くなる。

　神谷はウエストのホックを外し、ファスナーを下げ、中から猛たけった自身を取り出した。

　実際の……あまりの存在感に、息を飲む。

　これが、俺の中に入ったのか…？

　恐おそる恐る、自分を何度も貫つらぬいたはずの欲望に手を伸のばす。すると、そっと触れた俺のほうが、その熱さにビクついてしまった。

「何、今さらびびってるんだ。これで何度もしてやったろう？」

「……！」

　そ、そういう臆おく面めんもないこと云うな！

　って云うか、俺がこんなことでびびるわけがないだろっ!!

　俺はムキになって神谷の分身を両手で包み込んだ。

「……びびってなんかない」

　そうだよ。俺ばっかり恥ずかしい目に遭あってるなんてズルイ。

　俺だって、されてばっかじゃないんだからな！

　意地になった俺がそれをきゅっと握り込むと、それは手の中でぐんとひとまわり大きくなった。

「わっ」

　手の平にドクドクという鼓こ動どうが伝わってくる。

　これって、感じてるってことだよな…？

　おっかなびっくり、ゆるゆると手を動かすと神谷は息を詰つめた。

　顔を見ると、眉み間けんに皺しわを寄せている。

　どっちかって云うと、不ふ機き嫌げんな部類の表情な気がするんだけど……。

「気持ちいい…？」　>>>♥

　自分が云われるとムカつくけど、神谷を見てたらそう訊いてみたくなった。

「……わかりきったことを訊くな」

　神谷の声に苛いら立だちのようなものが混じっている。

　気持ちいいんだったら、そういう顔しろよ。

「…おい、いつまでそうしてるつもりだ」

「え？」

「こういうのを蛇へびの生殺しって云うんだよ」

「えっ、あ、何!?」

　突とつ然ぜん、行動を起こした神谷は俺の腰をぐいっと引き寄せたかと思えば、俺の中心と自分のそれとを密着させ、俺の手に握らせたのだ。そして、その上から自分の手を重ね合わせるようにして更にそれを握り込む。

「ちょっ、な、何で…っ？」

「一いつ緒しよにしたほうが早い」

「ん、ぁあ…っ」

　重ねられた手が無ぶ遠えん慮りよに動かされた。

　自分の指と神谷の指が二人分の欲望に絡からみ付き、扱き上げてくる。

「こうしたほうがイイだろう？」

「ま、待っ…手、離はなし…あ…ぁ……っ」

　思ってもなかった展開に困こん惑わくしつつも、俺は体験したことのないその感触に、興奮を抑おさえることができなかった。

　自分よりも熱い塊かたまりと擦こすれ合い、長い指に揉もみしだかれ、あっという間に息が上がってしまう。

「あ、やぁ…っ」

「もう、濡ぬれてきてる。堪こらえ性しようがないな。それとも、そんなに感じるのか？」

　手の中から聞こえてくるくちくちという水音が、自身の先せん端たんから漏もれた体液のせいだと神谷の言葉に知らしめられ、体温が上昇した。

「っん、…ぅ、んんっ」

「…ほら、ここを擦られるのが好きなんだろう？」

　そう云って、神谷は俺の指を俺自身の括くびれの部分に強く擦り付ける。

　自分の指なのに、動きの予想がつかないなんて───。

「やっ…あ、俺…ばっか……やだ…っ」

「俺がいいと思う場所は、お前が自分で見つけるんだな。教えてしまったら、不公平だろう？」

「そ…んなの…、無理…っ」

　お互たがいにギリギリまで張り詰めているはずなのに。

　何でお前にはそんなに余よ裕ゆうがあるんだよ…っ。

「んっ、あ、ぁあ…っ」

　緩かん急きゆうをつけて扱かれ、撫なでられれば、怖こわいくらいに体が昂たかぶってしまう。

　勝手に揺ゆらめく腰をどうにかしたくても、今は両手の自由さえなくて。

　せめて神谷が音を上げるまでは我慢すると決意したのも束の間、苦しいほどの快感に追い立てられ、俺のほうが先に限界へと近付いてしまった。

「……っ、くっ、んぅ…っ」

　早く、早く楽になりたいのに。

　神谷だって、わかってるくせに何で終わらせようとしてくれないんだよ…？

「も…う…、やっ、だ…め…っ」

「もう、どうなんだ？」

「…っあ！」

　カリ、と耳に歯を立てられ、ゾクゾクと背筋に電流みたいなものが走る。

「も……いっちゃ…っ、隆史…っ」

　堪たえ切れず、俺は縋すがるように名前を呼んだ。

「そうだな、俺もそろそろ限界だ」

　掠かすれた声が耳に降りてくる。

　追い上げるリズムが上がり、追い立てられ───やがて手の内で熱いものが弾はじけ頭の中が真っ白になった。

「ああぁ…っ!!」

「…っ」

　ビクビクと体を小刻みに震ふるわせ、溜たまっていた欲望の証あかしを吐はき出すと、ようやく気が狂くるいそうな衝しよう動どうはどうにか治まってくれた。

　ぜえぜえと荒あらい息を吐きながら、俺はぼんやりと自分の手を見下ろす。

　二人ほぼ同時に達したせいで、手の平はすっかりべとべとになってしまっていた。

「わかったか？」

「……？」

　って何のこと？

　問われた意図を量りかねていると、唇くちびるをぺろりと舐なめられる。

「気持ちを確かめるんだったろう？」

「あ……！」

　キスされる前に告げられた言葉を思い出した。

　好きだ、と。

　嫌きらいじゃないだろう？　と熱の籠こもった口調で告げられたことを。

　そんなこと、すっかり忘れて行こう為いに没ぼつ頭とうしてしまった……。

　何、流されてるんだ、俺は…っ！

「まだ確信が持てないということは、もっとして欲しいということか？」

「違ちがっ、っや、あ…っ」

　神谷は二人分の体液で濡れた手を後ろへと忍しのばせてくる。

　生暖かい滑ぬめる感かん触しよくが、あらぬ場所に触ふれた。

「やっ、そこ、やだ……っ」

　汚よごれた手だということも構わず、俺は神谷のシャツに縋り付く。

　だけど開いた足の間に入り込んできた指は閉とざされた入り口を見つけ、無遠慮に滑りをその場所へと塗ぬり付けてきた。

「時間はたっぷりある。ゆっくり考えてみろ」

「…っん！　待っ…、考える…！　考えるから…っ」

「焦あせらなくていい」

　窄すぼまりの襞ひだを広げるかのように、触れた指が蠢うごめいている。

　それだけで、その敏びん感かんな部分はひくひくと痙けい攣れんした。下腹部に熱が溜まっていき、それだけの刺し激げきじゃ物足りなくなっていく。

「そ、そこ、やだ……っ」

「そんな甘えた声じゃ、本気で嫌いやがってるようには聞こえない」

「だって…ぁ、んんっ！」

　つぷん、と指が埋うめ込まれると、ゾクリと尾びてい骨のあたりが痺しびれてしまう。

　乱暴に中を搔かき混ぜられても、痛みを感じるどころか……気持ちいいのはどうして？

「い…っ、あ…、あ……っ」

「本当は欲しかったんだろう？」

「そんな、こと…、…ぁ……んぅ」

　入り口を揉み解ほぐすまでもなく、その部分は蕩とろけるように緩ゆるんでいく。

　自ら誘さそうように浅ましくヒクついて。ゆっくりと抜ぬき差しをされると、恥はずかしいほどに体が喜んでいるのがわかった。

　どうして、こんな…っ。

　そこを弄いじられることが気持ちいいなんて、未いまだに信じられない。

「んぅ…っ、あ、やぁっ」

　指が増やされ、浅い部分ばかりを弄られる。

「これなら、もういいな？」

「あっ！」

　両足を抱かかえ上げられ、体を浮うかされた俺は、反射的に神谷の首にしがみついた。

　大きく広げられた足の間にとんでもなく熱いものが押し当てられる。

　何でっ!?　さっき、一緒にイッたばかりだろ!?

　……でも、俺自身も後ろを弄られたせいですっかり硬こう度どを取り戻もどしちゃってる…。

「力を抜いていろ」

　云いわれた次の瞬しゆん間かん、存在感のある熱い切っ先が一気に入り込んできた。

「ああぁ…っ!!」

「…っ」

　ズッと奥まで貫つらぬかれ、爪つま先さきまで痺れが走り、穿うがつ昂りの熱さに溶とかされる。

　狭せまい器官は、体内に侵しん入にゆうしてきた異物を受け入れ、キツくそれをくわえ込んだ。内部を圧あつ迫ぱくされ、苦しいはずなのに充じゆう足そく感で満たされる。

　どうして、こんなことが気持ちいいんだろう？

　体内をいっぱいに満たされて、全身が麻ま痺ひしたような感覚に包まれた。

「…熱…い…っ」

「…お前ん中だって熱いよ」

　少し上うわ擦ずった声で囁ささやかれ、ちゅっと耳の後ろにキスをされる。

「やっ」

　くすぐったさに肩かたを竦すくめると、今度は唇を重ね合わされた。

　蕩けた吐と息いきが混ざり、深く舌が絡からみ合う。

「んっ……ふ………」

　痺れるほどに舌先を吸われ、口の中まで敏感になっていく。

　離はなれていく唇に無意識に追い縋ったら、腰こしを軽く揺すられた。

「あっ、ん…っ」

「ちゃんと考えてるか？」

「え…？」

「今、お前を気持ちよくしてやってんのが誰だれなのか云ってみろ」

「……たか…ふみ…っ」

　腰を上下に動かされると、繫つながった場所がぐちゅぐちゅといやらしい音を立てる。

「あぁっ、あ…っ」

「他ほかの奴やつにこんなことされたら嫌だろう？」

「…他の…奴…？」

　そんなの想像できない。

　お前以外の誰が、俺にこんなことするって云うんだ…っ。　>>>♥

　こんな恥ずかしい俺を他の奴なんかに見せるわけないだろ!?

　ましてや、触さわらせたりなんて───。

「…お前は…っ、どう…なんだよ…っ」

　俺以外とも、簡単にできるんだろう？

　大人だからって、こんなことたいしたことじゃないって云うんじゃないのか？

「……わかりきったことは訊きくなと云ってるだろうが」

「ちゃんと、答えろよ…っ」

「───直広のこと以外、抱だきたいなんて思わない」

　照れたような、ぶっきらぼうだけど優やさしい囁き。

　もっと、もっと聞かせて欲しい。

「好きだから、感じてるんだ」

「ほんと…だな…っ」

　体の色んな場所からぐずぐずと溶け出していってるような気がする。

　どこからどこまでが自分の体なのか、境界線がわからない。

「ああ、二人でしてるから『いい』んだろ？」

　二人で───。

　そっか。そうなんだ……。

　言葉が、すうっと胸に染しみ込んでいく。

「…好きだよ」

「……あ……」

　涙るい腺せんが緩ゆるみ、涙なみだが静かに溢あふれ出す。

　すると、目め尻じりを唇くちびるで拭ぬぐわれながら、問いかけられた。

「直広も俺のこと好きだろう？」

「……好…き……？」

　唇でこの二文字を刻んでみる。

　こんな短い言葉なのに、どうしてこんなに重みがあるんだろう？

　呟つぶやくだけで胸が熱くなる。

　だけど、ずっとこの感情は心の底にあったような気がした。

　出会った瞬間から、ひっそりと、でも確かに存在していたのかもしれない。

「───好き」

　そしてもう一度そうはっきりと口にした俺を、神谷は苦しいほどに強く抱きしめた。
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「ん……」

　あれ？　もう朝……？

　体を包む清潔なシーツの感かん触しよくが心ここ地ちいい。

「…あ…」

　そっか。昨日、電気が戻ったあと、寝しん室しつに連れてきてもらったんだっけ？

　ということは、隣となりにいるのって……。

　恐おそる恐る目を開けると、やっぱりそこには神谷の顔があった。

「…っ」

　び、びっくりした……。

　心の準備をしてても、この顔は心臓に悪い。見慣れたはずなのに。

　まだ眠ねむってるみたいだけど、目を閉じていても物もの凄すごい美形っぷりは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　起きてるときは涼すずし気な目元が、眠っていると柔やわらかくなって、何となく可愛かわいい感じがする。

「…………」

　それにしても…昨日は何か、すごく恥ずかしいことをいっぱいしちゃったような気が……。

　あんなことや、そんなこと───思い出すだけで、また体に火が点ついちゃいそうだ。

『好きだ』って云う神谷の声が耳の中でこだましてる。

　もう、何度云われたんだろう？

　でも本当に…この人が、俺のこと…好き、なんだよな？

「………好き」

　小さく呟いてそっと体をすり寄せると、背中に回された腕うでが強く抱き寄せてくる。

　素す肌はだから伝わる体温を感じ、目を閉じて、俺は一人で小さな笑いを漏もらしてしまった。

　よく考えたら、こうやって同じベッドで目を覚ますのは初めてだ……。

　この間は、朝起きたら綺き麗れいに身み仕じ舞まいされて一人でベッドで眠ってたし。

　こういうのって、けっこう幸せかもしれない。

　だけど一人でほくそ笑えみながら、もう一度浸ひたろうとした微睡まどろみは、電話の音によって強ごう引いんに打ち切られてしまった。

「───」

　この音は、神谷の携けい帯たい？

　また、か…。気付かないで、眠ったままでいてくれればいいのに。

　早く切れちゃえ、と思った瞬間、神谷の体がピクリと動いた。

「…………ん………」

　───起きちゃった…。

「…俺の携帯か？」

　起き抜ぬけの声も、ハスキーに掠かすれてて色っぽい。

　この声で名前を呼んで『おはよう』って云いって欲しいと思うのは贅ぜい沢たくかな…？

　…なんて、何を恥ずかしいこと考えてるんだ…。

　それに、ワガママは俺の専売特許だってのに、どうしちゃったんだろう、俺。

「…そうみたい」

　出て欲しくはないけど、訊きかれれば答えるほかない。

　舌打ちして起き上がろうとした神谷に回した腕を俺は反射的に強めてしまった。

「直広？」

「………寒くなる…だろ…」

　いつもなら、すんなり云えるはずのわがままを歯切れ悪く云いながら引き止めた俺の頭を、神谷は優しく撫なでる。

「大だい丈じよう夫ぶ。あれを取ってくるだけだから、どこにも行かない」

　昨日の恐きよう怖ふを引き摺ずってると思われたのか、神谷は俺の額に軽いキスを落とし、やんわりと腕を解いた。

「べ、別に俺は…」

　眠ってるときは、あんなに素直に気持ちを口にできたのに、起きてる神谷相手だとどうして意地を張っちゃうかな…。

　神谷は椅い子すに掛かけてあったバスローブを羽織ると大おお股またで机に近付き、その上にあった携帯を取り上げた。

　俺では余るバスローブも、神谷の長い手足には十分どころか少し足りてない。

　流れるような動作は優ゆう雅がで、思わず見み蕩とれちゃうほどだし。

「…朝から何の用だ」

　もしもしとも云わずに、着信の相手に神谷は不ふ機き嫌げんな声をぶつける。

　それだけで、その電話が会社───秘書の斎木からなのだとわかってしまった。

　また仕事、か……。

　俺は神谷の一方的な会話を聞いてるのも嫌いやで、背中を向けて両手で耳を塞ふさぐ。

　……何だよ、このもやもやした気持ちは。

　仕事なんだから仕方ないだろ？

　大人なんだから……。

　嫌な気持ちにちくちくと苛さいなまれていると、電話を終えた神谷が戻ってきた。

　けっこう、あっさり終わったみたいだな。

　これで、しばらくは邪じや魔まが入らないといいんだけど。

「電話、終わったの？」

「あ、ああ…」

　無む邪じや気きに聞いた俺とは対照的に、神谷の声は沈しずんでいた。

「どうかしたの？」

　躊躇ためらうような口調に、俺はピンとくる。

　だけど、物わかりのいいふりなんかできなかった。

「そんなとこにいつまで立ってるんだよ。起きるには早過ぎだろ？　昨日、夜よ更ふかししすぎてまだ眠いんだから」

　何にも気付いてない。そんなふうに装よそおって、拗すねた口調で云ってみせる。

「───直広、聞いてくれ」

「…何？」

　内心の動どう揺ようを隠かくしながら、云った。

　できるかぎり、平然と。

「今日、これから出かけなくてはならなくなった」

　神谷はベッドに腰こし掛かけ、俺の髪かみを指先で梳すきながら申し訳なさそうに告げてくる。

「────」

「会社の取り引きで大きなトラブルがあって、どうしても俺が行かなくちゃいけなくなったんだ」

　もしかしたらって、ほんのちょっとだけ期待していた気持ちも完全に打ち消されてしまう。

「そう…なんだ…」

　何となくわかってたけど、ムカつく。

　今さっき、どこにも行かないって云ったばっかじゃん！

　そりゃあ、仕事じゃ仕方ないとは思うけどさ。でも昨夜の今日だよ!?

　…何か…昨日のことって、夢か幻まぼろしだったんじゃないのって気がしてきたんですけどっ。

「直広？……泣いてるのか？」

「だ…っ、誰だれが泣くかっ!!」

　俺はガバッとシーツを剝はぎ、飛び起きて抗こう議ぎした。

「よかった、その様子じゃ元気みたいだな。昨日、無茶させすぎたかと思った」

「バカ云いってんな！　今はそんな話してんじゃないだろ!?」

　見当違ちがいな心配をしている神谷を怒ど鳴なり付ける。

「本当にすまない。夜には戻るから待っていてくれるか？」

「……家に帰るからいい」

「そう云わずに、頼たのむ」

　神谷は深く頭を下げてくる。

「忙いそがしいくせに」

　そんな約束、簡単にしちゃっていいわけ？

　俺が信じちゃってもいいの？

「夕食までには帰ってくる。そうしたら、今日こそドライブに行こう」

「ドライブ？」

　何で行きたかったんだってわかったんだろう？

　俺、何も云ってないよな……。

「そうだな。途と中ちゆう、腹が減ると困るから直広のサンドイッチがあると嬉うれしいんだが…」

「な…っ、も、もう作んないよ、あんなのっ」

「そう云うなよ。美味うまかったじゃないか」

　いきなり、何を云い出すんだよ!?

　俺が作るくらいなら、買ってきたほうがマシなのに。

　誉ほめて機嫌直そうったって、そうはいかないんだからな。

「無む駄だ口ぐち叩たたいてないで早く行きなよ。会社が大変なんだろ？」

　拗ねきった態度で吐はき捨てるように云うと、神谷は困り果てた声で俺の名を呼んだ。

「直広……」

「夕食までだからねっ。それ以上は待ってなんかやらないからな！」

　これ以上、困らせたままでいるのも悪い気がして、俺は自分から折れてやることにした。

　もうちょっと可愛かわいらしく『待ってるから早く帰ってきてね』とか云えればいいのかもしれないけど、素の俺にはこれが精せい一いつ杯ぱい。

「……すまない」

　それきり、俺も神谷も黙だまり込み、部屋は気まずい沈ちん黙もくに支配されてしまう。

　そんな空気の中、神谷は諦あきらめたように立ち上がり、ウォークインクローゼットの扉とびらを開くと、その中へと入っていってしまった。

　……やっぱ、云い方がまずかったかもしれない。

　あいつにとっても、不ふ可か抗こう力りよくで仕方がないことなんだから…。

　神谷の匂においが残るシーツに顔を埋うずめ、俺は反省する。

　そしてスーツをぴしりと着込み、クローゼットから出てきた神谷に小さな呟つぶやきを投げかけた。

「………っしゃい」

「え？」

　聞き取れなかったらしく、神谷は怪け訝げんな顔つきで振ふり返る。

　そうやって、改めて聞き返されると物もの凄すごい恥はずかしいんだけど！

　だけどもう云うもんかって思ったのに、じっと見つめてくる神谷の視線に負けてしまった。

「行ってらっしゃいって云ったの!!　もうっ、さっさと行けってば!!」

「直広…」

　ああもう、そんなだらしない顔すんなっつーの！

　神谷は整った顔を緩ゆるめ、ベッドまで戻ってくると、俺の頰ほおを両手で包み込んでくる。

「行ってきます」

　そして───ちょん、とおでこに軽いキスが落とされた。

「な……っ」

　は…恥ずかしい真似まねすんな…っ。

　真っ赤になって拳こぶしを握にぎりしめた俺を置いて、神谷は重厚な扉の向こうに消えていった。

「……調子に乗りやがって」

　俺はキスをされたおでこにそおっと手で触ふれる。

　羽根が掠かすめるようなキスだったのに、しばらく感かん触しよくは消えそうにもない。

「…あーあ」

　……やっぱり、行っちゃった。

　社長としての責任と、恋こい人びととしての責任を天てん秤びんにかけられないことくらいわかってる。

　だからって、『どっちが大事なんだよ？』なんて情けないこと云うつもりはなかったけど。それでも、置いていかれて面おも白しろいはずがない。

　でも、これで会社を捨てて俺を取ったりなんかしたら、それはそれで幻げん滅めつしそうだし。

「……もっかい寝ねよっと」

　寝不足だからこんなにイライラするんだ、きっと。

　そう自分に云い聞かせて、俺はひとまず二度寝をすることに決め込んだ。










　───遅おそい。

　いくらなんでも遅すぎる。

　もうとっくの昔に日は落ちちゃったし、夕飯の準備も終わってるっていうのに！

　いったい、いつになったら帰ってくるんだ？

　いい加減、待ちくたびれたよ…っ。

　遅おくれるなら遅れるで、連れん絡らくくらい寄よ越こしてくれたっていいだろうが！

　もう、先にメシ食っちゃうぞ？

　と、そのとき───ピンポーンと玄げん関かんのチャイムの音が鳴った。

　帰ってきた!?

　俺は昨日と同じく玄関まで飛んでいくと、ガチャッと勢いよく扉を開けた。

「おかえりなさいっ。あ…れ…？」

「こんにちは」

　開けた扉の先には神谷ではなく、秘書の斎木の姿があった。

　一いつ緒しよに来たのかな？

　そう思って、辺りをさりげなく見回してみるものの神谷の影かげは見当たらない。

「こ、こんにちは…。あの……」

「申し訳ありません。神谷は仕事のほうが手が離はなせないため、私が代理で参りました」

「代理…？」

「ええ。あなたをご自宅までお送りするようにと」

「え───？」

「いつ手が空くのか目め処どが立たないので、ここでの滞たい在ざいは今日で終わりにすると、そうおっしゃっておりました」

　そんな…噓うそだろ…？

　ここで待ってろって、夜はドライブに行くって云ってたのに……。

　あんなに念を押していったくせに、簡単に約束を破るわけ…？

「あ…そ、そうなんですか。やっぱり、社長さんともなると忙しいですね。お休みもなかなか取れないなんて…」

「ええ。ですが、お陰様で今回は十分に休息を取れたようです」

　何それ？

　だからもういいやってことかよ!?

「急で申し訳ありませんが、帰りの支し度たくをしていただけますか？」

「僕もそろそろ家に帰りたいなと思ってたんです。ちょうどよかった。今、準備してきますね」

　にっこりと微笑ほほえみを浮うかべて云うと、俺はすぐにくるりと踵きびすを返した。

　階段を上り斎木から見えない場所まで来て、そこで表情を怒いかりのそれに豹ひよう変へんさせる。

　何だよ、あいつ…っ。

　勝手なことばっかり云いやがって！

　結局、待ってるだけ無む駄だだったってことだろ？

　こんなんなら、残ってないで俺も一緒に東京に戻もどるんだった！

「くそ…っ」

　俺は寝しん室しつに行くと、スポーツバッグの中に持って来た荷物を押し込むように詰つめた。

　そして壁かべに掛かけられたダッフルコートを手に取り、袖そでを通そうとして手が止まる。

　……あいつなら、着せてくれたんだろうな。

　そうだよ！　召めし使いのくせにご主人様をほっぽっていくなんて何事だっ。

　あんな召し使いなんて、クビだクビ！

「すいません、お待たせしました」

　再び、猫ねこを被かぶり直して斎木の待つ玄関へと降りていく。

「いえ、こちらこそ突とつ然ぜんで申し訳ありません。さ、行きましょうか」

　斎木は神谷から鍵かぎを預かってきたのか、玄関を施せ錠じようすると俺を駐ちゆう車しや場まで案内した。

　見たことない車。これはこいつの車なのか？

　神谷の車よりは劣おとるけど、これも国産の高いやつだったはずだ。

「どうぞ」

　と、斎木が後部座席のドアを開けてくれる。

　本当にもう、こことはさよならなんだ…。

　そう思うと、淋さびしさが込こみ上げてくる。

「…っ」

　何、感傷に浸ひたってるんだよ！

　いいじゃんか、帰れるんだから。

　直純に会いたいって思ってただろ？

　俺は口元をキッと引き締しめ、後部座席に荷物を放ほうり、自分もその横に乗り込んだ。

　斎木は車を走らせながら、さっきより少し砕くだけた口調で話し掛けてきた。

「山さん荘そうは楽しかったですか？」

「え？　ええ、もちろん」

「それはよかった。社長も楽しかったと云っておりましたよ」

「そう…ですか…」

『楽しかった』か……。

　もう、本当に戻ってくる気がなかったんだ。

「ですがこの度たびは本当に、社長の気き紛まぐれに付き合って下さってありがとうございました」

「は？」

　何を云ってるんだ、この人？

「このところ社長は休む暇ひまもなく働き詰めでしたので、いい息抜きになったようです」

「……？」

　斎木の云おうとしていることの真意が量はかれず、俺は怪け訝げんな顔でミラーに映る顔を見つめた。

「あなたのようなタイプは今まで周りにいませんでしたからね、そのせいで興味を持たれたんだと思いますが…。あなたは容姿も整ってらっしゃいますし、気分転てん換かんのオモチャ…失礼、お相手には最適だったんでしょう」

「え……？」

　気分転換のオモチャ───？

　一瞬で俺は目の前が真っ暗になった。

「お陰かげ様でピリピリとしていた雰ふん囲い気きがなくなったと、私共も感謝しているんですよ」

「────」

　───そんな。

　俺はあいつにとって、暇つぶしのオモチャでしかなかったのか？

「あなたも楽しんでいたんでしょう？　おままごとはこれでお終しまいです」

　こいつ……!!

　病室で感じた鋭するどい視線は気のせいなんかじゃなかったんだ。

　口調にもミラーごしの瞳ひとみにも、俺に向けられる蔑さげすみや憎ぞう悪おを感じる。

「そうですね。僕もいい経験をさせていただきました。……でも、大人の身勝手さは、まだまだ僕の手には余るようです」

「…………」

「事故の件もありますし、後日また連絡させていただくことになると思いますが、今回のことはお礼申し上げていたとお伝え下さい」

　持ち合わせているテクニックを最大限に活用して、俺は斎木に向かって嫣えん然ぜんと微笑んでやった。

　このくらいの意い趣しゆ返がえししかできない自分が情けなくて、悔くやしかったけれど。

「……承知しました。神谷にはそう伝えさせていただきます」

　きっと、食えないガキだと思ったに違いない。

　でも、そんなこともうどうだっていい。こいつにどう思われたって、関係ないんだから。

　それから、自宅に着くまで車内は痛いほどの沈ちん黙もくに包まれていた。

　斎木は門扉の前に車を止め、運転席から降りてくると、車のドアをやけに恭うやうやしく開けながら云いった。

「お疲つかれ様でした」

「…………」

　最後まで嫌いや味みったらしい奴やつだな……。

「送って下さってありがとうございました。お忙いそがしいでしょうし、もうお帰りですよね？」

　俺は言外に『今すぐ帰れ』と匂におわせてやる。

　もうこれ以上、この男の顔なんて見ている必要なんかどこにもないし。

「ええ。事故の件で何かありましたらご連れん絡らく下さい。それでは失礼します」

　斎木は素す早ばやく車に乗り込むと、俺のほうを振ふり返りもせずに発進させた。

　まるで、俺のことなんて一秒だって見ていたくないといった態度で。

　ほんっとに嫌味な奴！

「連絡なんか、誰だれがするかっつーの！」

　そう悪態をついて玄げん関かんのほうへ踵を返した途と端たん、ポケットから携けい帯たいの着メロが流れてきた。

「……っ」

　───まさか。

　見ると、液えき晶しよう画面には登録した覚えのない『神谷』という名前が表示されていた。

「なんで…？」

　もしかして、俺が眠ねむってる間に勝手に入れたわけ？

　だけどいったい、何の電話なんだよ。今いま更さらフォローでも入れようって？

　それとも、斎木みたいに『ご苦労だった』なんて云うつもり？

「………」

　あまりの悔しさにこのまま切ってやろうかと思ってから、俺はやっぱり最後に一言くらい云ってやろうと思い直す。

　だって黙だまって引き下がるなんて、俺の柄がらじゃない。

　ところが通話ボタンを押すと同時に携帯の向こうから聞こえてきたのは、焦った神谷の声だった。

『直広!?　どうして電話に出ない！　何かあったのか？』

　耳を離はなしていても十分過ぎるほどの声に、鼓こ膜まくがビリビリと痺しびれてしまう。

「……いきなり、大きい声出さないでくれませんか？」　>>>♥

『大だい丈じよう夫ぶなのか？　いくら、山荘の電話を鳴らしても出ないから心配した。その様子じゃ、具合が悪いわけじゃないんだな？』

　何が心配しただよ。人のこと厄やつ介かい払ばらいしたくせに。

「今更、何を云ってらっしゃるんでしょうか？」

『話をはぐらかすな』

　それはどっちだよ！

　もしかして、あのお喋りな秘書から俺が何も聞いてないとでも思ってんの？

　あんたの目的も企みも、俺はもう全部知ってるんだぞ!?

　怒ど鳴なって文句をぶつけてやろうかと思ったけど、そんな体力を使う気にもなれなくて、俺は淡たん々たんと言葉を発してやる。

「それを神谷さんがおっしゃるんですか？」

『何のことだ…？』

　とぼけた声を出したって、俺はもう信じないんだからな。

　もう、あんたになんか騙だまされはしない。

「この一週間、お世話になりました」

『直広…？』

「斎木さんにも送って下さってありがとうございましたとお伝え下さい」

『ちょ、ちょっと待て！　送ってって、今どこにいるんだ!?』

「失礼します」

　そう云った後、俺はピッと一方的に通話を打ち切ると、携帯の電源を落とし、それをコートのポケットに滑すべり落とした。

「痛……」

　走り去った車が残していった排はい気きガスが目に染しみる。

　きっと、涙なみだが出てくるのもそのせいだ。

　こんなことくらいで俺が傷付くわけなんかないんだから。

　ただ、ムカつくだけ。それだけだ。

「……っ」

　息を深く吸い込むと、喉のどの奥で引っ掛かかる。

　胸が苦しい。

　あいつと出逢ったことなんか、なかったことにしてしまいたい。こんな気持ち、リセットしてしまいたい…。

　全部、忘れてしまいたいのに…。

　だけど結局、俺は零こぼれ出した涙を止めることができなかったんだ。










「ちぇ…」

　せっかく帰ってきたっていうのに、直純はいないし。父さん達も旅行から帰ってきてないし。

　どこにいたって、退たい屈くつなことには変わりがない。不ふ貞て寝ねしようにも、昼までたっぷり寝たせいで、ぱっちり目は冴さえてしまっている。

　あんまりにやることがなくて、冬休みの課題の残りに手を付けかけたけど、どうしてもそんな気分になれなくて放ほう棄きしてしまった。

　神谷から電話がかかってこないようにと、電話線も抜ぬいたから、学校の奴らにも連絡は取れないし。

　仕方なくテレビをつけると、どこのチャンネルも特番のようなものばかりやっていた。

「あ、そっか……」

　今日って、クリスマスイブなんだ……。

　……ああ、だから直純も出かけてるんだ。

　きっと桐島海里と一緒にいるんだろうな…。

　ほら、やっぱり俺が目を離すとすぐこれだ。油断も隙すきもあったもんじゃない。

「…………」

　……でも直純には、そのほうがいいのかもしれないよな……。

　俺がいて邪じや魔まされるより、あいつと二人のほうが幸せに決まってる……。

「何だ……俺って、どこ行っても邪魔者なんじゃん」

　誰からも必要とされない。

　しょせん、皆ちやほやするのは俺の上辺を見てる間なんだ。

「あいつだってそうじゃん…」

　ちょっと見目のいい俺を『恋人ごっこ』の相手にしてただけ……。

　結局、あいつにとって俺は、手に入れるまでのゲームでしかなかったんだ。

　───そりゃそうだよ。

　あんなふうにカッコよくてスタイルもよくて、社会的地位もあって。家だって、本当はお金持ちで、育ちもよくて……。

　そんな奴が、俺みたいなガキを本気で恋人にするわけがないじゃないか。

『おままごとはこれでお終しまいです』

　そう、斎木も云っていた。

　遊ばれてただけ、つまり『理想通りのオモチャ』だったんだ───…。

「バカバカしい」

　何をショック受けてるんだ俺は…。

　初めっから、気に入らない胡う散さん臭くさい奴だって思ってたろ？

　それなのに、絆ほだされて流されて、こんなに…好きになっちゃうなんて……。

　リビングのソファーの上で膝ひざを抱かかえ、丸くなる。すると、そこに顔を埋うずめた俺の耳に、突とつ然ぜん玄げん関かんのチャイムの音が聞こえた。

　誰だれだろう？　もう、十時過ぎだっていうのに……。

　宅急便だって、さすがにこんな時間には来ないよな。

　それに、父さんたちが旅行から帰ってくるのはまだ先だし。

「直純？」

　もしや、おっちょこちょいの直純のことだから、鍵かぎをなくして家に入れないのかもしれない。

　それとも桐島とケンカでもして、荷物を忘れてきたとか？

　そんなことを考えていたら、もう一度ピンポーンと鳴った。

「…はいはい」

　直純が帰ってきたっていうのに、弾はずんだ気分にもならなくて、俺はのろのろと立ち上がり廊ろう下かに続くドアを開けた。

　待ち切れないのか、焦あせっているのか、夜中だってのにチャイムは何度も繰くり返し押され続けている。

「今行くってば」

　俺はさっき脱ぬぎ捨てたスニーカーの踵かかとを潰つぶして履はき、チェーンと施せ錠じようを外して扉とびらを開ける。だけどその途端、現れた人物に驚おどろき、俺は目を見開いた。

「え……？」

　何で───？

　噓うそ…だろ…？　どうして、神谷がここにいるんだよ…っ。

　髪かみのセットは乱れ、今朝着ていったスーツもすっかり着き崩くずれている。目の下には色濃く見える疲ひ労ろう。そして、その表情も切せつ羽ぱ詰つまったものだった。

「どう…して…？」

「ここに、いたんだな」

　短い言葉は責めるような響ひびきを持って、俺の耳に届く。

「………何しに来たんですか？」

　やっとの思いで声を発すると、何故なぜか少しだけほっとした顔つきになった神谷が、ドアの間に自分の足を滑り込ませてきた。

「迎むかえに来た。ドライブに行く約束だっただろう？」

「……っ！」

　それ、本気で云ってんの？

　人をバカにするにもほどがあるだろっ!!

「支し度たくして来い。どうせ今、一人なんだろう？」

「お断りします」

　遊ばれてたってわかって傷付いてる俺の顔でも見に来たのか？

　人の反応見て楽しむなんて、趣しゆ味みを疑うよ。

「ちゃんと全部説明するからついて来い」

　そう云って、神谷はドアを閉めようと躍やつ起きになっていた俺を強ごう引いんに引っ張っていく。

「な…っ、離はなせよ！」

　抵てい抗こうしようとしても、本気で抗あらがえない自分がいた。

　摑つかまれた腕うでが熱い。

　こんな酷ひどい男でも、どうしても、理屈なしで好きなのだと、全身が叫さけんでる。

　辛くて、苦しくて、胸が張り裂けそうなのに…。

　何でもう放ほうっておいてくれないんだよ！

「やだって云ってんだろ！」

「いいから!!」

　助手席に誘ゆう拐かいされるみたいに押し込まれて、シートベルトを締しめられる。運転席に乗り込んだ神谷は全部のドアにロックを掛かけ、夜の闇やみに向けてライトを点つけるとすぐ車を発進させた。

「……何のつもりですか？」

「約束を果たしにきたまでだ」

「…………」

　今いま更さら、何を吐ぬかしてるんだか。

　俺はため息をついて、窓の外を見る。

　何度か交差点を曲がり、知らない道を進んでいく車。

　そんな中、神谷が再び口を開いたのは、首都高に乗ってからだった。

「……すまなかった」

「───それは何に対して謝ってるわけ？」

　横顔を見るのも嫌いやで、俺は顔を背そむけたまま言葉を続ける。

　謝罪の言葉に一いつ瞬しゆんだけ虚きよを衝つかれたけれど、それに返す自分の声は全く感情を持たなかった。

「云い訳にしか聞こえないかもしれないが、斎木のしたことは俺の指示じゃない。あいつが勝手にお前を迎えに行ってたんだ」

「！」

「お前が電話で、あいつの名前を出したからおかしいと思って問い詰つめたら白状したよ…。どうも、俺の今回の行動が気に食わなかったらしくてな。社長であるべき人間のすることじゃないと逆に責められたが、だからってお前を無断で連れ出すなんて───」

「責任転てん嫁かはやめたら？」

　云い訳も、あいつのことも聞きたくない…っ。

　あんたはどこまで俺をバカにすれば気がすむんだよ！

「……直広。すぐには信じてもらえないかもしれないが俺は、」

「もういいッ」

　神谷の言葉を遮さえぎって、俺は両手で耳を塞ふさいだ。

「直広…？」

「いい加減にしろよ！　もう全部わかってるんだ！　この期ごに及およんで、取り繕つくろう必要なんて何もないじゃないか!?」

「取り繕ってるつもりはない。本当のことを話してるだけだ」

　きっぱりと云い返してくる神谷の態度に無む性しように腹が立つ。

　俺みたいなガキなんか、口でいくらでも丸め込めるとでも思ってるわけ!?

「ふざけるなよ……。どうせ、俺はあんたにとって都合のいいオモチャでしかなかったくせに！」

「は……？」

　今更、もう驚いてるふりなんかしなくていいのに。

「おままごとのつもりだったんでしょう？　俺みたいなタイプが物もの珍めずらしかったから、興味を持ったって？　人のこと、何だと思ってんだよ」

「誰がそんなこと───」

「誰が？　それをあんたが俺に訊きくわけ？　まさか、用済みだって云われたあとに、いい気分転てん換かんになったみたいだって感謝までされるとは思ってもなかったな」

　思い出したら気分が悪くなってきた。雇やとい主も最低なら、その部下も最悪だ。

　自分たち以外の人間は使い捨ててもいいとでも、思ってんのかよ？

「ちょっと待て。お前は今、何の話をしてるんだ？」

「何、狼狽うろたえてるんだよ。ああ、そっか。そこまでバレてるとは思ってなかったんだ？」

「そうじゃない」

「なら、全部知ってたってこと？　だけど、オモチャでしかない俺には話なんかする必要なんかなかったって？」

「だから、違ちがうって云ってるだろう」

　神谷の声に苛いら立だちが混じってる。

　俺が思い通りにならないことにムカついてるのかもしれない。

「用済みなんだったら、もう俺に構うなよ！　二度と顔なんて見せんな!!」

「おい、落ち着け。とにかく、ちゃんと話をしよう」

「俺はもうしたくない。どこでもいいからさっさと降ろしてくれる？」

「…………」

　スピードが落ちたと思ったら、料金所に差し掛かったところだった。

　ところが、国道に降りても、神谷はスピードを上げたまま走り続け、そして、大きな建物の前で再びスピードが緩ゆるんだと思ったら、そこの地下へと入っていき、その一角にぴっちりと停車した。

　ここは、マンション？　駐ちゆう車しや場みたいだけど……。

　でも、どこだっていい。どうせ都内なんだから、どうにかして帰れるだろ。

　そう思って、ドアのロックを外そうとしたけど、うんともすんともいわない。

「おい、鍵かぎ開けろよ」

「どこ行くつもりだ」

「家に帰るに決まってんだろ？　電気もテレビも点けっぱなしで玄げん関かんだって開あけっぱなんだからな」

「それは謝る。話がすんだら送っていく。だから、待ってくれ」

　肩かたを摑まれて、体が熱くなった。

　触ふれられた場所から、その熱に侵しん食しよくされていきそうになって。

　押し込めたはずの気持ちまで、封ふうを破って溢あふれてきそうになる。

「触さわるなよ…っ！　もう用済みなのに、どうして俺に構うんだ!?」

　ぱしんっと手を叩たたき落とし、できる限り神谷から離れようと、背中をドアに張り付かせた。

「お前に惚ほれてるからに決まってんだろ！」

「もう、そんな噓うそ聞きたくない！」

　そう云いえば、俺が大人しくなるとでも思ってんのかよ!?

「噓なんかじゃない!!」

「煩うるさい！　もう俺は騙だまされないんだからな!!」

「お前は俺と斎木のどっちを信用するんだ!?」

「どっちも信用できないよ！」

「あいつと俺を一緒になんかするな！」

「…っ!!」

　喧けん嘩か腰ごしの云い合いが、神谷のその言葉でピタリと止まった。

「……あいつがどんなふうに云ったかは知らないが、お前のことをオモチャだなんて俺が思ってるわけないだろう？」

　抑おさえた口調は微かすかに上うわ擦ずっている。睨にらみ合いは尚なおも続いたままだった。

「く…口では何とでも云えるだろ」

「頼たのむから俺のことを信じてくれ」

　心の底から訴うつたえてるような必死な瞳ひとみ。

「たか───」

　隆史、と。

　演技とは思えないくらいの真しん摯しなその表情に、思わずそう呼んでしまいそうになった。

「お前を傷付けた償つぐないなら、どんなことでもする。だから───信じてくれ…」

　縋すがるように云い募つのる神谷の姿に気持ちが揺ゆらぐ。

　信じてもいいのかもしれないなんて、思いたくなってしまう。

「……何で？」

　俯うつむいて、俺は呟つぶやいた。

　膝ひざの上で握にぎりしめた拳こぶしが細かく震ふるえてるのがわかる。

「直広？」

「何で、そんなカッコ悪いことすんの…？」

　あんたみたいな男が、どうして───？

「……一ひと目め惚ぼれなんだ」

「ひとめぼれ…？」

　気まずそうに、それでもはっきりと神谷は俺に告げてくる。

「そりゃ、カッコいいところだけ見せておけたらいいだろうけど、今はそんな場合なんかじゃないだろう？　俺には、惚れた相手を泣かせておいて、カッコつけてるなんてマネできない」

　神谷は指先で、もう乾かわいた目め尻じりを撫なでてきた。

「何で知って…」

　俺が泣いてたところ、見てたわけじゃないのに……。

「目ま蓋ぶたが腫はれてる」

「あ…っ」

　抵てい抗こうしないでいると、神谷はすっと俺に顔を近付けて腫れた目元にキスをした。

「俺のことを許せないなら、それでもいい。嫌きらいになったんだったら仕方ない。だけど、直広───俺はお前を傷付けた自分が一番許せない」

「隆史……」

「憎にくいと思うなら、気がすむまで殴なぐってくれ」

「…っ」

　さっき、散々流したはずの涙なみだがまた込こみ上げてくる。

　奥歯を嚙かみ締しめて、ツンとした鼻の奥の痛みをどうにか堪こらえた。

「すまない…やっぱり泣かせちまうな…」

「……お前なんか……っ」

　瞳の奥が熱くなったのをぐっと堪えた。

「うん？」

　神谷は包み込むように、俺の体に腕うでを回す。

　抱だきしめるわけでもなく、そっと壊こわれ物を守るかのように。

「人のこと、バイクでひっかけるし……」

「ごめん」

　どん！　と胸を叩き、俺はよれたスーツに顔を埋うずめた。とうとう緩んでしまった涙るい腺せんから溢れ出る涙が、布地に吸い込まれていく。

「云うこと聞くって云ったくせに、勝手に好き放題するし…っ」

「ごめんな」

「意地悪かと思えば…ヘンなとこ、優やさしいし…っ」

　何度も何度も拳をぶつけているのに、神谷は平然とそれを受け止めてくれていた。

　そのうち、叩いている俺の手のほうが痛くなってきて、力も徐じよ々じよに抜ぬけていってしまう。

　せめて、しゃくりあげそうになるのだけでも隠かくそうと、俺は顔をぎゅうぎゅうと神谷の胸に押し付けた。

「…それも謝るべきなのか？」

　神谷の声に苦く笑しようが混じる。

　気付いたら子供みたいに頭を撫でられていたけど、それを振ふり払はらうなんてことはもうしなかった。

　こんなときに優しくするなんて卑怯だと思うけど…どんどん胸が温かくなってきて…。

「お前なんか、何で好きになっちゃったんだよ…っ」

「───」

　一番の文句を吐はき捨てるように云った俺に、神谷は何も答えなかった。

　その代わり、力いっぱい抱きしめられる。

　背骨が折れてしまいそうなほどの力強さに、息が止まりそうになり、涙も引っ込んでしまう。

「───ごめん」

　神谷は、そこで言葉を切って息を吸い込んだ。

「何も許してくれなくていい。その代わり、一生かけて償うから…」

「……隆史……」

「それじゃ、ダメか？」

「…っ!!」

　気弱な問いに、止まったはずの涙がまた溢れ出してきた。

「直広？」

　不安そうな声で、窺うかがうように名前を呼ばれる。そっと体を引き離はなされ、泣き顔を覗のぞき込まれてしまった俺は、恥ずかしさのあまりこれ以上ないってほどそっけなく云った。

「…好きに、しろよ…っ」

「───仰おおせのままに」

　破顔した神谷は、愛いとしげに涙で濡ぬれた俺の頰ほおをそっとなぞった。










　限界まで後ろにシートを倒たおしても、車の中のスペースには限りがあった。

　俺の体を気遣った神谷が、シートの上にブランケットを敷いてくれたけれど、それでもこの狭さだけはどうすることもできなくて。触れ合う吐息に、体は無条件に熱くなっていく。

「あ…あっ、んっ……」

　剝むき出しになった肌はだにとめどなく降るキス。もっと、と云うように神谷の頭をかき抱いだくと、胸の粒つぶに嚙み付かれた。

「あ…っ…」

　歯の間に挟はさまれた突とつ起きを舌先で刺し激げきされると、硬かたくしこってくるのがわかる。

　もどかしい感覚に身を捩よじると、もう一方も指先で押し潰つぶされた。

「や、ぁ…っ」

　仰のけ反る喉のどにむしゃぶりつかれ、思いきり強く吸い上げられる。ゾクゾクッと爪つま先さきまで走り抜けた快感は、足をピンと突つっ張らせた。

　大きな手の平で脇わき腹ばらから肋あばら骨ぼねを撫で上げられると、乾いていた肌がしっとりと汗あせばんでくる。

「…んっ、は……」

　体中のそこかしこに眠ねむっていた火種を揺すり起こされて、全身が燻いぶるような熱さに包まれていた。

　ドクンドクンと心臓が壊れそうなほどに激しく早はや鐘がねを打っている。

「たかふみ…っ」

　いつまで経たっても肝かん心じんな部分に触ふれてこようとしない神谷に焦じれ、俺は無意識に腰こしを足の間に挟んだ逞たくましい体へと擦こすり付けた。

　神谷は一いつ瞬しゆん驚おどろきに目をみはったあと、相そう好ごうを崩くずした。甘ったるいその笑えみに、ぎゅっと胸が握にぎりしめられたような気がした。

「……本当に今日は積極的だな」

「だっ…て、も…っ……」

　体が熱くてしょうがない。

　早く欲しいのに、焦らしてるのはそっちじゃないか…っ！

　確かに…自分の部屋へと連れて行こうとした神谷に、今すぐ抱いてくれと云ったのは俺のほうだったから、積極的と云われても仕方ないかもしれないけれど…。

　誘さそって、ねだって、脅おどして。

　抱いてくれなきゃ二度と会わないとまで云って、俺は自分の意志で神谷の理性を吹ふき飛ばしたのだ。

　だけど、どうなっても知らないぞ───そう前置きした神谷の腕はどこまでも優しくて。

「な…に…？」

「欲しいんだろ？」

　唇くちびるに指を乗せられた俺は、ゆっくりと瞬まばたきする。

「指、濡らして」

　短い言葉に、目的を悟さとった。

「…うん…」

　俺はおずおずと唇を開き、神谷の指を二本、口に含ふくむ。節の太い指を飲み込み、その形を知ろうとするかのように舌を絡からませた。

「…ふっ、んっ…く……」

　息苦しさに喘あえぎ、眉まゆを寄せる。

　濡らすためだけの目的なはずなのに、神谷はその指で俺の口の中を搔かき混ぜた。

　指で口こう腔こうの粘ねん膜まくや、舌の表面を撫なでられるとゾクッとした痺しびれが腰に落ちていく。

　唇の端はしから溢あふれ出してきた唾だ液えきが伝い落ちるまで、柔やわらかい舌先を執しつ拗ように弄いじり回された。

「…っあ……」

　すでにジーパンも下着も剝はぎ取られた足の間に、しゃぶらされた指が忍しのび込む。

　割って入っていた神谷の体に足は大きく開かされていたせいで、目的の場所はすぐに見つけられてしまった。

　つっと狭はざ間まを撫で下ろされたあと、窄すぼまりに触れられ、ぴくんと腰が跳はね上がる。

「は…っ」

　濡れた指先は、何の抵てい抗こうもなく内部への侵しん入にゆうを果たした。

　何度も弄られたことのある内ない壁へきは、待ちわびていたのだというように神谷の指をぎゅうぎゅうと締め付けてしまう。

「こら。ここに欲しいんだろう？　少しは緩ゆるめろ」

「…んなのっ、わかん…な…っ」

　抱かれたのは何度目かでも、いつもなし崩しに翻ほん弄ろうされてたせいで経験値は低いままだ。

　それなのに、体は教え込まれた快感を欲してるなんて、質たちが悪い。

「だったら、こっちに集中してろ」

「あ…ぁあっ……」

　硬く張り詰つめた自身を握り込まれ、喉から高い声が漏もれた。

「もう、こんなに濡らしてる」

「んぅっ、や…ぁ…っ」

　滴したたり落ちていた体液をぬるぬると塗ぬり広げられる。指の腹で先せん端たんを擦こすられれば、内うち腿ももは引き攣つり、ひくひくと痙けい攣れんした。

「今はこっちだけ感じてろ」

「あ、あ…っ、ぁあ……」

　神谷はゆっくりと手を上下に動かし始める。

　くちくちと音を立てる器用な指の動きが、異物を飲み込んだ後ろにばっかり集中していた意識をいとも簡単に攫さらっていった。

「良いい子だ。やればできるじゃないか」

「ぁんっ、んん、んー…っ」

　前と後ろを同時に弄られ、わけがわからなくなり、俺はとうとう音を上げた。

「や…っ、あ、あっ、もぅ……して……っ」

「何がして欲しいんだ？」

　手を休めることなく、訊きいてくる。

　縋すがるように見つめると、神谷は笑えみの形に唇を歪ゆがませた。

「……イキ…たい…っ」

「それなら、何て云えばいいか知ってるだろう」

　神谷は低い声で耳元に囁ささやきを落とし、耳を大きく舐なめ上げる。

「……っ」

「命令はちゃんとしないと、云うこと聞かないぜ？」

「………れて…っ」

「何を」

　こんなにも欲望に溺おぼれてしまっているのに、羞しゆう恥ち心しんは消えてくれない。

　恥はずかしい気持ちを飲み込み、俺は消え入りそうな声で必死に命令を下す。

「…………たか…ふみの…入れて……」

　言葉にした途と端たん、カッと全身が朱しゆに染まる。

　その途端、熱い切っ先が押し当てられたかと思えば、その次には灼しやく熱ねつの塊かたまりで体内が深々と穿うがたれた。

「あぁ……っ」

「平気か？」

「……熱い……」

　お腹なかの中がとんでもなく熱い。

　入り込んだ塊が、もう一つの心臓になって脈を刻む。

　急せかしたせいか、神谷を受け入れた場所はジンジンと疼うずき、突っ張るような痛みを覚えた。

「もっと、熱くしてやるよ」

　言葉と共に、両足を胸に付くほどに折り曲げられ、更さらに深くを抉えぐられる。

「ぁあっ！」

　ずっと引き抜ぬかれ、また押し込まれる。そうやって、体を内側から擦られれば、下腹部に溜たまった欲望が嵐あらしのように暴れ出す。

「…緩めろっつってんだろ」

「や、…でき…な…い…、んんっ」

「そんなにがっつかなくたって、いっぱいしてやるよ」

「違ちがっ、…んなつもり……あああっ」

　圧あつ倒とう的な質量に押し広げられた蕾つぼみは、ぐちゅぐちゅと繰くり返される摩ま擦さつにどうしようもなく過か敏びんになっている。

　些さ細さいな角度の変化にも、噓うそみたいに体が反応し、俺は思わずブランケットを握りしめた。　>>>♥

　指で慣らされたけれど、あれだけの滑ぬめりじゃ足りなかったのか、抜き差しの度たびに内部が引き攣れた。でも、そんな痛みすら幸福に感じるなんて、俺は重じゆう症しようかもしれない。

「直広、もうこんなにぐちゃぐちゃだ」

「あ、んぅ…っ」

　神谷は俺自身の先端から滴り落ちる雫しずくを掬すくい、繫つながった部分に指で塗り込こめた。

　足された滑りのお陰かげか痛みは和やわらいで、その分だけ増した快感が俺を高みへと押し上げる。

「…っあ、んっ、ぁあっ」

　恥ずかしい台詞せりふばかり俺に吹き込んでいた神谷も、次第に言葉少なくなっていく。

　車内には荒あらい呼吸と俺の甘ったるい掠かすれた喘ぎだけが響ひびいて。

「───っ」

　体の奥で灼熱の塊が弾はじける衝動に、俺はいつの間にか閉じていた目を開けてしまう。

「たかふみ…っ」

　切なげに眉を寄せ、自分を見つめる男にしがみつこうとした俺は荒々しく唇を奪うばわれた。

　ビクビクと下腹部が震ふるえ、張り詰めてた糸が切れるかのように溜たまっていた熱を吐はき出すと、手足からゆっくりと力が抜けていった。

　───胸が痛い。苦しくて泣けてくるくらいに。

　人を好きになるって、こんな気持ちだったのかと、神谷に出で逢あって初めて知った。

　もう離はなさない。だって、こいつは俺のものなんだから。







　　　　６




　結局、その夜は神谷のマンションに泊とまることになってしまった。

『まだ日にちは残っていただろう？』と云いって、帰してもらえなかったのだ。

　俺だって、本気で帰るつもりはなかったけれど、今度は逃にげられたら困ると云って、あれからほとんど服は着せてもらえてない。

「…………」

　さっきから、どのくらいこうやって惚ほうけてたんだろう？

　髪かみを弄いじる神谷の指が気持ちよくて、ずっとされるがままになっていた。

　クスリと笑った気配がしたような気がしたから目を向けると、やっぱり笑った顔をしていて。

「…何？」

「可愛かわいいなと思って」

「…っ」

　一気に耳や首まで赤くなる。

　普ふ段だん云われ慣れてるはずの言葉が、何でこいつに云われるとこんなに恥ずかしいんだ…っ。

「照れなくたっていいだろう」

「だって……」

　この甘ったるい空気も気恥ずかしい。

　昨日車ん中で、あんなふうに誘さそっちゃったのも思い出したくないし……。

　見せてしまった醜しゆう態たいを思い出すと、今にも憤ふん死ししてしまいそうになる。

「顔を隠かくすなよ。せっかく明るいところにいるんだからちゃんと見せてくれ」

「ばっ、バカっ」

　もう、これ以上ヘンなこと云うなってば！

　あれ……明るい？　今、何か引っ掛かかったな。

　昨日から忘れてることがあるような気がするんだけど───。

「あぁっ、家の電気！」

　思い出した…っ。点つけたまま出てきちゃってんじゃん!!

　直純にも連れん絡らく入れるの忘れちゃってるし……。

　鍵かぎも開けっぱだったよな……どうしよう、泥どろ棒ぼうとか入ってたら……。

「どこ行くんだ」

「やっぱ、心配だから帰る」

　すると、シーツを体に巻き付け、ベッドから降りようとする俺の体を、神谷は自分の下に引き摺ずり込んでしまう。

「…何すんだよ」

「帰さないって云ってるだろうが。心配するな、お前が昨日シャワー浴びてる間に直純くんに電話を入れておいたから」

「それならいいんだけど…───って、どうやって!?」

　家の電話線は抜いたままで繫がらないはずだし、直純の携けい帯たい番号だって、あんた知らないだろ!?

「山さん荘そうにいる間にお前の携帯を見た。悪いとは思ったが、緊きん急きゆう連絡先は必要だろう？」

　呆あきれて物も云えない。

　いつの間にそんなことしてたんだ……。

「…で？　何て云って掛けたんだよ」

「お前が病院に行くのが嫌いやで脱だつ走そうしたのを迎むかえに行ったって云ったら、納なつ得とくしてくれた」

「な…っ、誰だれが脱走だ！」

　勝手に俺を悪者にしやがって！

「仕方ないだろう？　さすがに、ベッドから出したくないから帰せません、なんて云うわけにいかないからな」

「～～～っ」

「まあ、いいじゃないか。急いで帰るって云ってくれたんだから。ご両親には内ない緒しよにしておいてくれるそうだ」

「直純にどんな顔合わせればいいんだよ!?」

「いつも通りで十分だろう。詫わびなら俺が丁てい重ちようにしといてやるから、安心しろ」

「そういう問題じゃないだろ！」

「いいから、そんなこと気にしてないで俺のことだけ考えてろ」

「そんなこと云ったって…」

「だったら、力ずくで他ほかのことを考えられなくしてやってもいいんだぞ？」

　もう、どうしてこうも強ごう引いんなんだか……。

　そうは思っても、両手で頰ほおを挟はさまれ、瞳ひとみを見つめられるとだんだんと顔が熱くなっていく。

「もう、二度と逃がさない」

　有う無むを云わせない真しん剣けんな眼まな差ざしに、俺はとうとう観念した。

　至近距きよ離りでキリリと睨にらみ付け、命令口調で告げる。

「離したりしたら、許さないからな」

「かしこまりました、ご主人様」







　あとがき







　初めまして、こんにちは。藤ふじ崎さき都みやこです。

　暑かったり寒かったり、気き紛まぐれな天気が続く毎日ですが、皆みな様さまいかがお過ごしでしょうか？

　私は日々の犬の散歩で、すっかり腕うでが焼けてしまいました（泣）。曇くもりだから平気だと思って油断して、半はん袖そでで出で掛かけていたのがいけなかったようです…。

　この本が出る頃ころには、もっと蒸むし暑くなっているのかと思うと気が遠くなりそうです。皆様も紫し外がい線せんには気を付けて外出して下さいませね。




　さてさて、今回は傲ごう慢まんで強ごう引いんな大人×わがままで見み栄えっ張りな高校生のお話になりましたが、楽しんでいただけたでしょうか？

　主人公・直広は『ご機嫌ナナメな王子様』という話にも出ております。ちなみにそちらの主人公は、直広の兄・直純だったりするのですが。どちらの話も、攻せめになりたかった受兄弟の受難といった感じでしょうか（笑）。

『王子様』の反対が『お姫ひめ様』だったから、『ご主人様』の反対は何だろう？　とプロットを考えているときに悩なやみまして。執しつ事じって話でもないし、下げ僕ぼくとかも、もっと違ちがうし……と、友達にメールで相談したところ『じゃあ、職場の人にも相談してみる！』という返事が。

　い、いいの？　そんなこと職場で話して……。

　ありがたいやら申し訳ないやら複雑な気分になっていたのですが、その夜返事が来ました。

『隷れい奴ど…って即そく答とうされちゃった…』

　……そ…それはさすがにちょっと……。

　っていうか、ますます内容から掛け離はなれているような（笑）。

　読む分には何ら問題はなくても（ないのか!?）、書くにはちょっと……いや、かなり力量が足りません……（しかし、それだと一体どんな話になるんだろう…）。

　人に頼たよろうという姿勢はよくなかったのかもしれないと深く反省し、大人しく『召めし使い』にすることにしました。

　結局、召し使いらしからぬキャラクターになってしまいましたが、皆様のお気に召していただければ嬉うれしいです♥




『王子様』に引き続き、今回もイラストはこうじま奈な月づき先生に描かいていただきました！

　もう、くらくらするくらい可愛かわいい直広と凜り々りしくて男前な神谷にうっとりです。表紙や口絵のカラーもため息が出るほど綺き麗れいで、感激しました…!!

　お忙いそがしいスケジュールの中、イラストを引き受けて下さってありがとうございました。

　原げん稿こうを書きながら、二人をどんなふうに描いていただけるのかと楽しみで仕方ありませんでしたが、文章以上に華はなやかなイラストで作品を彩いろどっていただきまして、本当に本当にありがとうございました!!

　そして、いつもいつもいつも（×エンドレス）ご迷めい惑わくばかり掛けてしまっている担当の相あい澤ざわさんには、そろそろお詫わびする言葉が見当たらなくなってきました…。ううう…本当にすいません……。少しは成長できているといいのですが、ど、どうでしょうか…？

　あっ、答えを聞くのが怖こわいので、やっぱり聞かないことにします……（汗）。

　今後とも頑がん張ばりますので、どうぞよろしくお願いします（ペコリ）。







　ええと、話は変わりまして、お知らせをいくつかさせて下さいませ。

　二〇〇三年八月下げ旬じゆん発売の『ＣＩＥＬ増刊ＴｒèｓＴｒèｓ』という雑誌に『恋愛トラップ』『欲情トラップ』の続編が掲けい載さいされます。

　初めての雑誌掲載で死にそうなほど緊きん張ちようしておりますが、よろしければそちらもどうぞ読んでやって下さいませ！　そして、気が向くようでしたらアンケートを出して下さると、もっと嬉しいです（小声で）。

　それと、二〇〇三年十月下旬に、（株）ムービックさんより『恋愛トラップ』のＣＤドラマが発売されることになりました。

　おまけのショートなども書かせていただきましたので、お手に取っていただけると光栄です。詳くわしくは発売が近くなりましたら、ルビー文庫のチラシでご確かく認にんできるかと思いますので、こちらもどうぞよろしくお願いします～！

　……と書きつつも、実は未いまだに自分の作品のことだという実感が湧わいてきません。収録を見学させていただけるようなのですが、どうしていいかわからず狼狽うろたえる自分の姿なら、今から簡単に想像できてしまうのですが（苦笑）。

　次回の本では、そんな私の様子をレポートできたらなと思っております（ヤケ）。







　また、恒こう例れいとなりましたが、感想のお手紙を下さった皆様には心よりお礼申し上げます。本当にありがとうございました!!

　出来る限りお返事していきたいなと思っておりますので、気長にお待ち下さいませ。それと、時間が取れれば、インフォメペーパーでも作って、お返事と一いつ緒しよにお送りしてみようかとも思っているのですが……い、いらないですかね…？

　いただけるご意見が励はげみになっておりますので、今回もよろしければ貴方あなたのご感想を一言お聞かせ下さると嬉しいです。




　それでは、この本を最後まで読んで下さった皆様、ありがとうございました。

　またいつか、貴方にお会いすることができますように♥




　　二〇〇三年六月


藤崎　都　　
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